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(57)【要約】
本発明は、無線通信システムにおいてページング（pagi
ng）信号を受信する方法およびそのための装置に関し、
ＷＵＳ（Wake Up Signal）リソースを指示するインデッ
クス情報を決定する段階と、該決定されたインデックス
情報に基づいてＷＵＳをモニタリングする段階と、を有
し、ＵＥがＭＴＣ（Machine Type Communication）をサ
ポートする場合、ＷＵＳリソースを指示するインデック
ス情報は、ＵＥの識別情報、ＵＥのＤＲＸ（Discontinu
ous Reception）サイクルに関連するパラメータ、ペー
ジング狭帯域（paging narrowband）の数に関する情報
およびＷＵＳのためのＵＥグループの数に関する情報に
基づいて決定される方法、およびそのための装置に関す
る。
【選択図】図２６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいてユーザ機器（User Equipment、ＵＥ）がページング（paging
）信号を受信する方法であって、
　ウェークアップ信号（Wake Up Signal；ＷＵＳ）リソースを指示するインデックス情報
を決定する段階と、
　前記決定されたインデックス情報に基づいてＷＵＳをモニタリングする段階と、を有し
、
　前記ＵＥがマシンタイプ通信（Machine Type Communication；ＭＴＣ）をサポートする
場合、前記ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、前記ＵＥの識別情報、前記Ｕ
Ｅの間欠受信（Discontinuous Reception；ＤＲＸ）サイクルに関連するパラメータ、ペ
ージング狭帯域（paging narrowband）の数に関する情報およびＷＵＳのためのＵＥグル
ープの数に関する情報に基づいて決定される、方法。
【請求項２】
　前記ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、以下の演算に基づいて決定され、

　ｃgは、前記ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報を示し、ＵＥ＿ＩＤは、前記
ＵＥの識別情報を示し、ＮおよびＮsは、前記ＵＥのＤＲＸサイクルに関連するパラメー
タを示し、Ｎnは、前記ページング狭帯域の数に関する情報を示し、ＮSGは、前記ＷＵＳ
のためのＵＥグループの数に関する情報を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥ＿ＩＤは、前記ＵＥの国際移動体加入者識別番号（International Mobile Sub
scriber Identity；ＩＭＳＩ）情報に基づいて決定され、
　Ｎは、ｍｉｎ（Ｔ、ｎＢ）に基づいて決定され、Ｎsは、ｍａｘ（１、ｎＢ／Ｔ）に基
づいて決定され、Ｔは、前記ＵＥのＤＲＸサイクルを示し、ｎＢは、システム情報により
指示され、ｍｉｎ（Ａ、Ｂ）は、ＡおよびＢのうちの小さい値を示し、ｍａｘ（Ａ、Ｂ）
は、ＡおよびＢのうちの大きい値を示し、
　Ｎnは、前記システム情報により指示される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＵＥが狭帯域モノのインターネット（NarrowBand Internet of Things；ＮＢ－Ｉ
ｏＴ）をサポートする場合、前記ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、前記Ｕ
Ｅの識別情報、前記ＵＥのＤＲＸサイクルに関連するパラメータ、ページングキャリアの
ための重みの総和および前記ＷＵＳのためのＵＥグループの数に関する情報に基づいて決
定される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、以下の演算に基づいて決定され、

　ｃgは、前記ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報を示し、ＵＥ＿ＩＤは、前記
ＵＥの識別情報を示し、ＮおよびＮsは、前記ＵＥのＤＲＸサイクルに関連するパラメー
タを示し、Ｗは、前記ページングキャリアのための重みの総和を示し、ＮSGは、前記ＷＵ
ＳのためのＵＥグループの数に関する情報を示す、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥ＿ＩＤは、前記ＵＥの国際移動体加入者識別番号（International Mobile Sub
scriber Identity；ＩＭＳＩ）情報に基づいて決定され、
　Ｎは、ｍｉｎ（Ｔ、ｎＢ）に基づいて決定され、Ｎsは、ｍａｘ（１、ｎＢ／Ｔ）に基
づいて決定され、Ｔは、前記ＵＥのＤＲＸサイクルを示し、ｎＢは、システム情報により
指示され、ｍｉｎ（Ａ、Ｂ）は、ＡおよびＢのうちの小さい値を示し、ｍａｘ（Ａ、Ｂ）
は、ＡおよびＢのうちの大きい値を示し、
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　前記ページングキャリアのための重みは、前記システム情報に基づいて決定される、請
求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＷＵＳリソースは、時間領域、周波数領域およびコード領域のうちのいずれか１つ
の領域のリソースを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＷＵＳを検出する場合、さらに、前記ＷＵＳに関連するページング機会（paging o
ccasion）に前記ページング信号を受信する段階を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、時間によってホッピング（hoppin
g）される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報のホッピングパターンは、システムフ
レーム番号（System Frame Number；ＳＦＮ）に基づいて決定される、請求項９に記載の
方法。
【請求項１１】
　無線通信システムにおいてページング信号を受信するように構成されたユーザ機器（Us
er Equipment、ＵＥ）であって、
　無線周波数（Radio Frequency；ＲＦ）送受信器（transceiver）と、
　前記ＲＦ送受信器と動作可能に（operatively）結合されるプロセッサと、を有し、
　前記プロセッサは、ウェークアップ信号（Wake Up Signal；ＷＵＳ）リソースを指示す
るインデックス情報を決定し、前記決定されたインデックス情報に基づいてＷＵＳをモニ
タリングするように構成され、
　前記ＵＥがマシンタイプ通信（Machine Type Communication；ＭＴＣ）をサポートする
場合、前記ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、前記ＵＥの識別情報、前記Ｕ
Ｅの間欠受信（Discontinuous Reception；ＤＲＸ）サイクルに関連するパラメータ、ペ
ージング狭帯域（paging narrowband）の数に関する情報およびＷＵＳのためのＵＥグル
ープの数に関する情報に基づいて決定される、ユーザ機器。
【請求項１２】
　無線通信システムにおいてユーザ機器（User Equipment、ＵＥ）のための装置であって
、
　実行可能なコードを有するメモリと、
　前記メモリに動作可能に結合されるプロセッサと、を有し、
　前記プロセッサは、前記実行可能なコードを実行して特定の動作を行うように構成され
、前記特定の動作は、
　ウェークアップ信号（Wake Up Signal；ＷＵＳ）リソースを指示するインデックス情報
を決定することと、前記決定されたインデックス情報に基づいてＷＵＳをモニタリングす
ることと、を有し、
　前記ＵＥがマシンタイプ通信（Machine Type Communication；ＭＴＣ）をサポートする
場合、前記ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、前記ＵＥの識別情報、前記Ｕ
Ｅの間欠受信（Discontinuous Reception；ＤＲＸ）サイクルに関連するパラメータ、ペ
ージング狭帯域（paging narrowband）の数に関する情報およびＷＵＳのためのＵＥグル
ープの数に関する情報に基づいて決定される、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、より詳しくは、ＷＵＳ（Wake Up Signal）を送受
信する方法およびそのための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　移動通信システムは、ユーザの活動性を保証しながら音声サービスを提供するために開
発された。しかし、移動通信システムは、音声だけでなく、データサービスまでその領域
を拡張しており、現在は、爆発的なトラフィックの増加によってリソース不足が発生し、
ユーザはより高速のサービスを要求するので、より発展した移動通信システムが求められ
ている。
【０００３】
　次世代移動通信システムの要求条件は、概して、爆発的なデータトラフィックへの適応
（収容）、ユーザあたり送信レート（率）の画期的な増加、大幅に増加した接続（連結）
デバイス数への適応（収容）、非常に低いエンドツーエンド（端対端）遅延（end-to-end
 Latency）、高エネルギ効率をサポート（支援）する必要がある。このために、二重接続
（連結性）（Dual Connectivity）、大規模多入力多出力（多重入出力）（Massive MIMO
：Massive Multiple Input Multiple Output）、全二重（In-band Full Duplex）、非直
交多元（多重）接続（ＮＯＭＡ：Non-Orthogonal Multiple Access）、超広帯域（Super 
wideband）のサポート、端末ネットワーク（Device Networking）などの様々な技術が研
究されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、ＷＵＳ（Wake Up Signal）を効率的に送受信する方法および装置を提
供することにある。
【０００５】
　具体的には、本発明の目的は、ＷＵＳ送受信のためのＵＥサブグルーピングに基づいて
ＷＵＳを効率的に送受信することにより、ＷＵＳ可能な（WUS capable）端末の不要なペ
ージングモニタリング（paging monitoring）動作を減らす方法および装置を提供するこ
とにある。
【０００６】
　本発明で遂げようとする技術的目的は、以上で言及した事項に制限されず、言及してい
ない他の技術的課題は、以下に説明する本発明の実施例から、本発明の属する技術の分野
における通常の知識を有する者にとって考慮されてもよい。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１態様において、無線通信システムにおいてユーザ機器（User Equipment、
ＵＥ）がページング（paging）信号を受信する方法が提供され、この方法は、ウェークア
ップ信号（Wake Up Signal；ＷＵＳ）リソースを指示するインデックス情報を決定する段
階と、該決定されたインデックス情報に基づいてＷＵＳをモニタリングする段階と、を有
し、該ＵＥがマシンタイプ通信（Machine Type Communication；ＭＴＣ）をサポートする
場合、ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、ＵＥの識別情報、ＵＥの間欠受信
（Discontinuous Reception；ＤＲＸ）サイクルに関連するパラメータ、ページング狭帯
域（paging narrowband）の数に関する情報およびＷＵＳのためのＵＥグループの数に関
する情報に基づいて決定される。
【０００８】
　本発明の第２態様において、無線通信システムにおいてページング信号を受信するよう
に構成されたユーザ機器（User Equipment、ＵＥ）が提供され、該ＵＥは、無線周波数（
Radio Frequency；ＲＦ）送受信器（transceiver）と、ＲＦ送受信器と動作可能に（oper
atively）結合（連結）されるプロセッサと、を有し、該プロセッサは、ウェークアップ
信号（Wake Up Signal；ＷＵＳ）リソースを指示するインデックス情報を決定し、該決定
されたインデックス情報に基づいてＷＵＳをモニタリングするように構成され、ＵＥがマ
シンタイプ通信（Machine Type Communication；ＭＴＣ）をサポートする場合、ＷＵＳリ
ソースを指示するインデックス情報は、ＵＥの識別情報、ＵＥの間欠受信（Discontinuou
s Reception；ＤＲＸ）サイクルに関連するパラメータ、ページング狭帯域（paging narr
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owband）の数に関する情報およびＷＵＳのためのＵＥグループの数に関する情報に基づい
て決定される。
【０００９】
　本発明の第３態様において、無線通信システムにおいてユーザ機器（User Equipment、
ＵＥ）のための装置であって、この装置は、実行可能なコードを有するメモリと、メモリ
に動作可能に結合されるプロセッサと、を有し、該プロセッサは、実行可能なコードを実
行して特定の動作を行うように構成され、該特定の動作は、ウェークアップ信号（Wake U
p Signal；ＷＵＳ）リソースを指示するインデックス情報を決定することと、該決定され
たインデックス情報に基づいてＷＵＳをモニタリングすることと、を有し、ＵＥがマシン
タイプ通信（Machine Type Communication；ＭＴＣ）をサポートする場合、ＷＵＳリソー
スを指示するインデックス情報は、ＵＥの識別情報、ＵＥの間欠受信（Discontinuous Re
ception；ＤＲＸ）サイクルに関連するパラメータ、ページング狭帯域（paging narrowba
nd）の数に関する情報およびＷＵＳのためのＵＥグループの数に関する情報に基づいて決
定される。
【００１０】
　好ましくは、ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、以下の演算に基づいて決
定され、
【００１１】

【００１２】
　ｃgは、ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報を示し、ＵＥ＿ＩＤは、ＵＥの識
別情報を示し、ＮおよびＮsは、ＵＥのＤＲＸサイクルに関連するパラメータを示し、Ｎn

は、ページング狭帯域の数に関する情報を示し、ＮSGは、ＷＵＳのためのＵＥグループの
数に関する情報を示す。
【００１３】
　好ましくは、ＵＥ＿ＩＤは、ＵＥの国際移動体加入者識別（International Mobile Sub
scriber Identity；ＩＭＳＩ）情報に基づいて決定され、Ｎは、ｍｉｎ（Ｔ、ｎＢ）に基
づいて決定され、Ｎsは、ｍａｘ（１、ｎＢ／Ｔ）に基づいて決定され、Ｔは、ＵＥのＤ
ＲＸサイクルを示し、ｎＢは、システム情報により指示され、ｍｉｎ（Ａ、Ｂ）は、Ａお
よびＢのうちの小さい値を示し、ｍａｘ（Ａ、Ｂ）は、ＡおよびＢのうちの大きい値を示
し、Ｎnは、システム情報により指示される。
【００１４】
　好ましくは、ＵＥが狭帯域モノのインターネット（NarrowBand Internet of Things；
ＮＢ－ＩｏＴ）をサポートする場合、ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、Ｕ
Ｅの識別情報、ＵＥのＤＲＸサイクルに関連するパラメータ、ページングキャリアのため
の重み（加重値）の総和（総合）およびＷＵＳのためのＵＥグループの数に関する情報に
基づいて決定される。
【００１５】
　好ましくは、ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、以下の演算に基づいて決
定され、
【００１６】

【００１７】
　ｃgは、ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報を示し、ＵＥ＿ＩＤは、ＵＥの識
別情報を示し、ＮおよびＮsは、ＵＥのＤＲＸサイクルに関連するパラメータを示し、Ｗ
は、ページングキャリアのための重みの総和を示し、ＮSGは、ＷＵＳのためのＵＥグルー
プの数に関する情報を示す。
【００１８】
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　好ましくは、ＵＥ＿ＩＤは、ＵＥの国際移動体加入者識別（International Mobile Sub
scriber Identity；ＩＭＳＩ）情報に基づいて決定され、Ｎは、ｍｉｎ（Ｔ、ｎＢ）に基
づいて決定され、Ｎsは、ｍａｘ（１、ｎＢ／Ｔ）に基づいて決定され、Ｔは、ＵＥのＤ
ＲＸサイクルを示し、ｎＢは、システム情報により指示され、ｍｉｎ（Ａ、Ｂ）は、Ａお
よびＢのうちの小さい値を示し、ｍａｘ（Ａ、Ｂ）は、ＡおよびＢのうちの大きい値を示
し、ページングキャリアのための重みは、システム情報に基づいて決定される。
【００１９】
　好ましくは、ＷＵＳリソースは、時間領域、周波数領域およびコード領域のうちのいず
れか１つの領域のリソースを有する。
【００２０】
　好ましくは、ＷＵＳを検出する場合、さらに、ＷＵＳに関連するページング機会（pagi
ng occasion）にページング信号を受信する段階を有する。
【００２１】
　好ましくは、ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、時間によってホッピング
（hopping）される。
【００２２】
　好ましくは、ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報のホッピングパターンは、シ
ステムフレーム番号（System Frame Number；ＳＦＮ）に基づいて決定される。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、ＷＵＳ（Wake Up Signal）を効率的に送受信することができる。
【００２４】
　具体的には、本発明によれば、ＷＵＳ送受信のためのＵＥサブグルーピングに基づいて
ＷＵＳを効率的に送受信することにより、ＷＵＳ可能な（WUS capable）端末の不要なペ
ージングモニタリング（paging monitoring）動作を減らすことができる。
【００２５】
　本発明から得られる効果は、以上で言及した効果に制限されず、言及していない他の効
果は、以下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者に明確
に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】３ＧＰＰ　ＬＴＥシステム構造の一例を示す図である。
【図２】３ＧＰＰ　ＮＲシステム構造の一例を示す図である。
【図３】フレーム構造タイプ１の無線フレーム構造を示す図である。
【図４】フレーム構造タイプ２の無線フレーム構造を示す図である。
【図５】ＮＲにおけるフレーム構造の一例を示す図である。
【図６】１つの下りリンクスロットに対するリソースグリッドを示す図である。
【図７】下りリンクサブフレームの構造を示す図である。
【図８】上りリンクサブフレームの構造を示す図である。
【図９】ＮＲにおけるリソースグリッド（resource grid）の一例を示す図である。
【図１０】ＮＲにおける物理リソースブロックの一例を示す図である。
【図１１】本明細書で提案する方法が適用可能な無線通信装置のブロック構成図を例示す
る図である。
【図１２】狭帯域動作（Narrowband Operation）および周波数ダイバーシチの一例を示す
図である。
【図１３】ＭＴＣに用いられる物理チャネルおよびこれらを用いた一般的な信号送信方法
を示す図である。
【図１４】ＭＴＣのシステム情報送信の一例を示す図である。
【図１５】ＭＴＣおよびレガシＬＴＥの各々に対するスケジューリングの一例を示す図で
ある。
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【図１６】副搬送波間隔によるＮＢ－ＩｏＴフレーム構造の例を示す図である。
【図１７】副搬送波間隔によるＮＢ－ＩｏＴフレーム構造の例を示す図である。
【図１８】ＮＢ－ＩｏＴ上りリンクに対するリソースグリッドの一例を示す図である。
【図１９】ＮＢ－ＩｏＴシステムでサポートされる動作モードの一例を示す図である。
【図２０】ＮＢ－ＩｏＴに用いられる物理チャネルおよびこれらを用いた一般的な信号送
信方法の一例を示す図である。
【図２１】ＮＢ－ＩｏＴの初期アクセス（接続）手順の一例を示す図である。
【図２２】ＮＢ－ＩｏＴのランダムアクセス（任意接続）手順の一例を示す図である。
【図２３】休止（アイドル、スリープ）状態および／または非活性化状態におけるＤＲＸ
方式の一例を示す図である。
【図２４】ＮＢ－ＩｏＴ端末に対するＤＲＸ設定および指示手順の一例を示す図である。
【図２５】ＷＵＳとページング機会（ＰＯ）とのタイミング例を示す図である。
【図２６】本発明による方法を例示するフローチャートである。
【図２７】本発明で提案する方法が適用可能なシステムおよび通信装置を例示する図であ
る。
【図２８】本発明で提案する方法が適用可能なシステムおよび通信装置を例示する図であ
る。
【図２９】本発明で提案する方法が適用可能なシステムおよび通信装置を例示する図であ
る。
【図３０】本発明で提案する方法が適用可能なシステムおよび通信装置を例示する図であ
る。
【図３１】本発明で提案する方法が適用可能なシステムおよび通信装置を例示する図であ
る。
【図３２】本発明で提案する方法が適用可能なシステムおよび通信装置を例示する図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　添付する図面は、本発明に関する理解を助けるためのものであり、本発明の様々な実施
形態を示し、詳細な説明と共に本発明の特徴を説明する。
【００２８】
　以下、下りリンク（ＤＬ：DownLink）は、基地局から端末への通信を意味し、上りリン
ク（ＵＬ：UpLink）は、端末から基地局への通信を意味する。下りリンクにおいて、送信
器は、基地局の一部であり、受信器は、端末の一部である。上りリンクにおいては、送信
器は、端末の一部であり、受信器は、基地局の一部である。
【００２９】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの様
々な無線アクセス（接続）システムに使用できる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（Universal Te
rrestrial Radio Access）やＣＤＭＡ２０００などの無線技術により具現される。ＴＤＭ
Ａは、ＧＳＭ（Global System for Mobile communications）／ＧＰＲＳ（General Packe
t radio Service）／ＥＤＧＥ（Enhanced Data rates for GSM Evolution）などの無線技
術により具現される。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ
　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２－２０、Ｅ－ＵＴＲＡ（Evolved UTRA
）などの無線技術により具現される。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecom
munications System）の一部である。３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）
　ＬＴＥ（Long Term Evolution）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＥ－ＵＭＴＳ（Evolved U
MTS）の一部であり、ＬＴＥ－Ａ（Advanced）／ＬＴＥ－Ａ　ｐｒｏは、３ＧＰＰ　ＬＴ
Ｅの進化したバージョンである。３ＧＰＰ　ＮＲ（New Radio or New Radio access tech
nology）は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ／ＬＴＥ－Ａ　ｐｒｏの進化したバージョン
である。
【００３０】
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　より明確な説明のために３ＧＰＰ通信システム（例えば、ＬＴＥ－Ａ、ＮＲ）に基づい
て説明するが、本発明の技術的思想は、これに限られない。ＬＴＥは、３ＧＰＰ　ＴＳ（
Technical Specification）３６．ｘｘｘ　Ｒｅｌｅａｓｅ　８以後の技術を意味する。
詳しくは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．ｘｘｘ　Ｒｅｌｅａｓｅ　１０以後のＬＴＥ技術は、
ＬＴＥ－Ａと呼ばれ、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．ｘｘｘ　Ｒｅｌｅａｓｅ　１３以後のＬＴ
Ｅ技術は、ＬＴＥ－Ａ　ｐｒｏと呼ばれる。３ＧＰＰ　ＮＲは、ＴＳ　３８．ｘｘｘ　Ｒ
ｅｌｅａｓｅ　１５以後の技術を意味する。ＬＴＥ／ＮＲは、３ＧＰＰシステムと称され
ることもできる。″ｘｘｘ″は、標準文書の細部番号を意味する。ＬＴＥ／ＮＲは、３Ｇ
ＰＰシステムと総称できる。本発明の説明に使用された背景技術、用語、略語などについ
ては、本発明前に公開された標準文書に記載された事項を参照できる。例えば、以下の文
書を参照できる。
【００３１】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥ
【００３２】
　－３６．２１１：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏ
ｎ
【００３３】
　－３６．２１２：Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｏｄｉｎｇ
【００３４】
　－３６．２１３：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ
【００３５】
　－３６．３００：Ｏｖｅｒａｌｌ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ
【００３６】
　－３６．３０４：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　（ＵＥ）　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　
ｉｎ　ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ
【００３７】
　－３６．３３１：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＲＲＣ）
【００３８】
　３ＧＰＰ　ＮＲ
【００３９】
　－３８．２１１：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏ
ｎ
【００４０】
　－３８．２１２：Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｏｄｉｎｇ
【００４１】
　－３８．２１３：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　ｆｏｒ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ
【００４２】
　－３８．２１４：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　ｆｏｒ　ｄ
ａｔａ
【００４３】
　－３８．３００：ＮＲ　ａｎｄ　ＮＧ－ＲＡＮ　Ｏｖｅｒａｌｌ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉ
ｏｎ
【００４４】
　－３８．３０４：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ（ＵＥ）　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　ｉ
ｎ　Ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ　ａｎｄ　ＲＲＣ　Ｉｎａｃｔｉｖｅ　ｓｔａｔｅ
【００４５】
　－３６．３３１：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＲＲＣ）　ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ
【００４６】
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　Ａ．システム構造（System architecture）
【００４７】
　図１は、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステム構造の一例を示す図である。
【００４８】
　無線通信システムは、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Evolved-UMTS Terrestrial Radio Access Netw
ork）またはＬＴＥ（Long Term Evolution）／ＬＴＥ－Ａシステムとも呼ばれる。図１を
参照すると、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、制御プレーン（平面）およびユーザプレーンを端末（例
えば、ＵＥ）１０に提供する少なくとも１つの基地局（例えば、ＢＳ）２０を含む。ＵＥ
１０は、固定式または移動式であり、ＭＳ（Mobile Station）、ＵＴ（User Terminal）
、ＳＳ（Subscriber Station）、ＭＴ（Mobile Terminal）、無線デバイスなどの用語で
も呼ばれる。一般的には、ＢＳ２０は、ＵＥ１０と通信する固定ステーションであり、ｅ
ＮＢ（evolved Node-B）、ｇＮＢ（general Node-B）、ＢＴＳ（Base Transceiver Syste
m）、ＡＰ（Access Point）などとも呼ばれる。複数のＢＳは、Ｘ２インターフェースに
より互いに接続される。ＢＳは、Ｓ１インターフェースによりＥＰＣ（evolved Packet c
ore）に、より詳しくは、Ｓ１－ＭＭＥによりＭＭＥ（Mobility Management Entity）に
、また、Ｓ１－ＵによりＳ－ＧＷ（Serving GateWay）に接続（連結）される。ＥＰＣは
、ＭＭＥ、Ｓ－ＧＷおよびＰ－ＧＷ（Packet Data Network-GateWay）を含む。ＵＥとネ
ットワークとの間の無線インターフェースプロトコル階層は、通信システムにおいて公知
のＯＳＩ（Open System Interconnection）の下部３階層に基づいて、第１層（Ｌ１）、
第２層（Ｌ２）および第３層（Ｌ３）モデルを使用して分類される。そのうち、第１層に
属する物理層（ＰＨＹ）は、物理チャネルを用いて情報送信サービスを提供し、第３層に
属するＲＲＣ（Radio Resource Control）層は、ＵＥとネットワークとの間で無線リソー
スを制御する。このために、ＲＲＣ層は、ＵＥと基地局との間でＲＲＣメッセージを交換
する。
【００４９】
　図２は、３ＧＰＰ　ＮＲシステム構造の一例を示す図である。
【００５０】
　図２を参照すると、ＮＧ－ＲＡＮは、ＮＧ－ＲＡユーザプレーン（新しいＡＳ　ｓｕｂ
ｌａｙｅｒ／ＰＤＣＰ／ＲＬＣ／ＭＡＣ／ＰＨＹ）およびＵＥ（User Equipment）に対す
る制御プレーン（ＲＲＣ）プロトコル終端を適用するｇＮＢで構成される。ｇＮＢは、Ｘ
ｎインターフェースにより互いに接続される。ｇＮＢは、ＮＧインターフェースによりＮ
ＧＣに接続される。より具体的には、ｇＮＢは、Ｎ２インターフェースによりＡＭＦ（Ac
cess and Mobility management Function）に、Ｎ３インターフェースによりＵＰＦ（Use
r Plane Function）に接続される。
【００５１】
　Ｂ．フレーム構造（frame structure）
【００５２】
　ＬＴＥにおけるフレーム構造について説明する。
【００５３】
　ＬＴＥ標準においては、特に言及しない限り、時間領域における様々なフィールドのサ
イズは、時間単位Ｔｓ＝１／（１５０００×２０４８）秒の数で表現される。ＤＬおよび
ＵＬ送信は、Ｔｆ＝３０７２００×Ｔｓ＝１０ｍｓの持続期間（duration）を有する無線
フレームに組織化される。２つの無線フレーム構造がサポートされる。
【００５４】
　－ｔｙｐｅ　１、ＦＤＤに適用可能
【００５５】
　－ｔｙｐｅ　２、ＴＤＤに適用可能
【００５６】
　（１）フレーム構造タイプ１
【００５７】
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　フレーム構造タイプ１は、全二重（full duplex）および半二重（half duplex）ＦＤＤ
の全てに適用できる。各無線フレームは、

であり、長さ

の２０個のスロットで構成され、０から１９まで番号付けされる。サブフレームは、２個
の連続するスロットで定義され、サブフレームｉは、スロット２ｉおよび２ｉ＋１で構成
される。ＦＤＤの場合、１０個のサブフレームがＤＬ送信に利用可能であり、１０個のサ
ブフレームが１０ｍｓ間隔ごとにＵＬ送信のために利用可能である。ＵＬおよびＤＬ送信
は、周波数領域で分離される。半二重ＦＤＤ動作において、ＵＥは、（全二重ＦＤＤにお
いて）かかる制限のない間に同時に送信および受信できない。
【００５８】
　図３は、フレーム構造タイプ１の無線フレーム構造を示す図である。
【００５９】
　図３において、無線フレームは、１０個のサブフレームを含む。サブフレームは、時間
領域において２個のスロットを含む。１（個の）サブフレームを送信する時間を送信時間
間隔（Transmission Time Interval、ＴＴＩ）と定義する。例えば、１（個の）サブフレ
ームは、１ｍｓの長さを有し、１（個の）スロットは、０．５ｍｓの長さを有する。１（
個の）スロットは、時間領域において複数のＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division 
Multiplexing）シンボルを含む。３ＧＰＰ　ＬＴＥは、下りリンクにおいてＯＦＤＭＡを
使用するので、ＯＦＤＭシンボルは、１つのシンボル期間を示すためのものである。また
、ＯＦＤＭシンボルは、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルまたはシンボル周期とも呼ばれる。リソ
ースブロック（ＲＢ）は、リソース割り当て単位であり、１（個の）スロットに複数の隣
接する副搬送波が含まれる。無線フレーム構造は、例示のために示したものである。この
ように、無線フレームに含まれるサブフレームの数、サブフレームに含まれるスロットの
数またはスロットに含まれるＯＦＤＭシンボルの数は、様々に変更可能である。
【００６０】
　（２）フレーム構造タイプ２
【００６１】
　フレーム構造タイプ２は、ＴＤＤに適用可能である。長さ

の各無線フレームは、長さ

の２個のハーフ（半）フレーム（half-frame）で構成される。各ハーフフレームは、長さ

の５個のサブフレームで構成される。サポートされるＵＬ－ＤＬ構成は、標準で定義され
ており、ここで、無線フレームの各サブフレームについて″Ｄ″は、下りリンク送信のた
めにリザーブ（予約）されたサブフレームを示し、″Ｕ″は、上りリンク送信のためにリ
ザーブされたサブフレームを示し、″Ｓ″は、ＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）
、ＧＰ（Guard Period）およびＵｐＰＴＳ（Uplink Pilot Time Slot）の３つのフィール
ドのあるスペシャル（特殊）（Special）サブフレームを示す。ＤｗＰＴＳは、下りリン
ク区間（downlink period）とも呼ばれ、ＵｐＰＴＳは、上りリンク区間（uplink period
）とも呼ばれる。ＤｗＰＴＳおよびＵｐＰＴＳの長さは、

と同一である、ＤｗＰＴＳ、ＧＰおよびＵｐＰＴＳの全体の長さに依存（従属）する。各
サブフレームｉは、各サブフレームにおいて、長さ

である２個のスロット、すなわち、スロット２ｉおよび２ｉ＋１として定義される。
【００６２】
　図４は、フレーム構造タイプ２の無線フレーム構造を示す図である。
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　図４において、５ｍｓおよび１０ｍｓのＤＬ－ＵＬ転換点周期（DL-to-UL switch-poin
t periodicity）を有するＵＬ－ＤＬ構成（configuration）がサポートされる。５ｍｓ　
ＤＬ－ＵＬ転換点周期（DL-to-UL switch-point periodicity）の場合、スペシャルサブ
フレームが２個のハーフフレームにまたがって存在する。１０ｍｓ　ＤＬ－ＵＬ転換点周
期（DL-to-UL switch-point periodicity）の場合、スペシャルサブフレームは、１番目
のハーフフレームのみに存在する。サブフレーム０および５並びにＤｗＰＴＳは、常に下
りリンク送信のためにリザーブされる。ＵｐＰＴＳおよびスペシャルサブフレーム直後の
サブフレームは、常に上りリンク送信のためにリザーブされる。
【００６４】
　次に、ＮＲにおけるフレーム構造について説明する。
【００６５】
　図５は、ＮＲにおけるフレーム構造の一例を示す図である。
【００６６】
　ＮＲシステムでは、多数のニューマロロジがサポートされる。ここで、ニューマロロジ
は、副搬送波間隔（Subcarrier spacing）およびＣＰ（Cyclic Prefix）オーバーヘッド
により定義される。このとき、多数の副搬送波間隔は、基本の副搬送波間隔を整数Ｎ（ま
たはμ）にスケーリング（Scaling）することにより導出される。また、非常に高い搬送
波周波数で非常に低い副搬送波間隔を使用しないと仮定しても、使用されるニューマロロ
ジは、周波数帯域とは独立して選択されることができる。また、ＮＲシステムでは、多数
のニューマロロジによる様々なフレーム構造をサポートできる。
【００６７】
　以下、ＮＲシステムで考慮されるＯＦＤＭニューマロロジおよびフレーム構造について
説明する。ＮＲシステムでサポートされる多数のＯＦＤＭニューマロロジは、表１のよう
に定義されることができる。
【００６８】
　［表１］
【表１】

【００６９】
　ＮＲシステムにおけるフレーム構造に関連して、時間領域の様々なフィールドのサイズ
は、

の時間単位の倍数で表現される。ここで、

であり、

である。下りリンクおよび上りリンク送信は、
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の区間を有する１０個のサブフレームで構成される。この場合、上りリンクに対する１セ
ットのフレームおよび下りリンクに対する１セットのフレームが存在することができる。
また、端末（ＵＥ）からの上りリンクフレーム番号ｉの送信は、該当端末における該当下
りリンクフレームの開始より、

以前に開始される必要がある。ニューマロロジμについて、スロットは、サブフレーム内
で、

の増加順に番号付けされ、無線フレーム内で、

の増加順に番号付けされる。１（個の）スロットは、

の連続するＯＦＤＭシンボルで構成され、

は、用いられるニューマロロジおよびスロット設定によって決定される。サブフレームに
おいて、スロット

の開始は、同一のサブフレームにおいてＯＦＤＭシンボル

の開始と時間的にアライン（整列）される。全ての端末が同時に送信および受信するので
はなく、これは、下りリンクスロットまたは上りリンクスロットの全てのＯＦＤＭシンボ
ルを利用できないことを意味する。表２は、ノーマル（一般）ＣＰにおけるスロットごと
のＯＦＤＭシンボル数

無線フレームごとのスロット数

サブフレームごとのスロット数

を示し、表３は、拡張ＣＰにおけるスロットごとのＯＦＤＭシンボル数、無線フレームご
とのスロット数、サブフレームごとのスロット数を示す。
【００７０】
　［表２］
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【表２】

【００７１】
　［表３］
【表３】

【００７２】
　図３は、μ＝２である場合、すなわち、ＳＣＳ（SubCarrier Spacing）が６０ｋＨｚで
ある場合の一例であり、表２を参照すると、１（個の）サブフレームは、４個のスロット
を含む。図５に示された１（個の）サブフレーム＝｛１，２，４｝（個の）スロットは一
例であり、１（個の）サブフレームに含まれるスロット数は、表２のように定義される。
【００７３】
　また、ミニスロットは、２、４または７（個の）シンボルで構成されることができ、よ
り多いかまたは少ないシンボルで構成されることもできる。
【００７４】
　Ｃ．物理リソース
【００７５】
　図６は、１つの下りリンクスロットに対するリソースグリッドを示す。
【００７６】
　図６において、下りリンクスロットは、時間領域において複数のＯＦＤＭシンボルを含
む。１つの下りリンクスロットは、７個のＯＦＤＭシンボルを含み、１（個の）リソース
ブロック（Resource Block、ＲＢ）は、一例として周波数領域で１２個の副搬送波を含む
。本発明はこれに限定されない。リソースグリッドの各要素は、リソース要素（Resource
 Element、ＲＥ）と称される。１（個の）ＲＢには、１２×７（個の）ＲＥが含まれる。
下りリンクスロットに含まれるＲＢ数は、下りリンク送信帯域幅に依存する。上りリンク
スロットの構造は、下りリンクスロットの構造と同一である。
【００７７】
　図７は、下りリンクサブフレームの構造を示す。
【００７８】
　図７において、サブフレーム内の第１スロットにおける先頭部の最大３個のＯＦＤＭシ
ンボルは、制御チャネルが割り当てられる制御領域に該当する。残りのＯＦＤＭシンボル
は、ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared CHancel）が割り当てられるデータ領域に該
当する。３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムで用いられる下りリンク制御チャネルには、例えば、
ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator CHannel）、ＰＤＣＣＨ（Physical 
Downlink Control CHannel）、ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid ARQ Indicator Chanel）な
どがある。ＰＣＦＩＣＨは、最初のＯＦＤＭサブフレームの制御チャネル送信に用いられ
るＯＦＤＭシンボル数に関する情報を含む。ＰＨＩＣＨは、上りリンク送信の応答であり
、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を含む。ＰＤＣＣＨで送信される制御情報を、ＤＣＩ
（Downlink Control Information）という。ＤＣＩは、上りリンクまたは下りリンクスケ
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ジューリング情報や任意の端末グループに対する上りリンク送信電力制御コマンド（命令
）を含む。ＰＤＣＣＨは、下りリンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）のリソース割り当て
、上りリンク共有チャネルのリソース割り当て情報、ページングチャネル（ＰＣＨ）のペ
ージング情報、ＰＤＳＣＨにより送信されるランダムアクセス応答、任意のＵＥグループ
内の個別ＵＥに対する送信電力制御コマンドのセット、送信電力制御情報、送信電力制御
情報の活性化などの上位層制御メッセージのリソース割り当てであるＤＬ－ＳＣＨ　Ｖｏ
ＩＰ（Voice over IP）などを含む。複数のＰＤＣＣＨが、制御領域内で送信されること
もできる。ＵＥは、複数のＰＤＣＣＨをモニタリングすることができる。ＰＤＣＣＨは、
一つまたは複数の連続する制御チャネル要素（ＣＣＥ）の組み合わせで送信される。ＣＣ
Ｅは、無線チャネルの状態に基づく符号化率（コーディングレート）でＰＤＣＣＨを提供
するために用いられる論理割り当て単位である。ＣＣＥは、複数のリソース要素グループ
（ＲＥＧ）に対応する。ＰＤＣＣＨフォーマットおよび利用可能なＰＤＣＣＨのビット数
は、ＣＣＥ数とＣＣＥが提供する符号化率との間の相関関係によって変更されてもよい。
基地局は、端末に送信されるＤＣＩによってＰＤＣＣＨフォーマットを決定し、ＣＲＣ（
Cyclic Redundancy Check）を制御情報に付加する。ＣＲＣは、ＰＤＣＣＨのオーナ（所
有者）またはＰＤＣＣＨの用途によって、一時識別子（Radio Network Temporary Identi
fier；ＲＮＴＩ）でマスクされる。ＰＤＣＣＨが特定端末に対するものであれば、端末の
固有識別子（例えば、Ｃｅｌｌ－ＲＮＴＩ（Ｃ－ＲＮＴＩ））がＣＲＣにマスクされるこ
とができる。あるいは、ＰＤＣＣＨがページングメッセージに対するものであれば、ペー
ジング指示子識別子（Paging Indicator Identifier；Ｐ－ＲＮＴＩ）がＣＲＣにマスク
されることができる。ＰＤＣＣＨがシステム情報（より具体的には、システム情報ブロッ
ク（ＳＩＢ））に対するものであれば、システム情報識別子およびシステム情報ＲＮＴＩ
（ＳＩ－ＲＮＴＩ）をＣＲＣにマスクすることができる。端末のランダムアクセスプリア
ンブルの送信に対する応答であるランダムアクセス応答を示すために、ランダムアクセス
－ＲＮＴＩ（ＲＡ－ＲＮＴＩ）がＣＲＣにマスクされることができる。
【００７９】
　図８は、上りリンクサブフレームの構造を示す。
【００８０】
　図８において、上りリンクサブフレームは、周波数領域で制御領域とデータ領域とに分
割される。制御領域には、上りリンク制御情報を運ぶ物理上りリンク制御チャネル（ＰＵ
ＣＣＨ）が割り当てられる。データ領域には、ユーザデータを運ぶ物理上りリンク共有チ
ャネル（ＰＵＳＣＨ）が割り当てられる。単一の搬送波特性を維持するために、一つの端
末は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとを同時に送信しない。一つの端末に対するＰＵＣＣＨは
、サブフレームにおいてＲＢ対に割り当てられる。ＲＢ対に属するＲＢは、各々２つのス
ロットにおいて異なる副搬送波を占める。これを、ＰＵＣＣＨに割り当てられるＲＢ対が
スロット境界で周波数ホッピング（frequency-hopped）されたという。
【００８１】
　ＮＲシステムにおける物理リソースに関連して、アンテナポート、リソースグリッド、
リソース要素、リソースブロックおよびキャリアパート（carrier part）などが考えられ
る。以下、ＮＲシステムで考慮される物理リソースについて具体的に説明する。まず、ア
ンテナポートは、アンテナポート上のシンボルが運ばれるチャネルが同じアンテナポート
上の他のシンボルが運ばれるチャネルから推論されるように定義される。１つのアンテナ
ポート上のシンボルが運ばれるチャネルの広範囲特性（large-scale property）が他のア
ンテナポート上のシンボルが運ばれるチャネルから類推される場合、２つのアンテナポー
トは、ＱＣ／ＱＣＬ（Quasi Co-locatedまたはQuasi Co-Location）関係にあると言える
。ここで、広範囲特性は、遅延拡散（Delay spread）、ドップラ拡散（Doppler spread）
、周波数シフト（Frequency shift）、平均受信電力（パワー）（Average received powe
r）、受信タイミング（Received Timing）のうちのいずれか１つを含む。
【００８２】
　図９は、ＮＲにおけるリソースグリッドの一例を示す。
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【００８３】
　図９を参照すると、リソースグリッドが、周波数領域上に

（個）の副搬送波で構成され、１つのサブフレームが、

（個）のＯＦＤＭシンボルで構成されることを例示しているが、それに限られない。ＮＲ
システムにおいて、送信される信号（transmitted signal）は、

（個）の副搬送波で構成される１つもしくは複数のリソースグリッドならびに

（個）のＯＦＤＭシンボルにより説明される。ここで、

である。

は、最大送信帯域幅を示し、これは、ニューマロロジだけではなく、上りリンクと下りリ
ンクとの間でも変化する。この場合、図９のように、ニューマロロジμおよびアンテナポ
ートｐごとに１つのリソースグリッドが設定される。ニューマロロジμおよびアンテナポ
ートｐに対するリソースグリッドの各要素は、リソース要素（resource element）と称さ
れ、インデックス対

により、一意に（固有的に）識別される。ここで、

は、周波数領域上のインデックスであり、

は、サブフレーム内におけるシンボルの位置である。スロットにおいて、リソース要素を
称する時には、インデックス対

が用いられる。ここで、

である。ニューマロロジμおよびアンテナポートｐに対するリソース要素

は、複素値（complex value）

に該当する。混同（confusion）の危険のない場合または特定のアンテナポートもしくは
ニューマロロジが特定されない場合、インデックスｐおよびμは、ドロップ（drop）され
ることができ、その結果、複素値は、

または
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になる。また、リソースブロック（Resource Block、ＲＢ）は、周波数領域上の

（個）の連続する副搬送波により定義される。
【００８４】
　ポイントＡは、リソースブロックグリッドの共通基準ポイント（common reference poi
nt）としての役割を果たし、以下のように得られる。
【００８５】
　－ＰＣｅｌｌ（Primary cell）下りリンクに対するｏｆｆｓｅｔＴｏＰｏｉｎｔＡは、
初期セル選択のためにＵＥにより使用されたＳＳ／ＰＢＣＨブロックと重なる最低リソー
スブロックの最低副搬送波とポイントＡとの間の周波数オフセットを示し、ＦＲ１（Freq
uency Range 1）に対して１５ｋＨｚの副搬送波間隔およびＦＲ２（Frequency Range 2）
に対して６０ｋＨｚの副搬送波間隔を仮定したリソースブロック単位で表現される。
【００８６】
　－ＡｂｓｏｌｕｔｅＦｒｅｑｕｅｎｃｙＰｏｉｎｔＡは、ＡＲＦＣＮ（Absolute Radio
-Frequency Channel Number）のように表現されたポイントＡの周波数位置を示す。
【００８７】
　共通リソースブロック（common resource block）は、副搬送波間隔の設定μに対する
周波数領域において０から上側に番号付けされる。
【００８８】
　副搬送波間隔の設定μに対する共通リソースブロック０の副搬送波０の中心は、‘poin
t A’と一致する。
【００８９】
　周波数領域において共通リソースブロック番号

と副搬送波間隔の設定μに対するリソース要素（ｋ,ｌ）と（の関係）は、以下の数式１
のように与えられる。
【００９０】
　［数式１］

【数１】

【００９１】
　ここで、ｋは、ｋ＝０がポイントＡを中心とする副搬送波（subcarrier）に該当するよ
うにポイントＡに対して相対的に定義される。
【００９２】
　物理リソースブロックは、帯域幅パート（BandWidth Part、ＢＷＰ）内において、０か
ら

まで番号付され、ｉは、ＢＷＰの番号である。
【００９３】
　ＢＷＰ　ｉにおいて、物理リソースブロック

と共通リソースブロック

との間の関係は、以下の数式２のように与えられる。
【００９４】
　［数式２］
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【数２】

【００９５】

は、ＢＷＰが共通リソースブロック０に対して相対的に始まる共通リソースブロックであ
る。
【００９６】
　図１０は、ＮＲにおける物理リソースブロックの一例を示す図である。
【００９７】
　Ｄ．無線通信装置
【００９８】
　図１１は、本明細書で提案する方法が適用可能な無線通信装置のブロック構成図を例示
する図である。
【００９９】
　図１１を参照すると、無線通信システムは、基地局１１１０と基地局領域内に位置する
多数の端末１１２０とを含む。基地局を送信装置、端末を受信装置と表現し、その逆も可
能である。基地局および端末は、プロセッサ１１１１，１１２１、メモリ１１１４，１１
２４、１つまたは複数の送信（Ｔｘ）／受信（Ｒｘ）ＲＦモジュール１１１５，１１２５
（またはＲＦ　ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ）、Ｔｘプロセッサ１１１２，１１２２、Ｒｘプ
ロセッサ１１１３，１１２３およびアンテナ１１１６，１１２６を含む。プロセッサは、
上述した機能、過程および／または方法を具現する。より具体的には、下りリンクＤＬ（
基地局から端末への通信）において、コアネットワークからの上位層パケットは、プロセ
ッサ１１１１に提供される。プロセッサは、Ｌ２層の機能を具現する。下りリンク（ＤＬ
）において、プロセッサは、論理チャネルと送信チャネルとの間の多重化（multiplexing
）、無線リソース割り当てを端末１１２０に提供し、端末へのシグナリングを担当する。
送信（Ｔｘ）プロセッサ１１１２は、Ｌ１層（すなわち、物理層）に対する様々な信号処
理機能を具現する。信号処理機能は、端末においてＦＥＣ（Forward Error Correction）
を容易にし、コーディング（符号化）およびインターリーブ（coding and interleaving
）を含む。符号化および変調されたシンボルは、並列ストリームに分割され、各々のスト
リームは、ＯＦＤＭ副搬送波にマッピングされ、時間および／または周波数領域において
参照（基準）信号（Reference Signal、ＲＳ）と多重化され、ＩＦＦＴ（Inverse Fast F
ourier Transform）を使用して共に結合し、時間領域ＯＦＤＭＡシンボルストリームを運
ぶ物理チャネルを生成する。ＯＦＤＭストリームは、多重空間ストリームを生成するため
に空間的にプリコーディングされる。各々の空間ストリームは、個別Ｔｘ／Ｒｘモジュー
ル（または送受信器）１１１５により異なるアンテナ１１１６に提供される。各々のＴｘ
／Ｒｘモジュールは、送信のために各々の空間ストリームにＲＦ搬送波を変調することが
できる。端末において、各々のＴｘ／Ｒｘモジュール（または送受信器、１１２５）は、
各Ｔｘ／Ｒｘモジュールの各アンテナ１１２６により信号を受信する。各々のＴｘ／Ｒｘ
モジュールは、ＲＦキャリアに変調された情報を復元して、受信Ｒｘプロセッサ１１２３
に提供する。Ｒｘプロセッサは、レイヤ１の様々な信号処理（プロセシング）機能を具現
する。ＲＸプロセッサは、端末に向かう任意の空間ストリームを復元（復旧）するために
情報に空間処理を行う。多数の空間ストリームが端末に向かう場合、多数のＲＸプロセッ
サにより単一ＯＦＤＭＡシンボルストリームに結合できる。ＲＸプロセッサは、高速フー
リエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭＡシンボルストリームを時間領域から周波数領域
に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号の各々の副搬送波に対する個別のＯＦＤＭ
Ａシンボルストリームを含む。各々の副搬送波上のシンボルおよび参照信号は、基地局に
より送信された可能性の高い信号配置ポイントを決定することにより復元されて復調され
る。かかる軟判定（Soft decision）は、チャネル推定値に基づく。軟判定は、物理チャ
ネル上で基地局により元来送信されたデータおよび制御信号を復元するためにデコーディ
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ングおよびデインターリーブされる。該当データおよび制御信号は、プロセッサ１１２１
に提供される。
【０１００】
　上りリンク（ＵＬ）（端末から基地局への通信）は、端末１１２０に関連して受信器の
機能について記載したような方式で基地局１１１０で行われる。各々のＴｘ／Ｒｘモジュ
ール（または送受信器）１１２５は、各々のアンテナ１１２６により信号を受信する。各
々のＴｘ／Ｒｘモジュールは、ＲＦ搬送波および情報をＲｘプロセッサ１１２３に提供す
る。プロセッサ１１２１は、プログラムコードおよびデータを記憶（格納）するメモリ１
１２４に関連する。メモリは、コンピュータ読み取り可能な媒体とも称される。
【０１０１】
　Ｅ．ＭＴＣ（Machine Type Communication）
【０１０２】
　ＭＴＣ（Machine type Communication）は、Ｍ２Ｍ（Machine-to-Machine）またはＩｏ
Ｔ（Internet-of-Things）などに適用可能な、多くの処理量（throughput）を要求しない
応用分野（application）であり、３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）に
おいてＩｏＴサービスの要求事項を満たすために採択された通信技術を言う。
【０１０３】
　ＭＴＣは、（ｉ）低いコスト（費用）および低い複雑度、（ｉｉ）向上したカバレッジ
、ならびに（ｉｉｉ）低い電力消費という基準を満たすように具現される。
【０１０４】
　３ＧＰＰにおいて、ＭＴＣは、Ｒｅｌｅａｓｅ　１０から適用されており、３ＧＰＰの
Ｒｅｌｅａｓｅごとに追加されたＭＴＣの特徴について簡略に説明する。
【０１０５】
　まず、３ＧＰＰ　Ｒｅｌｅａｓｅ　１０およびＲｅｌｅａｓｅ　１１に記載されたＭＴ
Ｃは、負荷制御（load control）方法に関する。
【０１０６】
　負荷制御方法は、ＩｏＴ（またはＭ２Ｍ）デバイスが基地局に急に負荷を与えることを
予め防止するためのものである。
【０１０７】
　より具体的には、Ｒｅｌｅａｓｅ　１０の場合、基地局は、負荷が発生した場合、接続
しているＩｏＴデバイスに対する接続を解除することにより負荷を制御する方法に関し、
Ｒｅｌｅａｓｅ　１１の場合は、基地局がＳＩＢ１４のようなブロードキャストにより今
後接続することを予め端末に知らせて端末に対する接続を予め遮断する方法に関する。
【０１０８】
　Ｒｅｌｅａｓｅ　１２の場合、低コストＭＴＣのための特徴が追加されており、このた
めに、ＵＥカテゴリ０が新しく定義されている。ＵＥカテゴリは、端末がどのくらいのデ
ータを通信モデムで処理できるかを示す指標である。
【０１０９】
　すなわち、ＵＥカテゴリ０の端末は、減少した最大データ送信レート（率）（peak dat
a rate）と、緩和された（relaxed）ＲＦ要求事項を有する半二重動作（Half Duplex Ope
ration）と、単一（Single）の受信アンテナと、を使用することにより、端末のベース（
基底）バンド（baseband）およびＲＦ複雑度を減らすことができる。
【０１１０】
　Ｒｅｌｅａｓｅ　１３においては、ｅＭＴＣ（enhanced MTC）という技術が紹介されて
おり、レガシＬＴＥでサポートする最小周波数帯域幅である１．０８ＭＨｚのみで動作す
るようにして単価および電力消費を抑えることができる。
【０１１１】
　後述する内容は、主にｅＭＴＣに関連する特徴であるが、特に言及しない限り、ＭＴＣ
、ｅＭＴＣ、５Ｇ（またはＮＲ）に適用されるＭＴＣにも同様に適用されることができる
。以下、説明の便宜のために、ＭＴＣと総称して説明する。
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　したがって、後述するＭＴＣは、ｅＭＴＣ（enhanced MTC）、ＬＴＥ－Ｍ１／Ｍ２、Ｂ
Ｌ（Bandwidth reduced Low complexity）／ＣＥ（Coverage Enhanced）、ｎｏｎ－ＢＬ
　ＵＥ（in enhanced coverage）、ＮＲ　ＭＴＣ、ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＢＬ／ＣＥなどの
用語で呼ばれることもできる。すなわち、ＭＴＣという用語は、今後３ＧＰＰ標準で定義
される用語に代替することができる。
【０１１３】
　１）ＭＴＣの一般的な特徴
【０１１４】
　（１）ＭＴＣは、特定システム帯域幅（またはチャネル帯域幅）のみで動作する。
【０１１５】
　特定のシステム帯域幅は、以下の表４のようにレガシＬＴＥの６（個の）ＲＢを使用で
き、表５ないし表７に定義されたＮＲの周波数範囲およびＳＣＳ（Subcarrier Spacing）
を考慮して定義されることができる。特定のシステム帯域幅は、狭帯域（NarrowBand、Ｎ
Ｂ）とも表現されることができる。参考として、レガシＬＴＥは、ＭＴＣ以外の３ＧＰＰ
標準で記載される部分を意味する。好ましくは、ＮＲにおいて、ＭＴＣは、レガシＬＴＥ
におけるように、以下の表６および表７における最低システム帯域幅に対応するＲＢを使
用して動作することができる。あるいは、ＮＲにおいて、ＭＴＣは、少なくとも１つの帯
域幅パート（BandWidth Part、ＢＷＰ）で動作するか、またはＢＷＰの特定帯域で動作す
ることもできる。
【０１１６】
　［表４］
【表４】

【０１１７】
　表５は、ＮＲにおいて定義される周波数範囲（Frequency Range、ＦＲ）を示す表であ
る。
【０１１８】
　［表５］
【表５】

【０１１９】
　表６は、ＮＲのＦＲ１におけるチャネル帯域幅およびＳＣＳに対する最大送信帯域幅の
構成（ＮＲＢ）の一例を示す表である。
【０１２０】
　［表６］
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【表６】

【０１２１】
　表７は、ＮＲのＦＲ２におけるチャネル帯域幅およびＳＣＳに対する最大送信帯域幅の
構成（ＮＲＢ）の一例を示す表である。
【０１２２】
　［表７］
【表７】

【０１２３】
　ＭＴＣ狭帯域（NarrowBand、ＮＢ）について、より具体的に説明する。
【０１２４】
　ＭＴＣは、物理チャネルおよび信号を送受信するために狭帯域動作（narrowband opera
tion）に従い、最大チャネル帯域幅は、１．０８ＭＨｚまたは６（ＬＴＥ）ＲＢに減少す
る。
【０１２５】
　この狭帯域は、下りリンクおよび上りリンクの一部のチャネルのリソース割り当て単位
に参照（参考）単位として使用されることができ、周波数領域において各狭帯域の物理的
な位置は、システム帯域幅によって異なるように定義される。
【０１２６】
　ＭＴＣに定義された１．０８ＭＨｚの帯域幅は、ＭＴＣ端末がレガシ端末と同じセルサ
ーチ（探索）（cell search）およびランダムアクセス手順に従うように定義される。
【０１２７】
　ＭＴＣは、１．０８ＭＨｚよりさらに大きい帯域幅（例えば、１０ＭＨｚ）を有するセ
ルによりサポートされることができるが、ＭＴＣにより送受信される物理チャネルおよび
信号は、常に１．０８ＭＨｚと制限される。
【０１２８】
　さらに大きい帯域幅を有するシステムとしては、レガシＬＴＥ、ＮＲシステム、５Ｇシ
ステムなどがある。
【０１２９】
　狭帯域は、周波数領域において６個の重畳しない（non-overlapping）連続する物理リ
ソースブロックにより定義される。
【０１３０】

である場合、広帯域は、周波数領域において４個の重畳しない狭帯域により定義される。

である場合は、
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、および単一の広帯域は、

（個の）重畳しない狭帯域で構成される。
【０１３１】
　例えば、１０ＭＨｚチャネル（５０（個の）ＲＢｓ）の場合、８個の重畳しない狭帯域
が定義される。
【０１３２】
　図１２は、狭帯域動作（Narrowband Operation）および周波数ダイバーシチの一例を示
す。
【０１３３】
　図１２（ａ）は、狭帯域動作の一例を示し、図１２（ｂ）は、ＲＦ再チューニング（re
tuning）を有する繰り返しの一例を示す。
【０１３４】
　図１２（ｂ）を参照して、ＲＦ再チューニングによる周波数ダイバーシチについて説明
する。
【０１３５】
　狭帯域ＲＦ、単一アンテナ（Single antenna）および制限された移動性（モビリティ）
により、ＭＴＣは、制限された周波数、空間および時間ダイバーシチをサポートする。フ
ェージング（fading）および停止（供給停止、停電）（outage）を減らすために、周波数
ホッピングは、ＲＦ再チューニングにより互いに異なる狭帯域間でサポートされる。
【０１３６】
　かかる周波数ホッピングは、繰り返しが可能であるとき、互いに異なる上りリンクおよ
び下りリンク物理チャネルに適用される。
【０１３７】
　例えば、３２個のサブフレームがＰＤＳＣＨ送信のために使用される場合、最初の１６
個のサブフレームは、１番目の狭帯域上で送信されることができる。このとき、ＲＦフロ
ントエンド（front-end）は、他の狭帯域に再チューニングされ、残りの１６個のサブフ
レームは、２番目の狭帯域上で送信される。
【０１３８】
　ＭＴＣの狭帯域は、システム情報またはＤＣＩ（Downlink Control Information）によ
り構成される。
【０１３９】
　（２）ＭＴＣは、半二重モード（half duplex mode）で動作し、制限された（または減
少した）最大送信電力を使用する。
【０１４０】
　（３）ＭＴＣは、レガシＬＴＥまたはＮＲの全体のシステム帯域幅にわたって分散され
る（レガシＬＴＥまたはＮＲで定義される）チャネルを使用しない。
【０１４１】
　一例として、ＭＴＣに使用しないレガシＬＴＥチャネルは、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ
、ＰＤＣＣＨなどがある。
【０１４２】
　したがって、ＭＴＣは、上記チャネルをモニタリングできないので、新しい制御チャネ
ルであるＭＰＤＣＣＨ（ＭＴＣＰＤＣＣＨ）を定義する。
【０１４３】
　ＭＰＤＣＣＨは、周波数領域において最大６（個の）ＲＢ、および時間領域において１
つのサブフレームにわたる。
【０１４４】
　ＭＰＤＣＣＨは、ＥＰＤＣＣＨと類似し、ページングおよびランダムアクセスのための
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共通サーチスペース（検索空間）（common search space）をさらにサポートする。
【０１４５】
　ＭＰＤＣＣＨは、レガシＬＴＥで使用されるＥ－ＰＤＣＣＨの概念と類似する。
【０１４６】
　（４）ＭＴＣは、新しく定義されたＤＣＩフォーマットを使用し、一例としてＤＣＩフ
ォーマット６－０Ａ、６－０Ｂ、6-1A、６－１Ｂ、６－２などがある。
【０１４７】
　（５）ＭＴＣは、ＰＢＣＨ（Physical Broadcast CHannel）、ＰＲＡＣＨ（Physical R
andom Access CHannel）、Ｍ－ＰＤＣＣＨ（MTC Physical Downlink Control CHannel）
、ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared CHannel）、ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Co
ntrol CHannel）、ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared CHannel）を繰り返して送信す
ることができる。このようなＭＴＣ繰り返し送信は、地下室などの劣悪な環境のように信
号品質または電力が非常に低い（悪い）場合にもＭＴＣチャネルを復号できるので、セル
半径の増加および信号伝播（浸透）の効果が得られる。ＭＴＣは、単一レイヤ（Single l
ayer）（または単一アンテナ）で動作可能な制限された数の送信モード（Transmission M
ode、ＴＭ）のみをサポートするか、または単一レイヤで動作可能なチャネルもしくは参
照信号（Reference Signal、ＲＳ）をサポートすることができる。一例として、ＭＴＣが
動作可能な送信モードは、ＴＭ１、２、６または９などがある。
【０１４８】
　（６）ＭＴＣのＨＡＲＱ再送信は、適応的（adaptive）、非同期（asynchronous）方式
であり、ＭＰＤＣＣＨで受信した新しいスケジューリング割り当て（Scheduling assignm
ent）に基づく。
【０１４９】
　（７）ＭＴＣにおいて、ＰＤＳＣＨスケジューリング（ＤＣＩ）とＰＤＳＣＨ送信とは
互いに異なるサブフレームで発生する（クロスサブフレームスケジューリング）。
【０１５０】
　（８）ＳＩＢ１復号のための全てのリソース割り当て情報（サブフレーム、ＴＢＳ（Tr
ansport Block Size）、サブバンドインデックス）は、ＭＩＢのパラメータにより決定さ
れ、ＭＴＣのＳＩＢ１復号のためにいかなる制御チャネルも使用されない。
【０１５１】
　（９）ＳＩＢ２復号のための全てのリソース割り当て情報（サブフレーム、ＴＢＳ、サ
ブバンドインデックス）は、複数のＳＩＢ１パラメータにより決定され、ＭＴＣのＳＩＢ
２復号のためのいかなる制御チャネルも使用されない。
【０１５２】
　（１０）ＭＴＣは、拡張ページング（ＤＲＸ）周期をサポートする。
【０１５３】
　（１１）ＭＴＣは、レガシＬＴＥまたはＮＲで使用されるＰＳＳ（Primary Synchroniz
ation Signal）／ＳＳＳ（Secondary Synchronization Signal）／ＣＲＳ（Common Refer
ence Signal）を同一に使用できる。ＮＲの場合、ＰＳＳ／ＳＳＳは、ＳＳブロック（ま
たはＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＳＳＢ）単位で送信され、ＴＲＳ（Tracking RS）は
、ＣＲＳと同じ用途で使用される。すなわち、ＴＲＳは、セル固有（特定）の（cell-spe
cific）ＲＳであり、周波数時間追跡（frequency/time tracking）のために使用されるこ
とができる。
【０１５４】
　２）ＭＴＣ動作モードおよびレベル
【０１５５】
　次に、ＭＴＣ動作モードおよびレベルについて説明する。ＭＴＣは、カバレッジ向上の
ために２つの動作モード（第１モード、第２モード）および４つの互いに異なるレベルに
分類され、以下の表８の通りである。
【０１５６】
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　ＭＴＣ動作モードは、ＣＥモードと称され、この場合、第１モードはＣＥモードＡ、第
２モードはＣＥモードＢ、と称することができる。
【０１５７】
　［表８］
【表８】

【０１５８】
　第１モードは、完全な移動性およびＣＳＩ（Channel State Information）フィードバ
ックがサポートされる小さいカバレッジ向上のために定義され、繰り返しがないかまたは
繰り返し回数の少ないモードである。第１モードの動作は、ＵＥカテゴリ１の動作範囲と
同一である。第２モードは、ＣＳＩフィードバックおよび制限された移動性をサポートす
る極めて劣悪なカバレッジ条件のＵＥについて定義され、多数の繰り返し送信が定義され
る。第２モードは、ＵＥカテゴリ１の範囲を基準として最大１５ｄＢのカバレッジ向上を
提供する。ＭＴＣの各レベルは、ＲＡＣＨおよびページング過程（paging procedure）に
おいて異なるように定義される。
【０１５９】
　ＭＴＣ動作モードおよび各レベルが決定される方法について説明する。
【０１６０】
　ＭＴＣ動作モードは、基地局により決定され、各レベルは、ＭＴＣ端末により決定され
る。具体的には、基地局は、ＭＴＣ動作モードに関する情報を含むＲＲＣシグナリングを
端末に送信する。ここで、ＲＲＣシグナリングは、ＲＲＣ接続（連結）設定（connection
 setup）メッセージ、ＲＲＣ接続再設定（connection reconfiguration）メッセージまた
はＲＲＣ接続再確立（connection reestablishment）メッセージなどである。ここで、メ
ッセージの用語は、情報要素（Information Element、ＩＥ）で表現できる。
【０１６１】
　その後、ＭＴＣ端末は、各動作モード内のレベルを決定し、決定されたレベルを基地局
に送信する。具体的には、ＭＴＣ端末は、測定したチャネル品質（例えば、ＲＳＲＰ、Ｒ
ＳＲＱまたはＳＩＮＲ）に基づいて動作モード内のレベルを決定し、決定されたレベルに
対応するＰＲＡＣＨリソース（周波数、時間、プリアンブル）を用いて基地局に決定され
たレベルを知らせる。
【０１６２】
　３）ＭＴＣガード（保護）区間（guard period）
【０１６３】
　上述したように、ＭＴＣは、狭帯域で動作する。狭帯域の位置は、特定の時間ユニット
（例えば、サブフレームまたはスロット）ごとに異なる。ＭＴＣ端末は、全ての時間ユニ
ットで異なる周波数にチューニングする。したがって、全ての周波数再チューニングには
一定の時間が必要であり、この一定の時間をＭＴＣのガード区間であると定義する。すな
わち、１つの時間ユニットから次の時間ユニットに転換（transition）するときにはガー
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ド区間（guard period）が必要であり、該当期間の間には送信および受信が発生しない。
【０１６４】
　ガード区間は、下りリンクであるかまたは上りリンクであるかによってその定義が異な
り、下りリンクまたは上りリンクの状況によっても定義が異なる。まず、上りリンクで定
義されたガード区間は、第１時間ユニット（時間ユニットＮ）と第２時間ユニット（時間
ユニットＮ＋１）とにより運ばれるデータの特性によって定義が異なる。次に、下りリン
クのガード区間は、（１）第１下りリンク狭帯域中心周波数（first downlink narrowban
d center frequency）と第２狭帯域中心周波数（Second narrowband center frequency）
とが異なり、（２）ＴＤＤにおいて、第１上りリンク狭帯域中心周波数（first uplink n
arrowband center frequency）と第２下りリンク中心周波数（Second downlink center f
requency）とが異なるという条件が要求される。
【０１６５】
　レガシＬＴＥで定義されたＭＴＣガード区間について説明すると、２つの連続するサブ
フレーム間のＴｘ－Ｔｘ周波数再チューニングのために、最大

（個の）ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのガード区間が生成される。上位層パラメータｃＥ－Ｒ
ｅｔｕｎｉｎｇＳｙｍｂｏｌｓが設定されると、

は、ｃＥ－ＲｅｔｕｎｉｎｇＳｙｍｂｏｌｓと等しく、そうではない場合、

である。また、上位層パラメータｓｒｓ－ＵｐＰＴＳＡｄｄで構成されたＭＴＣ端末につ
いて、フレーム構造タイプ２に対する第１スペシャル（特別）サブフレーム（Special su
bframe）と第２上りリンクサブフレームとの間のＴｘ－Ｔｘ周波数再チューニングのため
に、最大ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのガード区間が生成される。
【０１６６】
　図１３は、ＭＴＣに用いられる物理チャネルおよびこれらを用いた一般的な信号送信方
法を示す図である。
【０１６７】
　電源が消えた状態で電源が入った（ついた）り、新しくセルに進入したりしたＭＴＣ端
末は、Ｓ１３０１段階において、基地局と同期を取るなどの初期セルサーチ（探索）（In
itial cell search）動作を行う。そのために、ＭＴＣ端末は、基地局からＰＳＳ（Prima
ry Synchronization Signal）およびＳＳＳ（Secondary Synchronization Signal）を受
信して基地局と同期を取り、セルＩＤなどの情報を取得する。ＭＴＣの初期セルサーチ動
作に用いられるＰＳＳ／ＳＳＳとしては、レガシＬＴＥのＰＳＳ／ＳＳＳ、ＲＳＳ（Resy
nchronization Signal）などがある。
【０１６８】
　その後、ＭＴＣ端末は、基地局から物理ブロードキャスト（放送）チャネル（ＰＢＣＨ
：Physical Broadcast CHannel）信号を受信してセル内のブロードキャスト（放送）情報
を得ることができる。
【０１６９】
　一方、ＭＴＣ端末は、初期セルサーチ段階において、下りリンク参照信号（ＤＬ　ＲＳ
：DownLink Reference Signal）を受信して、下りリンクチャネル状態を確認することが
できる。ＰＢＣＨにより送信されるブロードキャスト情報は、ＭＩＢ（Master Informati
on Block）であり、ＭＴＣにおいて、ＭＩＢは、無線フレームのサブフレーム＃０の最初
のスロットと他のサブフレーム（ＦＤＤの場合、サブフレーム＃９、ＴＤＤの場合、サブ
フレーム＃５）とで繰り返される。
【０１７０】
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　ＰＢＣＨの繰り返しは、ＰＢＣＨ復号前にも初期周波数エラーの推定に使用できるよう
に、互いに異なるＯＦＤＭシンボルで正確に同じコンステレーションポイント（配置点）
（constellation point）を繰り返すことにより行われる。
【０１７１】
　図１４は、ＭＴＣのシステム情報送信の一例を示す図である。
【０１７２】
　図１４（ａ）は、ＦＤＤにおけるサブフレーム＃０に対する繰り返しパターン、ノーマ
ルＣＰおよび繰り返されたシンボルに対する周波数エラー推定方法の一例を示し、図１４
（ｂ）は、広帯域ＬＴＥチャネル上におけるＳＩＢ－ＢＲ送信の一例を示す。
【０１７３】
　ＭＩＢにおいて、５個のリザーブ（予備）ビット（reserved bit）は、時間／周波数位
置および送信ブロックサイズを含む新しいＳＩＢ１－ＢＲ（System Information Block f
or Bandwidth Reduced device）に対するスケジューリング情報を送信するためにＭＴＣ
で使用される。
【０１７４】
　ＳＩＢ－ＢＲは、関連するいかなる制御チャネルもなしで直接ＰＤＳＣＨ上で送信され
る。
【０１７５】
　ＳＩＢ－ＢＲは、多数のサブフレームの結合を可能に（許容）するように、５１２個の
無線フレーム（５１２０ｍｓ）において変化せずに残っている。
【０１７６】
　表９は、ＭＩＢの一例を示す表である。
【０１７７】
　［表９］
【表９】

【０１７８】
　表９において、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＩｎｆｏＳＩＢ１－ＢＲフィールドは、Ｓｙｓｔ
ｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ１－ＢＲスケジューリング情報を定義す
る表に対するインデックスを示し、値（value）０は、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ１－ＢＲがスケジューリングされないことを意味する。Ｓｙｓｔ
ｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ１－ＢＲ（またはＳＩＢ１－ＢＲ）によ
り運ばれる全般的な機能および情報は、レガシＬＴＥのＳＩＢ１と類似する。ＳＩＢ１－
ＢＲの内容（contents）は、（１）ＰＬＭＮ、（２）セル選択（cell selection）基準、
（３）ＳＩＢ２および他のＳＩＢに対するスケジューリング（Scheduling information）
に分類できる。
【０１７９】
　初期セルサーチを終えたＭＴＣ端末は、Ｓ１３０２段階で、ＭＰＤＣＣＨおよびＭＰＤ
ＣＣＨ情報によるＰＤＳＣＨを受信して、より具体的なシステム情報を得ることができる
。ＭＰＤＣＣＨは、（１）ＥＰＤＣＣＨと非常に類似し、共通（common）およびＵＥ固有
（Specific）のシグナリングを運び、（２）１回だけ送信されるかまたは繰り返して送信
され（繰り返し数は上位層シグナリングにより設定される）、（３）多数のＭＰＤＣＣＨ
がサポートされ、ＵＥがＭＰＤＣＣＨセットをモニタリングし、（４）ｅＣＣＥ（enhanc
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ed Control Channel Element）結合により形成され、各ｅＣＣＥは、リソース要素の集合
を含み、（５）ＲＡ－ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）、ＳＩ－ＲＮＴ
Ｉ、Ｐ－ＲＮＴＩ、Ｃ－ＲＮＴＩ、一時Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ（Semi-Persistent Sc
heduling）Ｃ－ＲＮＴＩをサポートする。
【０１８０】
　その後、ＭＴＣ端末は、基地局への接続を完了するために、以降の段階Ｓ１３０３ない
し段階Ｓ１３０６のようなランダムアクセス手順（random access procedure）を行う。
ＲＡＣＨ手順に関連する基本的な構成は、ＳＩＢ２により送信される。ＳＩＢ２は、ペー
ジング（paging）に関連するパラメータを含む。ページング機会（Paging Occasion、Ｐ
Ｏ）は、ＭＰＣＣＨ上でＰ－ＲＮＴＩが送信可能なサブフレームである。Ｐ－ＲＮＴＩ　
ＰＤＣＣＨが繰り返して送信されるとき、ＰＯは、ＭＰＤＣＣＨ繰り返しの開始サブフレ
ームを称する。ページングフレーム（ＰＦ）は、１つの無線フレームであり、１つまたは
複数のＰＯを含む。ＤＲＸが使用されるとき、ＭＴＣ端末は、ＤＲＸサイクルあたり１つ
のＰＯのみをモニタリングする。ページング狭帯域（Paging NarrowBand）（ＰＮＢ）は
、１つの狭帯域であり、ＭＴＣ端末がページングメッセージの受信を行う。
【０１８１】
　このために、ＭＴＣ端末は、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：Physical R
andom Access CHannel）を介してプリアンブルを送信し（Ｓ１３０３）、ＭＰＤＣＣＨお
よびそれに対応するＰＤＳＣＨを介してプリアンブルに対する応答メッセージ（ＲＡＲ）
を受信する（Ｓ１３０４）。コンテンション（競争）ベースの（基盤の）ランダムアクセ
スの場合、ＭＴＣ端末は、更なるＰＲＡＣＨ信号の送信（Ｓ１３０５）ならびにＭＰＤＣ
ＣＨ信号およびそれに対応するＰＤＳＣＨ信号の受信（Ｓ１３０６）などの衝突解決手順
（contention resolution procedure）を行う。ＭＴＣにおいて、ＲＡＣＨ手順で送信さ
れる信号および／またはメッセージ（Ｍｓｇ１、Ｍｓｇ２、Ｍｓｇ３、Ｍｓｇ４）は繰り
返して送信され、かかる繰り返しパターンは、ＣＥ（Coverage Enhancement）レベルによ
って設定が異なる。Ｍｓｇ１は、ＰＲＡＣＨプリアンブルを意味し、Ｍｓｇ２は、ＲＡＲ
（Random Access Response）を意味し、Ｍｓｇ３は、ＲＡＲに対するＭＴＣ端末のＵＬ送
信を意味し、Ｍｓｇ４は、Ｍｓｇ３に対する基地局のＤＬ送信を意味する。
【０１８２】
　ランダムアクセスについて、互いに異なるＰＲＡＣＨリソースおよび互いに異なるＣＥ
レベルに対するシグナリングがサポートされる。これは、類似する経路減衰（path loss
）を経験するＵＥを共にグルーピングすることにより、ＰＲＡＣＨに対するｎｅａｒ－ｆ
ａｒ効果の同一の制御を提供する。最大４個の互いに異なるＰＲＡＣＨリソースが、ＭＴ
Ｃ端末にシグナリングされる。
【０１８３】
　ＭＴＣ端末は、下りリンクＲＳ（例えば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＴＲＳなど）を用い
てＲＳＲＰを推定し、測定結果に基づいてランダムアクセスに対するリソースのうちの１
つを選択する。４個のランダムアクセスに対するリソースは、各々ＰＲＡＣＨに対する繰
り返し数およびＲＡＲ（Random Access Response）に対する繰り返し数に関連する数を有
する。
【０１８４】
　したがって、悪いカバレッジのＭＴＣ端末は、基地局により成功裏に検出されるように
多数の繰り返しが必要であり、これらのカバレッジレベルを満たすように該当する繰り返
し数を有するＲＡＲを受信する必要がある。
【０１８５】
　ＲＡＲおよび競合（競争）解決メッセージ（contention resolution message）に対す
るサーチスペースは、システム情報により定義され、各カバレッジレベルについては独立
している。
【０１８６】
　ＭＴＣで使用されるＰＲＡＣＨ波形は、レガシＬＴＥで使用されるＰＲＡＣＨ波形と同
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一である（例えば、ＯＦＤＭおよびＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）。
【０１８７】
　上述したような手順を行ったＭＴＣ端末は、以降、一般的な上／下りリンク信号送信手
順として、ＭＰＤＣＣＨ信号および／もしくはＰＤＳＣＨ信号の受信（Ｓ１３０７）なら
びに物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）信号および／もしくは物理上りリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）信号の送信（Ｓ１３０８）を行う。ＭＴＣ端末が基地局に送信
する制御情報を上りリンク制御情報（ＵＣＩ：Uplink Control Information）と総称する
。ＵＣＩは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、スケジューリング要求（要請）（ＳＲ：Sche
duling Request）、チャネル品質指示子（ＣＱＩ）、プリコーディング行列指示子（ＰＭ
Ｉ：Precoding Matrix Indicator）、ランク指示子（ＲＩ：Rank Indication）情報など
を含む。
【０１８８】
　ＭＴＣ端末に対するＲＲＣ接続が確立されると、ＭＴＣ端末は、上りリンクおよび下り
リンクデータ割り当てを得るために設定されたサーチスペースでＭＰＤＣＣＨをブライン
ド復号する。
【０１８９】
　ＭＴＣは、ＤＣＩを送信するために、サブフレームで利用可能なＯＦＤＭシンボルを全
て使用する。よって、同じサブフレームで制御チャネルとデータチャネルとの間の時間領
域の多重化は、不可能である。すなわち、上述したように、制御チャネルとデータチャネ
ルとの間のクロスサブフレームのスケジューリングが可能である。
【０１９０】
　サブフレーム＃Ｎで最後の繰り返しを有するＭＰＤＣＣＨは、サブフレーム＃Ｎ＋２で
ＰＤＳＣＨ割り当てをスケジューリングする。
【０１９１】
　ＭＰＤＣＣＨにより送信されるＤＣＩは、ＰＤＳＣＨ送信の開始時にＭＴＣ端末が認知
するようにＭＰＤＣＣＨがどのくらい繰り返されるかに関する情報を提供する。
【０１９２】
　ＰＤＳＣＨ割り当ては、互いに異なる狭帯域で行われる。よって、ＭＴＣ端末は、ＰＤ
ＳＣＨ割り当てを復号する前に再チューニングする必要がある。
【０１９３】
　上りリンクデータ送信について、スケジューリングは、レガシＬＴＥと同じタイミング
による。ここで、サブフレーム＃Ｎにおいて、最後のＭＰＤＣＣＨは、サブフレーム＃Ｎ
＋４で開始されたＰＵＳＣＨの送信をスケジューリングする。
【０１９４】
　図１５は、ＭＴＣおよびレガシＬＴＥの各々に対するスケジューリングの一例を示す図
である。
【０１９５】
　レガシＬＴＥ割り当ては、ＰＤＣＣＨを使用してスケジューリングされ、これは、各サ
ブフレームで最初のＯＦＤＭシンボルを使用し、ＰＤＳＣＨは、ＰＤＣＣＨが受信される
サブフレームと同じサブフレームでスケジューリングされる。
【０１９６】
　逆に、ＭＴＣ　ＰＤＳＣＨは、クロスサブフレームスケジューリングされ、１つのサブ
フレームは、ＭＰＤＣＣＨ復号およびＲＦ再チューニングを可能にするようにＭＰＤＣＣ
ＨとＰＤＳＣＨとの間で定義される。
【０１９７】
　ＭＴＣ制御チャネルおよびデータチャネルは、極端なカバレッジ条件で復号されるよう
に、ＭＰＤＣＣＨについて最大２５６個のサブフレームとＰＤＳＣＨについて最大２０４
８個のサブフレームとを有する多数のサブフレームにより繰り返される。
【０１９８】
　Ｆ．ＮＢ－ＩｏＴ（NarrowBand-Internet of Things）
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【０１９９】
　ＮＢ－ＩｏＴは、無線通信システム（例えば、ＬＴＥシステム、ＮＲシステムなど）の
１（個の）ＰＲＢ（Physical Resource Block）に該当するシステム帯域幅（System BW）
により、低い複雑度（complexity）、低い電力消費をサポートするシステムを意味する。
【０２００】
　ここで、ＮＢ－ＩｏＴは、ＮＢ－ＬＴＥ、ＮＢ－ＩｏＴ向上（enhancement）、向上し
たＮＢ－ＩｏＴ、さらに向上したＮＢ－ＩｏＴ（further enhanced NB-IoT）、ＮＢ－Ｎ
Ｒなどの用語でも呼ばれる。すなわち、ＮＢ－ＩｏＴは、３ＧＰＰ標準で定義されたかま
たは定義される用語に代替することができ、以下、説明の便宜のために‘ＮＢ－ＩｏＴ’
と総称して表現する。
【０２０１】
　主に、ＮＢ－ＩｏＴは、ＭＴＣ（Machine-Type Communication）のような装置（または
端末）をセルラシステム（cellular system）でサポートし、ＩｏＴ（すなわち、モノの
インターネット）を具現するための通信方式に用いられることもできる。このとき、既存
のシステム帯域の１（個の）ＰＲＢをＮＢ－ＩｏＴ用に割り当てることにより、周波数を
効率的に使用することができる。また、ＮＢ－ＩｏＴの場合、各端末は、単一のＰＲＢ（
Single PRB）を各々のキャリアとして認識するので、この明細書で言及するＰＲＢおよび
キャリアは、同じ意味に解釈することができる。
【０２０２】
　以下、この明細書において、ＮＢ－ＩｏＴに関連するフレーム構造、物理チャネル、マ
ルチ（多重）キャリア動作（multi carrier Operation）、動作モード（Operation mode
）、一般的な信号送受信などは、既存のＬＴＥシステムの場合を考慮して説明されるが、
次世代システム（例えば、ＮＲシステムなど）の場合に拡張して適用することもできる。
また、この明細書において、ＮＢ－ＩｏＴに関連する内容は、類似する技術的目的（例え
ば、低電力、低コスト、カバレッジ向上など）を志向するＭＴＣ（Machine Type Communi
cation）に拡張して適用することもできる。
【０２０３】
　１）ＮＢ－ＩｏＴのフレーム構造および物理リソース
【０２０４】
　まず、ＮＢ－ＩｏＴフレーム構造は、副搬送波間隔によって異なるように設定される。
【０２０５】
　図１６および図１７は、副搬送波間隔によるＮＢ－ＩｏＴフレーム構造の例を示す。よ
り具体的には、図１６は、副搬送波間隔が１５ｋＨｚである場合のフレーム構造の一例を
示し、図１７は、副搬送波間隔が３．７５ｋＨｚである場合のフレーム構造の一例を示す
。ただし、ＮＢ－ＩｏＴフレーム構造はこれらに限られず、他の副搬送波間隔（例えば、
３０ｋＨｚなど）に対するＮＢ－ＩｏＴも時間／周波数単位を変更して考慮することがで
きる。
【０２０６】
　一方、この明細書では、ＬＴＥシステムフレーム構造に基づくＮＢ－ＩｏＴフレーム構
造を例示しているが、これは、説明の便宜のためのものであり、それに限られない。この
明細書で説明する方式を次世代システム（例えば、ＮＲシステム）のフレーム構造に基づ
くＮＢ－ＩｏＴに拡張して適用することもできる。
【０２０７】
　図１６を参照すると、１５ｋＨｚの副搬送波間隔に対するＮＢ－ＩｏＴフレーム構造は
、上述したレガシシステム（すなわち、ＬＴＥシステム）のフレーム構造と同様に設定で
きる。すなわち、１０ｍｓ　ＮＢ－ＩｏＴフレームは、１０個の１ｍｓ　ＮＢ－ＩｏＴサ
ブフレームを含み、１ｍｓ　ＮＢ－ＩｏＴサブフレームは、２個の０．５ｍｓ　ＮＢ－Ｉ
ｏＴスロットを含む。また、各々の０．５ｍｓ　ＮＢ－ＩｏＴ（スロット）は、７個のＯ
ＦＤＭシンボルを含む。
【０２０８】
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　一方、図１７を参照すると、１０ｍｓ　ＮＢ－ＩｏＴフレームは、５個の２ｍｓ　ＮＢ
－ＩｏＴサブフレームを含み、２ｍｓ　ＮＢ－ＩｏＴサブフレームは、７個のＯＦＤＭシ
ンボルと１個のガード区間（Guard Period、ＧＰ）とを含む。また、２ｍｓ　ＮＢ－Ｉｏ
Ｔサブフレームは、ＮＢ－ＩｏＴスロットまたはＮＢ－ＩｏＴ　ＲＵ（Resource Unit）
などとして表現できる。
【０２０９】
　次に、下りリンクおよび上りリンクの各々に対するＮＢ－ＩｏＴの物理リソースについ
て説明する。
【０２１０】
　まず、ＮＢ－ＩｏＴ下りリンクの物理リソースは、システム帯域幅が特定数のＲＢ（例
えば、１個のＲＢ、すなわち、１８０ｋＨｚ）に制限されることを除いては、他の無線通
信システム（例えば、ＬＴＥシステム、ＮＲシステムなど）の物理リソースを参照して設
定できる。一例として、上述したように、ＮＢ－ＩｏＴ下りリンクが１５ｋＨｚ副搬送波
間隔のみをサポートする場合、ＮＢ－ＩｏＴ下りリンクの物理リソースは、上記図６に示
したＬＴＥシステムのリソースグリッドを周波数領域上の１（個の）ＲＢ（すなわち、１
（個の）ＰＲＢ）に制限したリソース領域に設定されることができる。
【０２１１】
　次に、ＮＢ－ＩｏＴ上りリンクの物理リソースの場合にも、下りリンクのように、シス
テム帯域幅は、１個のＲＢに制限されて構成されることができる。一例として、上述した
ように、ＮＢ－ＩｏＴ上りリンクが１５ｋＨｚおよび３．７５ｋＨｚの副搬送波間隔をサ
ポートする場合、ＮＢ－ＩｏＴ上りリンクのためのリソースグリッドは、図１８のように
表現できる。このとき、図１８において上りリンク帯域の副搬送波の数

およびスロット期間

は、以下の表１０のように与えられる。
【０２１２】
　図１８は、ＮＢ－ＩｏＴ上りリンクに対するリソースグリッドの一例を示す図である。
【０２１３】
　［表１０］

【表１０】

【０２１４】
　また、ＮＢ－ＩｏＴ上りリンクのリソース単位（Resource Unit、ＲＵ）は、時間領域
上のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで構成され、周波数領域上において、

（個の）連続する副搬送波で構成されることができる。一例として、

および

は、フレーム構造タイプ１（すなわち、ＦＤＤ）の場合、以下の表１１のように与えられ
、フレーム構造タイプ２（すなわち、ＴＤＤ）の場合は、表１２のように与えられる。
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【０２１５】
　［表１１］
【表１１】

【０２１６】
　［表１２］
【表１２】

【０２１７】
　２）ＮＢ－ＩｏＴの物理チャネル
【０２１８】
　ＮＢ－ＩｏＴをサポートする基地局および／または端末は、既存のシステムとは別に設
定された物理チャネルおよび／または物理信号を送受信するように設定されることができ
る。以下、ＮＢ－ＩｏＴでサポートされる物理チャネルおよび／または物理信号に関連す
る具体的な内容について説明する。
【０２１９】
　まず、ＮＢ－ＩｏＴシステムの下りリンクについて説明する。ＮＢ－ＩｏＴ下りリンク
には、１５ｋＨｚの副搬送波間隔に基づいてＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequency Divisio
n Multiple Access）方式が適用される。これにより、副搬送波間の直交性を適用して既
存のシステム（例えば、ＬＴＥシステム、ＮＲシステム）との共存（co-existence）を効
率的にサポートすることができる。
【０２２０】
　ＮＢ－ＩｏＴシステムの物理チャネルは、既存のシステムとの区分のために、‘Ｎ’が
追加された形態で表現されることができる。例えば、下りリンク物理チャネルは、ＮＰＢ
ＣＨ（Narrowband Physical Broadcast CHannel）、ＮＰＤＣＣＨ（Narrowband Physical
 Downlink Control CHannel）、ＮＰＤＳＣＨ（Narrowband Physical Downlink Shared C
Hannel）などと定義され、下りリンク物理信号は、ＮＰＳＳ（Narrowband Primary Synch
ronization Signal）、ＮＳＳＳ（Narrowband Secondary Synchronization Signal）、Ｎ
ＲＳ（Narrowband Reference Signal）、ＮＰＲＳ（Narrowband Positioning Reference 
Signal）、ＮＷＵＳ（Narrowband Wake Up Signal）などと定義される。
【０２２１】
　一般的には、上述したＮＢ－ＩｏＴの下りリンク物理チャネルおよび物理信号は、時間
領域多重化方式および／または周波数領域多重化方式に基づいて送信されるように設定さ
れる。
【０２２２】
　また、特徴的には、ＮＢ－ＩｏＴシステムの下りリンクチャネルであるＮＰＢＣＨ、Ｎ
ＰＤＣＣＨ、ＮＰＤＳＣＨなどの場合、カバレッジ向上のために繰り返し送信（repetiti
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on transmission）が行われることができる。
【０２２３】
　また、ＮＢ－ＩｏＴは、新しく定義されたＤＣＩフォーマットを使用し、一例としてＮ
Ｂ－ＩｏＴのためのＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォーマットＮ０、ＤＣＩフォーマッ
トＮ１、ＤＣＩフォーマットＮ２などとして定義される。
【０２２４】
　次に、ＮＢ－ＩｏＴシステムの上りリンクについて説明する。ＮＢ－ＩｏＴ上りリンク
には、１５ｋＨｚまたは３．７５ｋＨｚの副搬送波間隔に基づいてＳＣ－ＦＤＭＡ（Sing
le Carrier Frequency Division Multiple Access）方式が適用される。ＮＢ－ＩｏＴの
上りリンクでは、マルチ（多重）トーン（multi-tone）送信および単一トーン（Single-t
one）送信がサポートされる。一例として、マルチトーン送信は、１５ｋＨｚの副搬送波
間隔のみでサポートされ、単一トーン送信は、１５ｋＨｚおよび３．７５ｋＨｚの副搬送
波間隔についてサポートされることができる。
【０２２５】
　下りリンクに関連して言及したように、ＮＢ－ＩｏＴシステムの物理チャネルは、既存
のシステムとの区分のために、‘Ｎ’が追加された形態で表現できる。例えば、上りリン
ク物理チャネルは、ＮＰＲＡＣＨ（Narrowband Physical Random Access CHannel）およ
びＮＰＵＳＣＨ（Narrowband Physical Uplink Shared CHannel）などと定義され、上り
リンク物理信号は、ＮＤＭＲＳ（Narrowband DeModulation Reference Signal）などと定
義される。
【０２２６】
　ここで、ＮＰＵＳＣＨは、ＮＰＵＳＣＨフォーマット１およびＮＰＵＳＣＨフォーマッ
ト２などで構成される。一例として、ＮＰＵＳＣＨフォーマット１は、ＵＬ－ＳＣＨ送信
（または運搬）のために用いられ、ＮＰＵＳＣＨフォーマット２は、ＨＡＲＱ　ＡＣＫシ
グナリングなどの上りリンク制御情報送信のために用いられる。
【０２２７】
　また、特徴的には、ＮＢ－ＩｏＴシステムの下りリンクチャネルであるＮＰＲＡＣＨな
どの場合、カバレッジ向上のために繰り返し送信が行われる。この場合、繰り返し送信は
、周波数ホッピングが適用されて行われることができる。
【０２２８】
　３）ＮＢ－ＩｏＴのマルチ（多重）キャリア動作
【０２２９】
　次に、ＮＢ－ＩｏＴのマルチキャリア動作について説明する。マルチキャリア動作は、
ＮＢ－ＩｏＴで基地局および／または端末が互いにチャネルおよび／または信号を送受信
するにおいて、互いに用途が異なる（すなわち、タイプ（類型）が異なる）多数のキャリ
アが利用されることを意味する。
【０２３０】
　一般的には、ＮＢ－ＩｏＴは、上述したようなマルチキャリアモードで動作する。この
とき、ＮＢ－ＩｏＴにおいて、キャリアは、アンカタイプのキャリア（anchor type carr
ier）（すなわち、アンカキャリア（anchor carrier）、アンカＰＲＢ）および非アンカ
タイプのキャリア（non-Anchor type carrier）（すなわち、非アンカキャリア（non-Anc
hor carrier）、非アンカＰＲＢ）と定義される。
【０２３１】
　アンカキャリアは、基地局の観点で初期アクセス（接続）（initial access）のために
ＮＰＳＳ、ＮＳＳＳ、ＮＰＢＣＨおよびシステム情報ブロック（Ｎ－ＳＩＢ）のためのＮ
ＰＤＳＣＨなどを送信するキャリアを意味する。すなわち、ＮＢ－ＩｏＴにおいて初期ア
クセスのためのキャリアは、アンカキャリアと呼ばれ、それ以外は、非アンカキャリアと
呼ばれる。このとき、アンカキャリアは、システム上で１つのみ存在するか、または多数
のアンカキャリアが存在する。
【０２３２】
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　４）ＮＢ－ＩｏＴの動作モード
【０２３３】
　次に、ＮＢ－ＩｏＴの動作モードについて説明する。ＮＢ－ＩｏＴシステムでは、３つ
の動作モードがサポートされる。図１９は、ＮＢ－ＩｏＴシステムでサポートされる動作
モードの一例を示す図である。この明細書では、ＮＢ－ＩｏＴの動作モードをＬＴＥ帯域
に基づいて説明するが、これは説明の便宜のためのものであり、他のシステム帯域（例え
ば、ＮＲシステム帯域）についても拡張して適用することができる。
【０２３４】
　具体的には、図１９（ａ）は、インバンド（In-band）システムの一例を示し、図１９
（ｂ）は、ガードバンド（Guard-band）システムの一例を示し、図１９（ｃ）は、スタン
ドアローン（独立型）（Stand-Alone）システムの一例を示す。このとき、インバンドシ
ステムはインバンドモード、ガードバンドシステムはガードバンドモード、スタンドアロ
ーンシステムはスタンドアローンモード、と表現される。
【０２３５】
　インバンドシステムは、ＬＴＥ帯域内の特定の１（個の）ＲＢ（すなわち、ＰＲＢ）を
ＮＢ－ＩｏＴのために使用するシステムまたはモードを意味する。インバンドシステムは
、ＬＴＥシステムキャリアの一部のリソースブロックが割り当てられて運用されることが
できる。
【０２３６】
　ガードバンドシステムは、ＬＴＥ帯域のガードバンドのためにリザーブされた（空けて
おいた）（reserved）空間においてＮＢ－ＩｏＴを使用するシステムまたはモードを意味
する。ガードバンドシステムは、ＬＴＥシステムでリソースブロックとして使用されない
ＬＴＥキャリアのガードバンドが割り当てられて運用されることができる。一例として、
ＬＴＥ帯域は、各ＬＴＥ帯域の最後に最小１００ｋＨｚのガードバンドを有するように設
定されることができる。２００ｋＨｚを用いるためには、２個の不連続（non-contiguous
）ガードバンドを用いることができる。
【０２３７】
　上述したように、インバンドシステムおよびガードバンドシステムは、ＬＴＥ帯域内に
ＮＢ－ＩｏＴが共存する構造で運用されることができる。
【０２３８】
　逆に、スタンドアローン（Standalone）システムは、（レガシ）ＬＴＥ帯域から独立し
て構成されたシステムまたはモードを意味する。スタンドアローンシステムは、ＧＥＲＡ
Ｎ（ＧＳＭ EDGE Radio Access Network）で使用される周波数帯域（例えば、今後再び割
り当てられるＧＳＭキャリア）を別に割り当てて運用されることができる。
【０２３９】
　上述した３つの動作モードは、各々独立して運用されるか、または２つ以上の動作モー
ドが組み合わせられて運用される。
【０２４０】
　５）ＮＢ－ＩｏＴの一般的な信号送受信手順
【０２４１】
　図２０は、ＮＢ－ＩｏＴに用いられる物理チャネルおよびこれらを用いた一般的な信号
送信方法の一例を示す。無線通信システムにおいて、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、基地局から下
りリンク（ＤＬ）を介して情報を受信し、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、基地局に上りリンク（Ｕ
Ｌ）を介して情報を送信する。言い換えれば、無線通信システムにおいて、基地局は、Ｎ
Ｂ－ＩｏＴ端末に下りリンクにより情報を送信し、基地局は、ＮＢ－ＩｏＴ端末から上り
リンクを介して情報を受信する。
【０２４２】
　基地局とＮＢ－ＩｏＴ端末とが送受信する情報は、データおよび様々な制御情報を含み
、これらが送受信する情報の種類／用途によって様々な物理チャネルが存在する。また、
図２０により説明されるＮＢ－ＩｏＴの信号送受信方法は、上述した無線通信装置（例え
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ば、図１１の基地局および端末）により行われることができる。
【０２４３】
　電源が消えた状態で電源が入ったり、新しくセルに進入したりしたＮＢ－ＩｏＴ端末は
、基地局と同期を取るなどの初期セルサーチ作業を行う（Ｓ１１）。このために、ＮＢ－
ＩｏＴ端末は、基地局からＮＰＳＳおよびＮＳＳＳを受信して基地局との同期を行い、セ
ルＩＤなどの情報を得る。また、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、基地局からＮＰＢＣＨを受信して
セル内のブロードキャスト情報を得ることができる。また、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、初期セ
ルサーチの段階で、ＤＬ　ＲＳ（DownLink Reference Signal）を受信して下りリンクチ
ャネルの状態を確認することもできる。
【０２４４】
　言い換えれば、基地局は、新しくセルに進入したＮＢ－ＩｏＴ端末が存在する場合、該
当端末と同期を取るなどの初期セルサーチ作業を行うことができる。基地局は、ＮＢ－Ｉ
ｏＴ端末にＮＰＳＳおよびＮＳＳＳを送信して該当端末との同期を行い、セルＩＤ（Cell
 IDentity）などの情報を伝達することができる。また、基地局は、ＮＢ－ＩｏＴ端末に
ＮＰＢＣＨを送信（またはブロードキャスト）してセル内のブロードキャスト情報を伝達
することができる。また、基地局は、ＮＢ－ＩｏＴ端末に初期セルサーチ段階でＤＬ　Ｒ
Ｓを送信して下りリンクチャネル状態を確認することもできる。
【０２４５】
　初期セルサーチを終えたＮＢ－ＩｏＴ端末は、ＮＰＤＣＣＨおよびそれに対応するＮＰ
ＤＳＣＨを受信してより具体的なシステム情報を得る（Ｓ１２）。言い換えれば、基地局
は、初期セルサーチを終えたＮＢ－ＩｏＴ端末にＮＰＤＣＣＨおよびそれに対応するＮＰ
ＤＳＣＨを送信してより具体的なシステム情報を伝達することができる。
【０２４６】
　その後、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、基地局への接続を完了するためにランダムアクセス過程
（Random Access Procedure）を行う（Ｓ１３ないしＳ１６）。
【０２４７】
　具体的には、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、ＮＰＲＡＣＨを介してプリアンブルを基地局に送信
し（Ｓ１３）、上述したように、ＮＰＲＡＣＨは、カバレッジ向上などのために周波数ホ
ッピングなどに基づいて繰り返して送信されるように設定される。すなわち、基地局は、
ＮＢ－ＩｏＴ端末からＮＰＲＡＣＨを介してプリアンブルを（繰り返して）受信すること
ができる。
【０２４８】
　その後、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、ＮＰＤＣＣＨおよびそれに対応するＮＰＤＳＣＨを介し
てプリアンブルに対するＲＡＲ（Random Access Response）を基地局から受信する（Ｓ１
４）。言い換えれば、基地局は、ＮＰＤＣＣＨおよびそれに対応するＮＰＤＳＣＨを介し
てプリアンブルに対するＲＡＲをＮＢ－ＩｏＴ端末に送信する。
【０２４９】
　その後、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、ＲＡＲ内のスケジューリング情報を用いてＮＰＵＳＣＨ
を基地局に送信し（Ｓ１５）、ＮＰＤＣＣＨおよびそれに対応するＮＰＤＳＣＨなどの衝
突解決手順（Contention Resolution Procedure）を行う（Ｓ１６）。言い換えれば、基
地局は、ＮＢ－ＩｏＴ　ＲＡＲ内のスケジューリング情報を用いてＮＰＵＳＣＨを端末か
ら受信し、衝突解決手順を行う。
【０２５０】
　上述したような手順を行ったＮＢ－ＩｏＴ端末は、その後、一般的な上り／下りリンク
信号の送信手順としてＮＰＤＣＣＨ／ＮＰＤＳＣＨ受信（Ｓ１７）およびＮＰＵＳＣＨ送
信（Ｓ１８）を行う。すなわち、上記手順を行った後、基地局は、ＮＢ－ＩｏＴ端末に一
般的な信号送受信手順としてＮＰＤＣＣＨ／ＮＰＤＳＣＨの送信およびＮＰＵＳＣＨの受
信を行う。
【０２５１】
　ＮＢ－ＩｏＴの場合、上述したように、ＮＰＢＣＨ、ＮＰＤＣＣＨ、ＮＰＤＳＣＨなど
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は、カバレッジ向上などのために繰り返して送信されることができる。また、ＮＢ－Ｉｏ
Ｔの場合、ＮＰＵＳＣＨを介してＵＬ－ＳＣＨ（すなわち、一般的な上りリンクデータ）
および上りリンク制御情報が伝達される。このとき、ＵＬ－ＳＣＨおよび上りリンク制御
情報は、各々異なるＮＰＵＳＣＨフォーマット（例えば、ＮＰＵＳＣＨフォーマット１、
ＮＰＵＳＣＨフォーマット２など）により送信されるように設定される。
【０２５２】
　端末が基地局に送信する制御情報は、ＵＣＩ（Uplink Control Information）と呼ばれ
る。ＵＣＩは、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat and reQuest AC
Knowledgement/Negative-ACK）、ＳＲ（Scheduling Request）、ＣＳＩ（Channel State 
Information）などを含む。ＣＳＩは、ＣＱＩ（Channel Quality Indicator）、ＰＭＩ（
Precoding Matrix Indicator）、ＲＩ（Rank Indication）などを含む。上述したように
、ＮＢ－ＩｏＴにおいて、ＵＣＩは、一般的にＮＰＵＳＣＨを介して送信される。また、
ネットワーク（例えば、基地局）の要求／指示によって、端末は、ＮＰＵＳＣＨを介して
ＵＣＩを周期的（periodic）、非周期的（aperiodic）またはセミパーシステント（半持
続的）（Semi-persistent）に送信する。
【０２５３】
　６）ＮＢ－ＩｏＴの初期アクセス手順（Initial Access Procedure）
【０２５４】
　「ＮＢ－ＩｏＴの一般的な信号送受信手順」の節に、ＮＢ－ＩｏＴ端末が基地局に初期
アクセスする手順が簡略に説明されている。具体的には、ＮＢ－ＩｏＴ端末が基地局に初
期アクセスする手順は、初期セルを探索する手順、およびＮＢ－ＩｏＴ端末がシステム情
報を得る手順などで構成される。
【０２５５】
　これに関連して、ＮＢ－ＩｏＴの初期アクセスに関連する端末（ＵＥ）と基地局（例え
ば、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ、ｅＮＢ、ｇＮＢなど）との間における具体的なシグナリ
ング手順が図２１に示されている。以下、図２１を参照しながら、一般的なＮＢ－ＩｏＴ
の初期アクセス手順、ＮＰＳＳ／ＮＳＳＳの構成、システム情報（例えば、ＭＩＢ、ＳＩ
Ｂなど）の獲得などについて具体的に説明する。
【０２５６】
　図２１は、ＮＢ－ＩｏＴの初期アクセス手順の一例を示し、各物理チャネルおよび／ま
たは物理信号の名称などは、ＮＢ－ＩｏＴが適用される無線通信システムによって設定ま
たは名称などが異なる。一例として、図２１は、基本的にはＬＴＥシステムに基づくＮＢ
－ＩｏＴを考慮して示されているが、これは説明の便宜のためのものであり、その内容は
、ＮＲシステムに基づくＮＢ－ＩｏＴにも拡張されて適用されることができる。また、こ
のような初期アクセス手順に関する具体的な内容は、上述したＭＴＣの場合にも拡張され
て適用されることができる。
【０２５７】
　図２１を参照すると、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、基地局から狭帯域同期信号（すなわち、Ｎ
ＰＳＳおよびＮＳＳＳ）を受信する（Ｓ２１１０およびＳ２１２０）。この場合、狭帯域
同期信号は、物理層シグナリングにより伝達される。
【０２５８】
　その後、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、ＮＰＢＣＨを介してＭＩＢ（Master Information Block
）（例えば、ＭＩＢ－ＮＢ）を基地局から受信する（Ｓ２１３０）。この場合、ＭＩＢは
、上位層シグナリング（例えば、ＲＲＣシグナリング）により伝達される。
【０２５９】
　その後、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、ＮＰＤＳＣＨにおいてＳＩＢ（System Information Blo
ck）を基地局から受信する（Ｓ２１４０およびS２１５０）。具体的には、ＮＢ－ＩｏＴ
端末は、上位層シグナリング（例えば、ＲＲＣシグナリング）によりＳＩＢ１－ＮＢおよ
びＳＩＢ２－ＮＢなどをＮＰＤＳＣＨで受信する。一例として、ＳＩＢ１－ＮＢは、ＳＩ
Ｂのうち、優先順位の高いシステム情報を意味し、すなわち、ＳＩＢ２－ＮＢは、ＳＩＢ
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１－ＮＢより下位のシステム情報を意味する。
【０２６０】
　その後、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、基地局からＮＲＳを受信し（Ｓ２１６０）、該当動作は
、物理層シグナリングにより行われる。
【０２６１】
　７）ＮＢ－ＩｏＴのランダムアクセス手順（Random Access Procedure）
【０２６２】
　「ＮＢ－ＩｏＴの一般的な信号送受信手順」の節に、ＮＢ－ＩｏＴ端末が基地局にラン
ダムアクセスする手順が簡略に説明されている。具体的には、ＮＢ－ＩｏＴ端末が基地局
にランダムアクセスする手順は、ＮＢ－ＩｏＴ端末がプリアンブルを基地局に送信し、そ
れに対する応答を受信する手順などにより行われる。
【０２６３】
　これに関連して、ＮＢ－ＩｏＴのランダムアクセスに関連する端末（ＵＥ）と基地局（
例えば、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ、ｅＮＢ、ｇＮＢなど）との間における具体的なシグ
ナリング手順が図２２に示されている。以下、図２２を参照しながら、一般的なＮＢ－Ｉ
ｏＴのランダムアクセス手順に用いられるメッセージ（例えば、Ｍｓｇ１、Ｍｓｇ２、Ｍ
ｓｇ３、Ｍｓｇ４）に基づくランダムアクセス手順について具体的に説明する。
【０２６４】
　図２２は、ＮＢ－ＩｏＴのランダムアクセス手順の一例を示し、各物理チャネル、物理
信号および／またはメッセージの名称などは、ＮＢ－ＩｏＴが適用される無線通信システ
ムによって設定または名称などが異なる。一例として、図２２は、基本的には、ＬＴＥシ
ステムに基づくＮＢ－ＩｏＴを考慮して示されているが、これは説明の便宜のためのもの
であり、その内容は、ＮＲシステムに基づくＮＢ－ＩｏＴにも拡張されて適用されること
ができる。また、このような初期アクセス手順に関する具体的な内容は、上述したＭＴＣ
の場合にも拡張されて適用されることができる。
【０２６５】
　図２２を参照すると、ＮＢ－ＩｏＴは、コンテンションベースのランダムアクセス（co
ntention-based random Access）をサポートするように設定される。
【０２６６】
　まず、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、該当端末に対するカバレッジレベル（水準）（coverage l
evel）に基づいてＮＰＲＡＣＨリソースを選択する。このように選択されたＮＰＲＡＣＨ
リソースにより、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、ランダムアクセスプリアンブル（すなわち、メッ
セージ１、Ｍｓｇ１）を基地局に送信する。
【０２６７】
　その後、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、ＲＡ－ＲＮＴＩ（Random Access-RNTI）にスクランブル
されたＤＣＩ（例えば、ＤＣＩフォーマットＮ１）に対するＮＰＤＣＣＨを探索するため
に、ＮＰＤＣＣＨサーチスペースをモニタリングする。ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクラン
ブルされたＤＣＩに対するＮＰＤＣＣＨを受信した端末は、該当ＮＰＤＣＣＨに対応する
ＮＰＤＳＣＨを介して基地局からランダムアクセス応答（Random Access Response、ＲＡ
Ｒ）（すなわち、メッセージ２、Ｍｓｇ２）を受信する。ＲＡＲにより、ＮＢ－ＩｏＴ端
末は、一時識別子（例えば、一時Ｃ－ＲＮＴＩ）、ＴＡコマンド（timing advance comma
nd）などを得ることができる。また、ＲＡＲは、スケジューリングされたメッセージ（す
なわち、メッセージ３、Ｍｓｇ３）のための上りリンクグラントを提供する。
【０２６８】
　その後、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、競合解消手順を開始するために、スケジューリングされ
たメッセージを基地局に送信する。その後、基地局は、ランダムアクセス手順の成功した
終了を知らせるために、ＮＢ－ＩｏＴ端末に関連付けられる（連関する）競合解消メッセ
ージ（associated contention resolution message）（すなわち、メッセージ、Ｍｓｇ４
）を送信する。
【０２６９】
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　上述した手順により、基地局とＮＢ－ＩｏＴ端末との間におけるランダムアクセスを完
了することができる。
【０２７０】
　８）ＮＢ－ＩｏＴのＤＲＸ手順（Discontinuous Reception Procedure）
【０２７１】
　上述したＮＢ－ＩｏＴの一般的な信号送受信手順を行う間に、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、電
力消費を減少させるために休止状態（idle state）（例えば、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ　ｓｔａ
ｔｅ）および／または非活性化状態（inactive state）（例えば、ＲＲＣ＿ＩＮＡＣＴＩ
ＶＥ　ｓｔａｔｅ）に転換することができる。この場合、休止状態および／または非活性
化状態に転換されたＮＢ－ＩｏＴ端末は、ＤＲＸ方式を用いるように設定される。一例と
して、休止状態および／または非活性化状態に転換されたＮＢ－ＩｏＴ端末は、基地局な
どにより設定されたＤＲＸサイクルによる特定サブフレーム（またはフレーム、スロット
）のみでページングに関連するＮＰＤＣＣＨモニタリングを行うように設定される。ここ
で、ページングに関連するＮＰＤＣＣＨは、Ｐ－ＲＮＴＩ（Paging Access-RNTI）によっ
てスクランブルされたＮＰＤＣＣＨを意味する。
【０２７２】
　図２３は、休止状態および／または非活性化状態におけるＤＲＸ方式の一例を示す。
【０２７３】
　また、ＮＢ－ＩｏＴ端末に対するＤＲＸ設定および指示は、図２４のように行われる。
図２４は、ＮＢ－ＩｏＴ端末に対するＤＲＸ設定および指示手順の一例を示す。図２４は
、単に説明の便宜のためのものであり、この明細書で提案する方法を制限するものではな
い。
【０２７４】
　図２４を参照すると、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、基地局（例えば、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅ
Ｂ、ｅＮＢ、ｇＮＢなど）からＤＲＸ設定情報を受信する（Ｓ２４１０）。この場合、端
末は、この情報を上位層シグナリング（例えば、ＲＲＣシグナリング）により基地局から
受信する。ここで、ＤＲＸ設定情報は、ＤＲＸサイクル情報、ＤＲＸオフセット、ＤＲＸ
に関連するタイマに関する設定情報などを含む。
【０２７５】
　その後、ＮＢ－ＩｏＴ端末は、基地局からＤＲＸコマンドを受信する（Ｓ２４２０）。
この場合、端末は、このようなＤＲＸコマンドを上位層シグナリング（例えば、ＭＡＣ－
ＣＥシグナリング）により基地局から受信する。
【０２７６】
　上記ＤＲＸコマンドを受信したＮＢ－ＩｏＴ端末は、ＤＲＸサイクルによって特定の時
間単位（例えば、サブフレーム、スロット）でＮＰＤＣＣＨをモニタリングする（Ｓ２４
３０）。ここで、ＮＰＤＣＣＨをモニタリングすることは、該当サーチスペース（探索領
域）により受信しようとするＤＣＩフォーマットによって特定領域だけのＮＰＤＣＣＨを
復号した後、該当ＣＲＣを所定のＲＮＴＩ値によってスクランブルして所望の値と合うか
（すなわち、一致するか）否かを確認することを意味する。
【０２７７】
　上述した図２４のような手順により、該当ＮＭＢ－ＩｏＴ端末がＮＰＤＣＣＨで自体の
ページングＩＤおよび／またはシステム情報の変更を示す情報を受信した場合、基地局と
の接続（例えば、ＲＲＣ接続）を初期化（または再設定）するか（例えば、図２０のセル
サーチ手順など）、または新しいシステム情報を基地局から受信する（または得る）よう
に設定することができる（例えば、図２０のシステム獲得手順など）。
【０２７８】
　Ｇ．ＷＵＳ可能（WUS capable）端末のサブグルーピングのための提案
【０２７９】
　ＬＴＥシステムにおいて、端末は、自体のＵＥ＿ＩＤに基づいて決定されたページング
機会（Paging Occasion、ＰＯ）およびページングフレーム（Paging Frame、ＰＦ）に基
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づいてページングをモニタリングする位置を決定し、この思想は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ　Ｒ
ｅｌ－１３標準で新しく導入されたＮＢ－ＩｏＴおよびＭＴＣの場合にも同様に適用され
ることができる。１つのＰＯでページングを期待する端末の数は、複数となることができ
、基地局がＳＩＢを用いた構成によってそのサイズが決定される。以後、本発明では、こ
のように同じＰＯでページングを期待する複数の端末グループ（集団）をＵＥ－ｇｒｏｕ
ｐ－ｐｅｒ－ＰＯと定義して説明する。
【０２８０】
　Ｒｅｌ－１５　ＮＢ－ＩｏＴおよびＭＴＣ標準には、端末の電力低減のためにＷＵＳを
使用する方法が導入される。この方法では、ＷＵＳを使用できるＷＵＳ可能な端末の場合
、ページングのためのサーチスペースをモニタリングする前に、基地局により構成された
情報に基づいてＷＵＳ検出を行う。この動作において、端末がＷＵＳを検出した場合は、
該当ＷＵＳ検出位置に関連付けられるＰＯにページングが送信されると予想してページン
グのためのサーチスペースをモニタリングし、検出できなかった場合は、ページングのた
めのサーチスペースをモニタリングしない（またはモニタリングを省略する）。Ｒｅｌ－
１５標準では、ＷＵＳ送信位置がＷＵＳが指示するＰＯの相対的な位置に決定され、同じ
ＰＯをモニタリングする全てのＷＵＳ可能な端末は、同じＷＵＳ信号およびＷＵＳ送信位
置を共有するように定義されている。したがって、特定のＰＯを対象として送信されたＷ
ＵＳが存在する場合、該当ＰＯに対応するＵＥ－ｇｒｏｕｐ－ｐｅｒ－ＰＯに属する全て
のＷＵＳ可能な端末は、ページングモニタリングを行う必要がある。
【０２８１】
　図２５は、ＷＵＳとページング機会（ＰＯ）とのタイミング関係を例示する。
【０２８２】
　端末（ＵＥ）は、基地局からＷＵＳのための構成情報を受信し、ＷＵＳ構成情報に基づ
いてＷＵＳをモニタリングする。より具体的には、端末は、ＷＵＳに関連する構成情報を
上位層シグナリング（higher layer signaling）により基地局から受信する。また、端末
は、設定された最大ＷＵＳ期間（maximum WUS duration）の間に基地局からのＷＵＳをモ
ニタリング／受信する。
【０２８３】
　ＷＵＳのための構成情報は、例えば、最大ＷＵＳ期間、ＷＵＳに関連付けられる連続し
たＰＯの数、ギャップ情報などを含む。最大ＷＵＳ期間は、ＷＵＳが送信される最大期間
を示し、ＰＤＣＣＨに関連する最大繰り返し回数（例えば、Ｒｍａｘ）との比率で表現さ
れる。最大ＷＵＳ期間内で、ＷＵＳは、１回以上繰り返して送信される。ＷＵＳに関連付
けられる連続したＰＯの数は、端末がＷＵＳを検出できなかった場合、ページングに関連
するチャネルをモニタリングしないＰＯの数（またはＷＵＳを検出した場合は、ページン
グに関連するチャネルをモニタリングするＰＯの数）を示す。ギャップ情報は、最大ＷＵ
Ｓ期間の終了時からＷＵＳに関連付けられる最初のＰＯまでの時間ギャップを示す。
【０２８４】
　カバレッジ状態の良い（in good coverage）端末は、ＷＵＳ期間が短く、カバレッジ状
態の悪い（in bad coverage）端末は、ＷＵＳ期間が長くなることができる。ＷＵＳを検
出した端末は、ＷＵＳに関連付けられる最初のＰＯまでＷＵＳをモニタリングしない。ま
た、ギャップ期間の間に、端末は、ＷＵＳをモニタリングしない。したがって、端末が最
大ＷＵＳ期間の間にＷＵＳを検出できなかった場合、端末は、ＷＵＳに関連付けられるＰ
Ｏで、ページングに関連するチャネルをモニタリングしない（またはスリープモードを維
持する）。
【０２８５】
　ページングは、ＭＭＥ（Mobility Management Entity）や基地局（またはｅＮＢもしく
はｇＮＢ）の決定によって、同じＵＥ－ｇｒｏｕｐ－ｐｅｒ－ＰＯに属する端末のうちの
一部の端末のみを対象として送信される。また、現在の標準では、ＷＵＳおよびページン
グがＵＥ－ｇｒｏｕｐ－ｐｅｒ－ＰＯに属する端末のうちのどの端末を対象として送信さ
れたかの情報が、ページングのトラフィックを送信するＮＰＤＳＣＨを介して伝達される
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ので、一部の端末は、不要なＮＰＤＣＣＨ／ＮＰＤＳＣＨ復号（decoding）を行うことも
ある。
【０２８６】
　特に、ＮＢ－ＩｏＴ端末およびＭＴＣ端末の場合、ページング受信のためのＰＤＣＣＨ
（またはＭＰＤＣＣＨもしくはＮＰＤＣＣＨ）とＰＤＳＣＨ（またはＮＰＤＳＣＨ）とが
、カバレッジ向上のために数十回ないし数千回繰り返して送受信されることができる。ペ
ージングがＵＥ－ｇｒｏｕｐ－ｐｅｒ－ＰＯに属する端末のうちの一部のみを対象として
送信される場合、ページングを受信しない端末は、ＷＵＳ検出だけではなく、ＰＤＣＣＨ
（またはＭＰＤＣＣＨもしくはＮＰＤＣＣＨ）および関連するＰＤＳＣＨ（またはＮＰＤ
ＳＣＨ）を全て復号した後、自体のためのページングがないことを認知することができる
。したがって、かかる端末が不要なＷＵＳ、ＰＤＣＣＨ（またはＭＰＤＣＣＨもしくはＮ
ＰＤＣＣＨ）および関連するＰＤＳＣＨ（またはＮＰＤＳＣＨ）の受信のための動作を行
うことにより、不要な電力消費が多く発生する。
【０２８７】
　このような問題に基づいて、本発明では、ＷＵＳ可能な端末の不要なページングモニタ
リング動作を避けるために、ＵＥサブグルーピングベースのＷＵＳが適用される基準およ
び構成する方法を提案する。本発明で提案する方法により構成された各ＵＥサブグループ
は、時間、周波数および／またはコード領域リソースにより区分されるＷＵＳを独立して
設定することができる。以後、このように特定のＵＥサブグループがＷＵＳの送受信のた
めに設定される特定の時間、周波数および／またはコード領域リソースをＷＵＳリソース
と定義する。
【０２８８】
　以後、本発明では、ＮＢ－ＩｏＴおよびＭＴＣを基準として提案する方法を説明するが
、任意の通信システムについても同じ思想を一般的に適用することができる。また、本発
明では、休止モードでページング送信の有無を指示するＷＵＳを基準として提案する方法
を説明するが、任意の目的のためのチャネル（または信号）の付加情報（例えば、送信の
有無）を指示するための任意の信号（またはチャネル）についても同じ思想を一般的に適
用することができる。
【０２８９】
　また、本発明では、ＬＴＥ標準（例えば、3GPP Technical specification 36 series）
に基づいて説明するが、本発明は、５Ｇ／ＮＲシステムにも同一／同様に適用されること
ができる。この場合、フレーム構造に関連して“サブフレーム”という用語は、５Ｇ／Ｎ
Ｒシステムの“スロット”に代替されることができる（例えば、図５、図９および関連説
明を参照）。
【０２９０】
　以下、本発明で提案する方法は、各々独立した形態で動作することができるが、互いに
違背（相反）しない限り、組み合わせて使用することもできる。
【０２９１】
　この明細書において、ＷＵＳは、ＵＥが（特定のセルで）ページングを受信するＰＤＣ
ＣＨ（またはＭＰＤＣＣＨもしくはＮＰＤＣＣＨ）をモニタリングするか否かを指示する
ために使用される信号を意味し、拡張ＤＲＸ（extended DRX）の設定の有無によって１つ
または複数のページング機会に関連付けられる。
【０２９２】
　さらに、（ＷＵＳを受信した）ＵＥは、上述したＤＲＸ動作および／またはセル再選択
動作を行うことができる。
【０２９３】
　また、ＷＵＳ（例えば、ＭＷＵＳ（MTC wake up signal）またはＮＷＵＳ（Narrowband
 Wake Up Signal））の受信に関連するより具体的なＵＥの動作および基地局の動作は、
以下のように簡略に整理され、後述する方法に関連して説明されることができる。
【０２９４】
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　（１）基地局の動作
【０２９５】
　まず、基地局は、特定のサブフレームにおいてＷＵＳのための（またはＷＵＳに使用さ
れる）シーケンスを生成する。例えば、基地局は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１　Ｖ１
５．２．０で定義された数式を用いて、ＷＵＳのための（またはＷＵＳに使用される）シ
ーケンスを生成することができる。より具体的には、ＷＵＳのための（またはＷＵＳに使
用される）シーケンスｗ（ｍ）は、以下の数式３に基づいて生成される。
【０２９６】
　［数式３］
【数３】

【０２９７】
　上記数式３において、ｘは、ＷＵＳが送信されるサブフレームを示し、０ないしＭ－１
の値を有する。Ｍは、ＷＵＳが送信されるサブフレームの数を示し、ＷＵＳの実際の期間
（WUS actual duration）に該当する。また、数式３において、

は、ＺＣシーケンスを示し、

は、スクランブルシーケンスに関連する複素シンボルを示す。

は、物理層セル識別子（physical layer cell identity）を示し、

は、スクランブルシーケンスを示し、２＊１３２Ｍのサンプル長さを有し、ｉは、０ない
し２＊１３２Ｍ－１の値を有する。スクランブルシーケンスは、ゴールドシーケンス（Go
ld sequence）に基づいて与えられる。
【０２９８】
　基地局は、上記生成されたシーケンスを少なくとも１つのＲＥ（Resource Element）に
マッピングする。また、基地局は、マッピングされたＲＥ（ｓ）上でＷＵＳを端末に送信
する。
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【０２９９】
　少なくとも１つのＲＥは、時間リソース、周波数リソースまたはアンテナポートのうち
のいずれか１つを含む概念である。
【０３００】
　（２）ＵＥの動作
【０３０１】
　ＵＥは、ＷＵＳを基地局から受信する（または、ＵＥは、特定のＲＥ（ｓ）上でＷＵＳ
が基地局から送信されると仮定する）（例えば、図２６のＳ２６０４段階を参照）。
【０３０２】
　ＵＥは、受信したＷＵＳに基づいて、ページングの受信の有無を確認（または決定）す
る（例えば、図２６のＳ２６０６の段階を参照）。
【０３０３】
　ページングが送信される場合、ＵＥは、上述したページング受信関連動作に基づいてペ
ージングを受信し、ＲＲＣアイドル（休止）モードからＲＲＣ接続状態に遷移する手順を
行う。
【０３０４】
　Ｇ．１　ＵＥサブグルーピングの基準（sub-grouping criteria）
【０３０５】
　本発明では、ＷＵＳの送受信にＵＥサブグルーピングが適用される場合、ＵＥサブグル
ーピングが適用される条件を決定し、基地局がそれを構成する方法および端末がそれを認
知して動作する方法を提案する。ＵＥサブグルーピングが行われる方法は、後述するＭｅ
ｔｈｏｄ　１－１、Ｍｅｔｈｏｄ　１－２、Ｍｅｔｈｏｄ　１－３、Ｍｅｔｈｏｄ　１－
４、Ｍｅｔｈｏｄ　１－５、Ｍｅｔｈｏｄ　１－６およびＭｅｔｈｏｄ　１－７のうちの
いずれか１つまたは複数が組み合わせられて使用される。
【０３０６】
　［Ｍｅｔｈｏｄ　１－１］ＵＥ＿ＩＤを基準としてＷＵＳのＵＥサブグルーピングを行
う方法
【０３０７】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－１では、端末のＵＥ＿ＩＤを基準としてＷＵＳのＵＥサブグルーピ
ングを行う方法を提案する。ＵＥ＿ＩＤは、ＩＭＳＩ（International Mobile Subscribe
r Identity）に基づくＵＥ識別情報を称する。特徴的には、ＵＥ＿ＩＤには、３ＧＰＰ　
ＴＳ　３６．３０４　Ｖ１５．０．０でＰＯを決定するために使用されるＵＥ＿ＩＤと同
じ定義が使用される。例えば、ＰＤＣＣＨ上でＰ－ＲＮＴＩがモニタリングされる場合、
ＵＥ＿ＩＤは、（ＩＭＳＩ　ｍｏｄ　１０２４）で与えられ、ＮＰＤＣＣＨ上でＰ－ＲＮ
ＴＩがモニタリングされる場合は、ＵＥ＿ＩＤは、（ＩＭＳＩ　ｍｏｄ　４０９６）で与
えられ、ＭＰＤＣＣＨ上でＰ－ＲＮＴＩがモニタリングされる場合は、ＵＥ＿ＩＤは、（
ＩＭＳＩ　ｍｏｄｅ　１６３９４）で与えられ、ｍｏｄは、モジュロ（modulo）演算を示
す。
【０３０８】
　ＰＦ（Paging Frame）、ＰＯ（Paging Occasion）およびＰＮＢ（Paging NarrowBand）
は、システム情報により提供されるＤＲＸパラメータを使用して数式４～数式６により決
定される。
【０３０９】
　具体的には、ＰＦは、以下の数式４により決定される。
【０３１０】
　［数式４］
　ＳＦＮ　ｍｏｄ　ｔ＝（Ｔ　ｄｉｖ　Ｎ）＊（ＵＥ＿ＩＤ　ｍｏｄ　Ｎ）
【０３１１】
　ページングに関連するサブフレームパターンからＰＯを指示する（pointing）インデッ
クスｉ＿ｓは、数式５により得られる。
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【０３１２】
　［数式５］
　ｉ＿ｓ＝ｆｌｏｏｒ（ＵＥ＿ＩＤ／Ｎ）　ｍｏｄ　Ｎs

【０３１３】
　Ｐ－ＲＮＴＩがＭＰＤＣＣＨ（またはＮＰＤＣＣＨ）でモニタリングされると、ＰＮＢ
は、数式６により決定される。
【０３１４】
　［数式６］
　ＰＮＢ＝ｆｌｏｏｒ（ＵＥ＿ＩＤ／（Ｎ＊Ｎs））ｍｏｄ　Ｎn

【０３１５】
　数式４～数式６に使用されるパラメータの定義は、以下の通りであり、ｍｏｄは、モジ
ュロ演算を示し、ｆｌｏｏｒは、床関数（floor function）を示し、／は、割り算を示し
、＊は、掛け算を示し、ｄｉｖは、商を求める関数を示し、ｍｉｎ（Ａ、Ｂ）は、Ａおよ
びＢのうちの小さい値を示し、ｍａｘ（Ａ、Ｂ）は、ＡおよびＢのうちの大きい値を示す
。
【０３１６】
　Ｔ：ＤＲＸ　ｃｙｃｌｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＵＥ（ＵＥのＤＲＸ　ｃｙｃｌｅ）
【０３１７】
　ｎＢ：　４Ｔ、２Ｔ、Ｔ、Ｔ／２、Ｔ／４、Ｔ／８、Ｔ／１６、Ｔ／３２、Ｔ／６４、
Ｔ／１２８、およびＴ／２５６、また、ＮＢ－ＩｏＴに関しては、Ｔ／５１２、およびＴ
／１０２４
【０３１８】
　Ｎ：ｍｉｎ（Ｔ，ｎＢ）
【０３１９】
　ＮS：ｍａｘ（１，ｎＢ／Ｔ）
【０３２０】
　Ｎn：ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ｐａｇｉｎｇ　ｎａｒｒｏｗｂａｎｄｓ（ｆｏｒ　Ｐ－Ｒ
ＮＴＩ　ｍｏｎｉｔｏｒｅｄ　ｏｎ　ＭＰＤＣＣＨ）　ｏｒ　ｐａｇｉｎｇ　ｃａｒｒｉ
ｅｒｓ　（ｆｏｒ　Ｐ－ＲＮＴＩ　ｍｏｎｉｔｏｒｅｄ　ｏｎ　ＮＰＤＣＣＨ）　ｐｒｏ
ｖｉｄｅｄ　ｉｎ　ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（システム情報において提供
される（ＭＰＤＣＣＨ上でモニタリングされるＰ－ＲＮＴＩに関する）ページング狭帯域
または（ＮＰＤＣＣＨ上でモニタリングされるＰ－ＲＮＴＩに関する）ページング搬送波
の数）
【０３２１】
　均等な（even）サブグルーピング（sub-grouping）方式
【０３２２】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－１の特徴的な例として、ＵＥ＿ＩＤを各ＵＥサブグループに均等に
分散する方法が考えられる。ＭＴＣの場合、ＵＥ＿ＩＤに基づいて各ＵＥサブグループの
インデックスをｃgと定義したとき、この値を決定する方式は、以下のＥｑ－１－１－ａ
－ＭＴＣの数式のような形態に従う。また、ＮＢ－ＩｏＴの場合、ＵＥ＿ＩＤに基づいて
各ＵＥサブグループのインデックスをｃgと定義したとき、この値を決定する方式は、以
下のＥｑ－１－１－ａ－ＮＢの数式のような形態に従う。このとき、Ｅｑ－１－１－ａ－
ＭＴＣおよびＥｑ－１－１－ａ－ＮＢの数式において、ＵＥ＿ＩＤ、ＮS、Ｎn、Ｗの定義
は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３０４　Ｖ１５．０．０のセクション７で使用される定義に
従う（例えば、数式４～数式６に関連する説明を参照）。このとき、ＮSGは、運用される
サブグループの数を意味する。端末は、Ｅｑ－１－１－ａ－ＭＴＣまたはＥｑ－１－１－
ａ－ＮＢの数式により計算されたＵＥサブグループのインデックスに該当するＷＵＳリソ
ース（例えば、時間、周波数および／またはコード領域）を選択してＷＵＳのモニタリン
グを行う。
【０３２３】
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【０３２４】
　サブグループのインデックスｃg＝０が共通ＷＵＳ（common WUS）（例えば、ＵＥサブ
グループに関係なく全てのＷＵＳ可能（WUS capable）端末が認知するＷＵＳ）を表現す
るためのインデックスとして使用される場合、ｃg＝０のインデックスを特定のＵＥサブ
グループが選択できないように、Ｅｑ－１－１－ａ－ＭＴＣ２またはＥｑ－１－１－ａ－
ＮＢ２の数式のような形態を使用することができる。
【０３２５】

【０３２６】
　非均等な（uneven）サブグルーピング（sub-grouping）方式
【０３２７】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－１のさらに他の特徴的な例として、ＵＥ＿ＩＤを各ＵＥサブグルー
プに非均等に分散するための方法が考えられる。これは、特定のＵＥサブグループに該当
するＷＵＳリソースが選択される頻度を下げるためのものである。一例として、特定のＵ
Ｅサブグループに該当するＷＵＳがレガシＷＵＳ（legacy WUS）（例えば、ＵＥサブグル
ーピングが適用されない端末のためのＷＵＳ）と同じリソースを共有する場合、レガシＷ
ＵＳ可能な端末に対する影響を調節するためのものである。各ＵＥサブグループのインデ
ックスをｃgと定義するとき、ＵＥ＿ＩＤに基づいてこの値を決定する方式は、ＭＴＣの
場合、以下のＥｑ－１－１－ｂ－ＭＴＣの数式のような形態を満たす最小インデックスｃ

g（０≦ｃg≦ＮSG－１）を選択するように決定される。ＮＢ－ＩｏＴの場合は、以下のＥ
ｑ－１－１－ｂ－ＮＢの数式のような形態を満たす最小インデックスｃg（０≦ｃg≦ＮSG

－１）を選択することができる。このとき、ＮSGは、運用されるサブグループの数を意味
する。このとき、Ｅｑ－１－１－ｂ－ＭＴＣおよびＥｑ－１－１－ｂ－ＮＢの数式におい
て、ＵＥ＿ＩＤ、ＮS、Ｎn、Ｗの定義は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３０４　Ｖ１５．０．
０のセクション７で使用される定義に従う（例えば、数式４ないし数式６に関連する説明
を参照）。以下の数式において、ＷWUS（ｎ）は、各ＵＥサブグループに属するＵＥ＿Ｉ
Ｄの数を非均等に分散するためのｎ番目のＵＥサブグループの重みを意味し、ＷWUSは、
全てのサブグループの重みの総和を意味する。したがって、ＷWUS＝ＷWUS（０）＋ＷWUS

（１）＋．．．＋ＷWUS（ＮSG－１）と示すことができる。
【０３２８】

【０３２９】
　このとき、特定のインデックスに該当するＷWUS（ｎ）は、レガシＷＵＳのようなリソ
ースを使用するサブグループの重みで決定される（例えば、ＷWUS（０））。
【０３３０】
　サブグループのインデックスｃg＝０が共通ＷＵＳ（common WUS）（例えば、ＵＥサブ
グループに関係なく全てのＷＵＳ可能な端末が認知できるＷＵＳ）を表現するためのイン
デックスとして使用される場合、ｃg＝０のインデックスを特定のＵＥサブグループが選
択できないようにするために、Ｅｑ－１－１－ｂ－ＭＴＣ２またはＥｑ－１－１－ｂ－Ｎ
Ｂ２の数式のような形態が使用される。
【０３３１】
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【０３３２】
　上記数式において、ｃg値は、１≦ｃg≦ＮSGの条件を満たすように設定される。
【０３３３】
　このとき、ＷWUS（ｎ）値は、ＳＩＢやＲＲＣのような上位層によってシグナリングさ
れる値である。これは、基地局が状況に合わせてサブグループあたりのＵＥ＿ＩＤの分散
を調整するためのものである。一例として、基地局は、各サブグループに該当するＮSG個
の重みをＳＩＢにより構成することができる。これは、全てのサブグループのＵＥ＿ＩＤ
分散比率を柔軟に制御できるという長所がある。さらに、他の例として、基地局は、レガ
シＷＵＳのようなリソースを使用するサブグループの重み（例えば、ＷWUS（０））と、
そうではないサブグループの重み（例えば、ＷWUS（ｎ）、for all n not zero）と、を
ＳＩＢにより構成することができる。これは、レガシＷＵＳに対する影響を可変に制御し
ながら、レガシＷＵＳと区分されるリソースを使用するサブグループの間では、ＵＥ＿Ｉ
Ｄを均等に分散するためのものである。さらに他の例として、基地局は、レガシＷＵＳの
ようなリソースを使用するサブグループの重みと、そうではないサブグループの重みとの
比率をＳＩＢにより構成することができる。これは、レガシＷＵＳが使用するリソースを
常に特定のサブグループのために使用するという前提の下でシグナリングオーバーヘッド
を減らすことができるという長所がある。このとき、２つの重みの間の比率の代わりに、
レガシＷＵＳのようなリソースを使用するサブグループの重みを常に１に固定し、そうで
はないサブグループの重みのみが構成される方法を使用することもできる。
【０３３４】
　ＵＥ＿ＩＤを各ＵＥサブグループに非均等に分散するためのさらに他の方法として、Ｕ
Ｅサブグループのインデックスを決定する方法は、均等な方式を使用し（例えば、Ｅｑ－
１－１－ａ－ＭＴＣまたはＥｑ－１－１－ａ－ＮＢ）、各サブグループのインデックスに
対応するＷＵＳリソースをＳＩＢやＲＲＣのような上位層を用いたシグナリングにより決
定する方法が使用される。このとき、特定のＷＵＳリソースに複数のサブグループのイン
デックスを対応させる方法を使用すると、各ＷＵＳリソースに期待されるＵＥ＿ＩＤの数
が非均等になるという効果がある。
【０３３５】
　［Ｍｅｔｈｏｄ　１－２］カバレッジレベル（Coverage level）を基準としてＷＵＳの
ＵＥサブグルーピングを行う方法
【０３３６】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－２では、端末のカバレッジレベルを基準としてＷＵＳのＵＥサブグ
ルーピングを行う方法を提案する。カバレッジレベルは、端末の無線チャネル環境の状態
を意味し、特徴的な例として、端末が測定したＲＳＲＰ（Reference Signal Received Po
wer）／ＲＳＲＱ（Reference Signal Received Quality）などの測定値であるか、または
端末がＵＬやＤＬチャネルを送受信するために使用した繰り返しのサイズ（回数）などが
使用される。
【０３３７】
　ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ値は、チャネルの品質に関連する品質情報などとして表現される。
【０３３８】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－２が適用されるとき、端末がカバレッジレベルの変動を認知すると
、それを基地局に知らせることができる。特徴的な一例として、端末が測定したＲＳＲＰ
／ＲＳＲＱの値が変動して現在適用されているＵＥサブグループのカバレッジレベルの要
求条件から外れた場合、端末は、ランダムアクセス手順（random access procedure）に
より基地局にカバレッジレベルの変化を知らせる。より具体的な例として、端末は、不要
なＲＲＣ接続モード（RRC connected mode）への転換を避けるために、ＥＤＴ（Early Da
ta Transmission）などの休止モード状態におけるＵＬデータの送信技法を使用する。こ
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のとき、基地局は、端末のカバレッジレベルに対する安定した報告を保証するために、他
のＲＡＣＨリソースをカバレッジレベル報告の目的で構成し、それを端末に知らせること
ができる。
【０３３９】
　［Ｍｅｔｈｏｄ　１－３］基地局（またはｅＮＢもしくはｇＮＢ）が送信する専用シグ
ナリング（dedicated signaling）によるＷＵＳ　ＵＥサブグルーピングを行う方法
【０３４０】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－３では、端末のＵＥサブグルーピングがＵＥ固有（UE specific）
の専用シグナリングによって指示された場合に適用される方法を提案する。
【０３４１】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－３が適用される具体的な方法として、ＵＥ固有の専用シグナリング
は、端末が、ＲＲＣ接続を結ぶ過程またはＲＲＣ接続モードで得る専用ＲＲＣシグナリン
グである。このために、端末は、ＮＰＵＳＣＨ送信によりＵＥサブグルーピングの構成の
ために必要な情報（例えば、カバレッジレベル、サービスタイプ、能力など）を報告する
。
【０３４２】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－３が適用されるさらに他の具体的な方法として、ＵＥ固有の専用シ
グナリングは、端末がＲＡＣＨ手順（またはランダムアクセス手順）上でＭｓｇ２または
Ｍｓｇ４の段階で得る情報である。このために、端末は、Ｍｓｇ１またはＭｓｇ３の段階
でＵＥサブグルーピングの構成のために必要な情報（例えば、カバレッジレベル、サービ
スタイプ、能力など）を報告する。
【０３４３】
　［Ｍｅｔｈｏｄ　１－４］ＷＵＳが指示する対応チャネルの目的を基準としてＷＵＳの
ＵＥサブグルーピングを行う方法
【０３４４】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－４では、端末のＵＥサブグルーピングが、ＷＵＳが指示する対応チ
ャネルを基準として適用される方法を提案する。このとき、対応チャネルは、ＷＵＳが指
示する情報の対象になるチャネルを意味する。
【０３４５】
　能力報告
【０３４６】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－４が適用される具体的な方法として、ＵＥサブグルーピングの構成
のために、端末は、自体がサポートできる対応チャネルに対する能力を報告する。端末は
、該能力に関する情報を報告した後、基地局が別のシグナリンク情報を提供した場合に限
ってＵＥサブグルーピングを行う。一例として、別のシグナリング情報は、Ｍｅｔｈｏｄ
　１－３で提案したような専用シグナリングであるか、またはＳＩＢのようにＲＲＣアイ
ドルモードで得られる特定の対応チャネルのＷＵＳサポートの有無に関する可能（enable
）／不可能（disable）情報である。
【０３４７】
　ＵＥ動作および対応チャネル識別
【０３４８】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－４の方法が適用される場合、端末は、ＵＥサブグルーピングが決定
された後、自体のＵＥサブグループに該当するＷＵＳのみをモニタリングすることができ
る。このとき、ＷＵＳが指示しようとする対応チャネルが多数である場合は、端末は、次
の制御チャネルに含まれるビット情報もしくはマスクされたＲＮＴＩを比較して対応チャ
ネルに関する情報を区分するか、または次の制御チャネルが指示するデータチャネルによ
り対応チャネルに関する情報を最終確認することができる。
【０３４９】
　また、Ｍｅｔｈｏｄ　１－４の方法が適用される場合、端末は、ＵＥサブグルーピング
が決定された後、自体のＵＥサブグループに該当するＷＵＳとＵＥサブグルーピング能力
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に関係なくモニタリングできるＷＵＳとを全てモニタリングする。このとき、ＷＵＳが指
示する対応チャネルが多数である場合は、端末は、ＷＵＳリソース（例えば、時間、周波
数および／またはコードドメイン）の区分により、ＷＵＳが指示する対応チャネルを区分
することができる。特徴的な例として、端末は、ページングのためのＷＵＳをモニタリン
グする特定の時間リソース（例えば、ＰＯとのギャップおよび最大期間として決定された
サブフレーム区間）でシーケンス（および／または周波数）で区分されるページング以外
の目的のためのＷＵＳを同時にモニタリングすることができる。このとき、端末は、検出
したＷＵＳを基準として次の対応チャネルがどのような形態で送信されるかを把握するこ
とができる。
【０３５０】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－４におけるページングＤＣＩ以外の対応チャネルの例
【０３５１】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－４の一例として、上記定義された対応チャネルは、予め構成された
ＵＬ送信（例えば、ＳＰＳ（Semi-Persistent Scheduling））のためのＵＬリソースであ
ることができる。このとき、ＵＥサブグルーピングされたＷＵＳは、予め構成されたＵＬ
リソースの使用を活性化（activation）／非活性化（de-activation）するためのもので
あるか、または予め構成されたＵＬリソースに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫもしくは再送信の
有無を指示するためのものである。
【０３５２】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－４の一例として、上記定義された対応チャネルは、予め構成された
ＵＬ送信（例えば、ＳＰＳ）のためのＤＬリソースであることができる。このとき、ＵＥ
サブグルーピングされたＷＵＳは、予め構成されたＵＬ送信に関連する情報を提供するＤ
ＣＩの送信の有無を指示するためのものである。
【０３５３】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－４の一例として、上記定義された対応チャネルは、ＳＣ－ＰＴＭ（
Single Cell Point To Multipoint）においてＧ－ＲＮＴＩ（またはＳＣ－ＲＮＴＩ）に
よってマスクされたＤＣＩである。このとき、ＵＥサブグルーピングされたＷＵＳは、Ｇ
－ＲＮＴＩ（またはＳＣ－ＲＮＴＩ）によってマスクされたＤＣＩの送信の有無を指示す
るためのものであるか、またはＳＣ－ＭＴＣＨ（Single Cell Multicast Transport CHan
nel）（またはＳＣ－ＭＣＣＨ（Single Cell Multicast Control CHannel））の修正（mo
dification）の有無を指示するためのものである。このとき、Ｇ－ＲＮＴＩによってマス
クされたＤＣＩの送信の有無を指示する場合、互いに異なるＧ－ＲＮＴＩに対応するＵＥ
サブグループは、互いに異なることができる。ＳＣ－ＲＮＴＩによってマスクされたＤＣ
ＩとＧ－ＲＮＴＩによってマスクされたＤＣＩとが全てＵＥサブグルーピングされる場合
は、ＳＣ－ＲＮＴＩに対応するＵＥサブグループは、Ｇ－ＲＮＴＩに対応するＵＥサブグ
ループとは異なるように構成される。
【０３５４】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－４の一例として、上記定義された対応チャネルは、多重ＴＢ送信（
multi-TB transmission）構造を有するチャネルである。このとき、ＵＥサブグルーピン
グされたＷＵＳは、多重ＴＢ送信構造の使用を活性化／非活性化するためのものである。
あるいは、次の対応チャネルが多重ＴＢ送信をサポートするＤＣＩフォーマットであるか
、または単一ＴＢ送信（Single-TB transmission）をサポートするＤＣＩフォーマットで
あるかを指示するためのものである。このとき、多重ＴＢ送信は、１つのＤＣＩにより（
またはＤＣＩなしで予め構成されたリソースで）複数のトラフィックチャネル（例えば、
（Ｎ）ＰＤＳＣＨまたは（Ｎ）ＰＵＳＣＨ）をスケジューリングする送信構造を意味する
。
【０３５５】
　［Ｍｅｔｈｏｄ　１－５］端末がＵＥサブグルーピング情報を得たセル（またはキャリ
ア）のみを基準としてＷＵＳのＵＥサブグルーピングを行う方法
【０３５６】
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　Ｍｅｔｈｏｄ　１－５では、端末がＵＥサブグルーピング情報を得たセルに限ってＵＥ
サブグルーピングを適用する方法を提案する。このとき、ＮＢ－ＩｏＴの場合、ＵＥサブ
グルーピング情報がキャリア固有（carrier specific）に提供されると、セルの定義は、
キャリアに代替されて適用されることができる。
【０３５７】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－５の具体的な方法として、特定の基準（例えば、ＵＥ＿ＩＤ、カバ
レッジレベル、専用シグナリング、対応チャネルなど）によってＵＥサブグルーピングが
適用されるとき、端末は、ＵＥサブグルーピング情報が構成されたセルに限ってＵＥサブ
グルーピング関連動作を行い、そうではないセルについては、ＵＥサブグルーピング動作
を行わないことができる。このとき、端末は、隣接セルもしくは新しいセルでＵＥサブグ
ルーピング情報を得るまではＷＵＳに関連する動作を期待しないか、またはＵＥサブグル
ーピング基準と関係のないＵＥ共通にモニタリング可能なＷＵＳリソース（例えば、Ｒｅ
ｌ－１５で定義されたＷＵＳ）を用いてＷＵＳに関連する動作を行うことができる。
【０３５８】
　［Ｍｅｔｈｏｄ　１－６］最後にＵＬ送信および／またはＤＬ受信を行った後の経過時
間を基準としてＷＵＳのＵＥサブグルーピングを行う方法
【０３５９】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－６では、端末が最後のＵＬ送信および／またはＤＬ受信を終了した
時点を基準として特定のＵＥサブグループに含まれるようにし、その後、一定時間が経過
した後、他のＵＥサブグループに移されるか、またはＵＥサブグルーピングを次のＵＬ送
信および／もしくはＤＬ受信が終了するまで行わないようにする方法を提案する。提案す
る方法は、端末がトラフィックを送受信した後、一定時間の間に再度ページングされる可
能性が低い場合に有用である。
【０３６０】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－６が適用される具体的な方法として、ＵＬ送信および／またはＤＬ
受信の対象になるチャネルは、基地局および端末が送受信を確認できる場合に限って適用
される。一例として、ＥＤＴのように端末と基地局とが互いに情報をやり取りする場合、
ＨＡＲＱ－ＡＣＫチャネルにより特定チャネルの受信の有無をフィードバックできる場合
、またはＲＲＣ解放（解除）メッセージ（RRC Release message）のような場合がこれに
該当する。
【０３６１】
　［Ｍｅｔｈｏｄ　１－７］端末のＵＥサブグループインデックスをホッピングする方法
【０３６２】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－７では、各サブグループインデックスに対応する固定ＷＵＳリソー
スが存在するとき、端末のＷＵＳサブグループのインデックスが時間によってホッピング
する方法を提案する。これは、サブグルーピングのために使用されるＷＵＳリソース間で
特性や利得に差がある場合、端末が特定のＷＵＳリソースの使用による持続的な（contin
uous）性能低下を防止するためのものである。
【０３６３】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－７の具体的な方法として、端末は、各ＰＯごとに対応するＷＵＳの
サブグループインデックスをホッピングすることができる。このとき、選択されたサブグ
ループのインデックスは、ＷＵＳの送信が開始されて繰り返される間、一定に維持される
。
【０３６４】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－７の具体的な方法として、サブグループインデックスのホッピング
がＳＦＮ（System Frame Number）により決定される場合、ホッピング効果を得るために
、ｆｌｏｏｒ（ＳＦＮ／Ｔ）のような形態のパラメータが使用されることができる。特徴
的な一例として、サブグループインデックスのホッピングがＤＲＸサイクル周期で行われ
る場合、Ｔのサイズは、ＤＲＸサイクル値で決定される。ｆｌｏｏｒ（）は、床関数（fl
oor function）を示す。
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【０３６５】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－７の一例として、Ｍｅｔｈｏｄ　１－１で提案されたＵＥ＿ＩＤベ
ースの均等な分配方式が使用され、サブグループインデックスのホッピングが適用される
とき、サブグループインデックスを決定する方法は、ＭＴＣの場合は、Ｅｑ－１－７－ａ
－ＭＴＣ、ＮＢ－ＩｏＴの場合には、Ｅｑ－１－７－ａ－ＮＢのような形態で表現される
。
【０３６６】
　また、Ｍｅｔｈｏｄ　１－７の一例として、Ｍｅｔｈｏｄ　１－１に提案されたＵＥ＿
ＩＤベースの非均等な分配方式が使用され、サブグループインデックスのホッピングが適
用されるとき、サブグループインデックスを決定する方法は、ＭＴＣの場合は、Ｅｑ－１
－７－ｂ－ＭＴＣ、ＮＢ－ＩｏＴの場合には、Ｅｑ－１－７－ｂ－ＮＢのような形態で表
現される。
【０３６７】
　このとき、数式Ｅｑ－１－７－ａ－ＭＴＣ、Ｅｑ－１－７－ａ－ＮＢ、Ｅｑ－１－７－
ｂ－ＭＴＣおよびＥｑ－１－７－ｂ－ＮＢにおいて、βは、サブグループインデックスの
ホッピング効果を得るためのパラメータであって、時間軸で区分される基準値によって決
定される変数である。一例として、ＳＦＮおよびＤＲＸサイクルを基準として使用する場
合、β＝ｆｌｏｏｒ（ＳＦＮ／Ｔ）のような形態で定義される。βを除いた残りのパラメ
ータおよび動作方式は、Ｅｑ－１－１－ａ－ＭＴＣ、Ｅｑ－１－１－ａ－ＮＢ、Ｅｑ－１
－１－ｂ－ＭＴＣおよびＥｑ－１－１－ｂ－ＮＢに記載した内容を同様に使用することが
できる。
【０３６８】

【０３６９】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－７のような効果を得るための他の方法として、端末のサブグループ
のインデックスは固定しておき、各サブグループのインデックスとＷＵＳリソースとの間
の対応関係が時間によって変わる動作を使用することができる。
【０３７０】
　Ｇ．２　ＵＥサブグルーピング構成（sub-grouping configuration）
【０３７１】
　本発明では、ＷＵＳの送受信にＵＥサブグルーピングを適用するために、基地局が関連
情報を構成する方法および端末が行う動作を提案する。ＵＥサブグルーピングの構成のた
めの方法は、以下のＭｅｔｈｏｄ　２－１、Ｍｅｔｈｏｄ　２－２、Ｍｅｔｈｏｄ　２－
３およびＭｅｔｈｏｄ　２－４のうちのいずれか１つ、または複数が組み合わせられて使
用される。
【０３７２】
　［Ｍｅｔｈｏｄ　２－１］ＵＥサブグルーピング情報が適用される単位
【０３７３】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－１では、ＵＥサブグルーピングが構成される場合、適用される範囲
を決定する方法とそれに関連付けられる動作について提案する。
【０３７４】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－１において、ＵＥサブグルーピング情報が構成される単位は、セル
である。これは、シグナリングオーバーヘッドを減らすためのものである。あるいは、Ｗ
ＵＳにホッピングが適用される場合、ＷＵＳの送信位置（例えば、狭帯域、またはキャリ
ア）に関係なく同じＷＵＳの構成を維持するためのものである。
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【０３７５】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－１において、ＵＥサブグルーピング情報が構成される単位は、ＮＢ
－ＩｏＴの場合、キャリアである。これは、各キャリアごとにＷＵＳの繰り返しやパワー
ブースティング（電力ブースト）（power boosting）が可能か否か、または使用可能な（
可用の）リソース数が互いに異なるため、それらを考えたＵＥサブグルーピングの種類や
個数の調節または可能／不可能を適用するためのものである。キャリアの定義は、ＭＴＣ
の場合は、狭帯域に代替して同一に適用することができる。このとき、狭帯域間で周波数
ホッピングが適用された場合は、ＵＥサブグルーピングの基準は、ＷＵＳが指示する対応
チャネルが存在する狭帯域とすることができる。
【０３７６】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－１において、ＵＥサブグルーピングが構成される単位は、ＷＵＳが
指示する対応チャネルである。一例として、ＵＥサブグルーピングが適用される対象がペ
ージングである場合、ＵＥサブグルーピングがサポートされるキャリア（または狭帯域）
は、ページングが送信されるキャリアに限定される。あるいは、一例として、ＵＥサブグ
ルーピングが適用される対象がＳＣ－ＰＴＭ、ＳＰＳまたは多重ＴＢ送信である場合は、
各目的の送受信構造が動作するキャリア（または狭帯域）のみでＵＥサブグルーピング動
作が行われる。
【０３７７】
　［Ｍｅｔｈｏｄ　２－２］端末のギャップ能力によってＵＥサブグルーピングの適用が
決定される方法
【０３７８】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－２では、端末のＷＵＳからＰＯまでのギャップ能力（WUS-to-PO ga
p capability）によってＵＥサブグルーピング構成が区分される方法を提案する。このと
き、ＷＵＳからＰＯまでのギャップ能力は、ＷＵＳの終了サブフレームとＰＯとの間に構
成されたギャップサイズを決定するために使用されるＵＥ能力を意味し、３ＧＰＰ　ＴＳ
　３６．３０４　Ｖ１５．０．０に定義された内容に従う。
【０３７９】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－２が適用される具体的な方法として、ＵＥサブグルーピングに関連
する構成は、ＷＵＳからＰＯまでのギャップ能力ごとに独立して行われることができる。
一例として、ＵＥサブグルーピング関連の構成情報を含む上位層シグナリングは、各ＷＵ
ＳからＰＯまでのギャップ能力ごとに独立したフィールドを有するように設計される。
【０３８０】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－２が適用される具体的な方法として、特定のＷＵＳからＰＯまでの
ギャップ能力を有する端末は、ＵＥサブグルーピングが適用されないことができる。一例
として、大きいギャップが可能（larger gap capable）（例えば、ｅＤＲＸの状況におい
て、｛１ｓ、２ｓ｝サイズのＷＵＳ　ｔｏ　ＰＯ　ｇａｐの設定が可能）な端末の場合、
ＵＥサブグルーピングが適用されないようにすることができる。あるいは、逆の例として
、短いギャップが可能（shorter gap capable）（例えば、ｅＤＲＸの状況において、｛
１ｓ、２ｓ｝サイズのＷＵＳ　ｔｏ　ＰＯ　ｇａｐの設定が不可能）な端末の場合は、Ｕ
Ｅサブグルーピングが適用されないことができる。
【０３８１】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－２で提案する方法は、ＷＵＳからＰＯまでのギャップ能力（WUS to
 PO gap capability）によってＷＵＳ検出器の具現複雑度および性能に差があり、相対的
に低い要求条件を必要とする能力を有する端末（例えば、ｌａｒｇｅｒ　ＣＡＰ　ｃａｐ
ａｂｉｌｉｔｙ）の場合は、ＵＥサブグルーピングを行うために端末の複雑度の増加やＷ
ＵＳ検出性能の劣化を減らすためのものである。あるいは、短いギャップ能力を有する端
末の場合は、ＷＵＳの速い検出後、対応チャネルをモニタリングするための準備動作のた
めに必要な時間を十分に確保するために、ＵＥサブグルーピングによるＷＵＳ検出性能の
劣化を減らすためのものである。
【０３８２】
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　［Ｍｅｔｈｏｄ　２－３］基地局が構成したギャップサイズによってＵＥサブグルーピ
ングの適用が決定される方法
【０３８３】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－３では、端末のＷＵＳからＰＯまでのギャップ（WUS to PO gap）
の構成されたサイズによって、ＵＥサブグルーピング構成が区分される方法を提案する。
このとき、ＷＵＳからＰＯまでのギャップのサイズは、ＷＵＳの終了サブフレームとＰＯ
との間に構成されたギャップサイズを意味し、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３０４　Ｖ１５．
０．０に定義された値を使用することができる。
【０３８４】
　すなわち、Ｍｅｔｈｏｄ　２－３で言及するギャップは、上述したＷＵＳタイミングの
例示関連の図面（例えば、図２５）に表現されたギャップを意味する。
【０３８５】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－３が適用される具体的な方法として、ＵＥサブグルーピングに関連
する構成は、ＷＵＳからＰＯまでのギャップサイズごとに独立して行われることができる
。一例として、基地局は、１つのＰＯに対応する２つ以上のギャップを構成して運用する
ことができ、ＵＥサブグルーピング関連の構成情報を含む上位層シグナリングは、各ＷＵ
ＳからＰＯまでのギャップサイズごとに独立したフィールドを有するように設計される。
【０３８６】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－３が適用される具体的な方法として、特定のＷＵＳからＰＯまでの
ギャップサイズについては、ＵＥサブグルーピングが適用されないことができる。一例と
して、大きいギャップ（例えば、ｅＤＲＸ状況で構成された｛１ｓ、２ｓ｝サイズのギャ
ップ）の場合、ＵＥサブグルーピングが適用されないことができる。これは、大きいギャ
ップの場合、低い複雑度で動作可能な他のＷＵＳ受信器の構造を適用することができ、こ
の場合、ＵＥサブグルーピングによるＷＵＳの性能劣化が相対的に深刻であるためである
。逆の例として、短いギャップ（例えば、構成されたギャップサイズが｛４０ｍｓ、８０
ｍｓ、１６０ｍｓ、２４０ｍｓ｝）である場合は、ＵＥサブグルーピングが適用されない
ことができる。これは、短いギャップの場合、ＷＵＳとＰＯとの間の余裕の空間が相対的
に不足するので、ＵＥサブグルーピングを行う代わりに、実際の送信期間（actual trans
mission duration）を減らして余裕の空間を確保するためのものである。
【０３８７】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－３が適用されるさらに他の具体的な方法として、端末がｅＤＲＸ動
作を行うか否かが適用されることができる。一例として、ｅＤＲＸである場合、ＵＥサブ
グルーピングを適用しないことができる。これは、ｅＤＲＸの場合、ＷＵＳがページング
をミスすると、次のページング送信可能時点まで発生する遅延が致命的であるため、ＵＥ
サブグルーピングによるＷＵＳ検出性能の劣化を防止するためのものである。また、同じ
目的の他の方法として、ｅＤＲＸ動作のためのＵＥサブグルーピングがＤＲＸ動作におけ
るＵＥサブグルーピングと区分される他の構成を使用することもできる。
【０３８８】
　［Ｍｅｔｈｏｄ　２－４］ＵＥサブグルーピングのために端末が自体の移動性関連情報
を報告する方法
【０３８９】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－４では、端末がＵＥサブグルーピングのための自体の移動性関連情
報を報告する方法を提案する。このとき、移動性は、端末の物理的な位置移動などによる
通信チャネルの環境変化を意味する。
【０３９０】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－４が適用される具体的な方法として、端末は、自体の移動性に基づ
いてＵＥサブグルーピングを行うか否かを直接判断し、これを基地局に報告することがで
きる。基地局は、端末の移動性に基づくＵＥサブグルーピング要求報告が存在する場合、
該当端末に対するＵＥサブグルーピング関連動作を適用してＷＵＳを送信する。端末は、
自体がＷＵＳを期待する送信位置でＵＥサブグルーピング動作が可能であることを認知し
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ており、自体の移動性に基づくＵＥサブグループ可能報告を基地局に送信した後から、Ｕ
Ｅサブグルーピング関連動作を行うことができる。あるいは、報告に対する他の確認シグ
ナリングを受信した後、ＵＥサブグルーピングを開始することができる。この方法におい
て、端末がＵＥサブグルーピングの有無を決定するための基準の移動性には、（１）標準
により予め決められた基準が使用されるか、または（２）基地局の上位層シグナリングに
より構成した基準が使用される。
【０３９１】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－４が適用される具体的な方法として、端末は、自体の移動性に関す
る情報を基地局に報告し、基地局は、それに基づいてＵＥサブグルーピング適用の有無を
判断して端末にそれを構成することができる。端末は、自体が測定した移動性の情報を報
告した後、基地局のＵＥサブグルーピング適用の有無に対するシグナリングを期待するこ
とができる。ＵＥサブグルーピングに関連する情報を得た場合は、端末は、受信した情報
によってＵＥサブグルーピングの適用の有無を決定することができる。ＵＥサブグルーピ
ングに関する情報を得られなかった場合は、端末は、ＵＥサブグルーピング関連動作を期
待せず、共通ＷＵＳ（例えば、ＵＥサブグループに関係なく全てのＷＵＳ可能な端末が認
知できるＷＵＳ）をモニタリングすることができる。
【０３９２】
　Ｍｅｔｈｏｄ　２－４の適用は、特徴的には、基地局が複数の基準または目的でＵＥサ
ブグルーピングを運用する場合、移動性に基づく報告は、特定ＵＥのサブグルーピング基
準（sub-grouping criteria）に限定して反映される。一例として、移動性が存在する端
末では、カバレッジレベルが時間によって変わるので、カバレッジレベルを基準とするＵ
Ｅサブグルーピングの場合、移動性に基づく報告によって適用が決定される。反面、ＵＥ
＿ＩＤのような基準は、端末の移動性に大きな関連性がなく適用できるので、移動性に基
づく報告情報に関係なく常に適用することができる。
【０３９３】
　Ｇ．３　本発明による方法のフローチャート
【０３９４】
　図２６は、本発明による方法のフローチャートである。図２６では、端末（ＵＥ）を中
心として説明しているが、図２６に示された動作に対応する動作は、基地局（ＢＳ）によ
り行われることもできる。上述したように、本発明によるＭｅｔｈｏｄ　１－１ないしＭ
ｅｔｈｏｄ　１－７は、独立して行われるか、または１つもしくは複数を組み合わせて行
われることもできる。
【０３９５】
　Ｓ２６０２の段階において、端末は、ＷＵＳ（Wake Up Signal）のためのＵＥサブグル
ーピングに基づいてＷＵＳリソースを決定する。
【０３９６】
　一例として、Ｓ２６０２の段階において、端末は、該端末の識別情報（例えば、ＵＥ＿
ＩＤ）に基づいてＷＵＳリソースを指示するインデックス情報（例えば、ＵＥサブグルー
プインデックス情報ｃg）を決定し、該決定されたインデックス情報に基づいて端末のサ
ブグループに関連するＷＵＳリソースを決定する（例えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１－１関連の
説明を参照）。例えば、端末がＭＴＣ（Machine Type Communication）をサポートする場
合、ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、端末の識別情報（例えば、ＵＥ＿Ｉ
Ｄ）、端末のＤＲＸ（Discontinuous Reception）サイクルに関連するパラメータ（例え
ば、Ｎ、ＮS）、ページング狭帯域の数に関する情報（例えば、Ｎn）およびＷＵＳのため
のＵＥグループ数に関する情報（例えば、ＮSG）に基づいて決定される（例えば、Ｅｑ－
１－１－ａ－ＭＴＣを参照）。あるいは、端末がＭＴＣをサポートする場合、ＷＵＳリソ
ースを指示するインデックス情報は、端末の識別情報（例えば、ＵＥ＿ＩＤ）、端末のＤ
ＲＸサイクルに関連するパラメータ（例えば、Ｎ、Ｎs）、ページング狭帯域の数に関す
る情報（例えば、Ｎn）およびＷＵＳのための全てのＵＥサブグループの重みの総和に関
する情報（例えば、ＷWUS）に基づいて決定される（例えば、Ｅｑ－１－１－ｂ－ＭＴＣ
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を参照）。他の例として、端末がＮＢ－ＩｏＴ（NarrowBand Internet of Things）をサ
ポートする場合、ＷＵＳリソースを指示するインデックス情報は、端末の識別情報（例え
ば、ＵＥ＿ＩＤ）、ＵＥのＤＲＸサイクルに関連するパラメータ（例えば、Ｎ、Ｎs）、
ページングキャリアのための重みの総和（例えば、Ｗ）およびＷＵＳのためのＵＥグルー
プの数に関する情報（例えば、ＮSG）に基づいて決定される（例えば、Ｅｑ－１－１－ａ
－ＮＢを参照）。あるいは、端末がＮＢ－ＩｏＴをサポートする場合は、ＷＵＳリソース
を指示するインデックス情報は、端末の識別情報（例えば、ＵＥ＿ＩＤ）、端末のＤＲＸ
サイクルに関連するパラメータ（例えば、Ｎ、Ｎs）、ページングキャリアのための重み
の総和（例えば、Ｗ）およびＷＵＳのための全てのＵＥサブグループの重みの総和に関す
る情報（例えば、ＷWUS）に基づいて決定される（例えば、Ｅｑ－１－１－ｂ－ＮＢを参
照）。
【０３９７】
　これとは独立してまたはさらに、Ｓ２６０２の段階において、端末は、カバレッジレベ
ルに基づいてＷＵＳリソースを決定することができる（例えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１－２を
参照）。例えば、カバレッジレベルは、端末の無線チャネル環境の状態を意味し、特徴的
な例として、端末が測定したＲＳＲＰ／ＲＳＲＱのような測定値であるか、または端末が
ＵＬチャネルやＤＬチャネルを送受信するために使用した繰り返し（repetition）のサイ
ズなどが使用される。
【０３９８】
　これとは独立してまたはさらに、Ｓ２６０２の段階において、端末は、基地局からＵＥ
固有の専用シグナリング（UE specific dedicated signaling）を受信し、該専用シグナ
リングによってＵＥサブグルーピングが指示された場合、ＰＵＳＣＨ（例えば、ＮＰＵＳ
ＣＨ）またはＭｓｇ１もしくはＭｓｇ３によりＵＥサブグルーピングの構成のための情報
（例えば、カバレッジレベル、サービスタイプ、能力など）を報告することができる（例
えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１－３を参照）。
【０３９９】
　これとは独立してまたはさらに、Ｓ２６０２の段階において、端末は、ＵＥサブグルー
ピング情報を得たセル（またはキャリア）のみについて、ＵＥサブグルーピングに基づい
てＷＵＳリソースを決定することができる（例えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１－５を参照）。
【０４００】
　これとは独立してまたはさらに、Ｓ２６０２段階において、端末は、最後のＵＬ送信お
よび／またはＤＬ受信を終了した時点を基準としてＵＥサブグループを決定し、ＵＥサブ
グループに対応するＷＵＳリソースを決定することができる（例えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１
－６を参照）。
【０４０１】
　これとは独立してまたはさらに、Ｓ２６０２の段階において、端末は、ＵＥサブグルー
プのインデックス情報および／またはそれに対応するＷＵＳリソースを時間によってホッ
ピングすることができる（例えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１－７を参照）。より具体的には、Ｕ
Ｅサブグループのインデックス情報および／またはそれに対応するＷＵＳリソースは、Ｓ
ＦＮ（System Frame Number）に基づいて決定される（例えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１－７を
参照）。
【０４０２】
　これとは独立してまたはさらに、ＷＵＳは、ページング信号だけではなく、チャネルの
送受信を指示するために使用され、端末は、ＷＵＳが指示するチャネル（例えば、対応チ
ャネル（corresponding channel））に基づいてＷＵＳリソースを決定する（例えば、Ｍ
ｅｔｈｏｄ　１－４を参照）。この場合、端末は、ＵＥサブグルーピングのためにサポー
ト可能なチャネル（例えば、対応チャネル）に対する能力を基地局に報告し、基地局は、
他のシグナリング情報により端末にＵＥサブグルーピングに基づいてＷＵＳリソースを決
定するように指示することができる（例えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１－４を参照）。
【０４０３】
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　Ｓ２６０４の段階において、端末は、決定されたＷＵＳリソースに基づいてＷＵＳをモ
ニタリングする。例えば、端末は、Ｓ２６０２の段階で決定されたインデックス情報（例
えば、ＵＥサブグループインデックス情報ｃg）に基づいて（またはインデックス情報が
指示するＷＵＳリソースに基づいて）、ＷＵＳをモニタリングする（例えば、Ｍｅｔｈｏ
ｄ　１－１を参照）。あるいは、例えば、端末は、Ｓ２６０２の段階で決定されたカバレ
ッジレベルに対応するＷＵＳリソースに基づいて、ＷＵＳをモニタリングすることができ
る（例えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１－２を参照）。
【０４０４】
　これとは独立してまたはさらに、時間によってＷＵＳリソースを指示するインデックス
情報（例えば、ＵＥサブグループインデックス情報ｃg）（および／またはこれに対応す
るＷＵＳリソース）が時間によってホッピングする場合、端末は、ホッピングするインデ
ックス情報（および／またはこれに対応するＷＵＳリソース）に基づいてＷＵＳをモニタ
リングすることができる（例えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１－７を参照）。
【０４０５】
　Ｓ２６０４の段階において、端末がＷＵＳを検出した場合、Ｓ２６０６の段階で、端末
は、検出されたＷＵＳに関連するページング機会（paging occasion）においてページン
グ信号を受信する。上述したように、ＷＵＳは、ページング信号の送受信の有無を指示す
るために使用され、ページング信号以外のチャネル（例えば、対応チャネル）の送受信の
有無を指示するために使用されることもできる（例えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１－４を参照）
。例えば、ＷＵＳに関連するチャネル（例えば、対応チャネル）は、予め構成された（pr
e-configured）ＵＬ送信（例えば、ＳＰＳ）のためのＵＬリソース、予め構成されたＤＬ
送信（例えば、ＳＰＳ）のためのＤＬリソース、ＳＣ－ＰＴＭでＧ－ＲＮＴＩ（またはＳ
Ｃ－ＲＮＴＩ）によってマスクされたＤＣＩ、ＳＣ－ＭＴＣＨ（またはＳＣ－ＭＣＣＨ）
および／または多重ＴＢ送信構造を有するチャネルである（例えば、Ｍｅｔｈｏｄ　１－
４を参照）。ＷＵＳに関連するチャネル（例えば、対応チャネル）が多数である場合、端
末は、制御チャネルに含まれるビット情報、制御チャネルにマスクされたＲＮＴＩ、制御
チャネルが指示するデータチャネルにより受信される情報および／またはＷＵＳリソース
に基づいてＷＵＳに関連するチャネルを決定して受信することができる（例えば、Ｍｅｔ
ｈｏｄ　１－４を参照）。
【０４０６】
　Ｓ２６０４の段階において、端末がＷＵＳを検出できない場合、端末は、Ｓ２６０６の
段階でＷＵＳに関連するページング信号の受信を省略（skip）することができる。
【０４０７】
　また、（ＷＵＳを受信した）ＵＥは、上述したＤＲＸ動作および／またはセル再選択（
cell reselection）動作をさらに行うことができる。
【０４０８】
　Ｍｅｔｈｏｄ　１－１ないしＭｅｔｈｏｄ　１－７で説明した動作および／またはそれ
らの組み合わせが図２６の段階で行われ、図２６に関する説明は、Ｍｅｔｈｏｄ　１－１
ないしＭｅｔｈｏｄ　１－７に関する説明を全て参照として含む。
【０４０９】
　Ｇ．４　本発明が適用される通信システムおよび装置
【０４１０】
　これに限られないが、この明細書に開示された本発明の様々な説明、機能、手順、提案
、方法および／またはフローチャートは、機器間無線通信／接続（例えば、５Ｇ）を必要
とする様々な分野に適用されることができる。
【０４１１】
　以下、図面を参照しながらより具体的に説明する。以下の図／説明において、同じ図面
符号は、特に言及しない限り、同一もしくは対応するハードウェアブロック、ソフトウェ
アブロックまたは機能ブロックを例示する。
【０４１２】
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　図２７は、本発明に適用される通信システム１を例示する。
【０４１３】
　図２７を参照すると、本発明に適用される通信システム１は、無線機器、基地局および
ネットワークを含む。ここで、無線機器は、無線アクセス技術（例えば、５Ｇ　ＮＲ、Ｌ
ＴＥ）を用いて通信を行う機器を意味し、通信／無線／５Ｇ機器とも称される。これに限
られないが、無線機器は、ロボット１００ａ、車両１００ｂ－１，１００ｂ－２、ＸＲ（
eXtended Reality）機器１００ｃ、携帯機器（Hand-held device）１００ｄ、家電１００
ｅ、ＩｏＴ（Internet of Thing）機器１００ｆおよびＡＩ機器／サーバ４００を含む。
例えば、車両は、無線通信機能が備えられた車両、自律走行車両、車両間通信を行える車
両などを含む。ここで、車両は、ＵＡＶ（Unmanned Aerial Vehicle）（例えば、ドロー
ン）を含む。ＸＲ機器は、ＡＲ（Augmented Reality）／ＶＲ（Virtual Reality）／ＭＲ
（Mixed Reality）機器を含み、ＨＭＤ（Head-Mounted Device）、車両に備えられたＨＵ
Ｄ（Head-Up Display）、ＴＶ、スマートホン、コンピュータ、ウェアラブルデバイス、
家電機器、デジタル看板、車両、ロボットなどの形態で具現される。携帯機器は、スマー
トホン、スマートパッド、ウェアラブル機器（例えば、スマートウォッチ、スマートグラ
ス）、コンピュータ（例えば、ノートブックパソコンなど）などを含む。家電は、ＴＶ、
冷蔵庫、洗濯機などを含む。ＩｏＴ機器は、センサ、スマートメータなどを含む。例えば
、基地局、ネットワークは、無線機器としても具現され、特定の無線機器２００ａは、他
の無線機器にとって基地局／ネットワークノードとして動作することもできる。
【０４１４】
　無線機器１００ａ～１００ｆは、基地局２００を介してネットワーク３００に接続され
る。無線機器１００ａ～１００ｆには、ＡＩ（Artificial Intelligence）技術が適用さ
れ、無線機器１００ａ～１００ｆは、ネットワーク３００を介してＡＩサーバ４００に接
続される。ネットワーク３００は、３Ｇネットワーク、４Ｇ（例えば、ＬＴＥ）ネットワ
ークまたは５Ｇ（例えば、ＮＲ）ネットワークなどを用いて構成される。無線機器１００
ａ～１００ｆは、基地局２００／ネットワーク３００を介して互いに通信できるが、基地
局／ネットワークを介することなく、直接通信することもできる（例えば、サイドリンク
通信）。例えば、車両１００ｂ－１、１００ｂ－２は、直接通信することができる（例え
ば、Ｖ２Ｖ（Vehicle to Vehicle）／Ｖ２Ｘ（Vehicle To Everything）通信）。また、
ＩｏＴ機器（例えば、センサ）は、他のＩｏＴ機器（例えば、センサ）または他の無線機
器１００ａ～１００ｆと直接通信することができる。
【０４１５】
　無線機器１００ａ～１００ｆ／基地局２００、基地局２００／基地局２００の間では無
線通信／接続１５０ａ、１５０ｂ、１５０ｃが行われる。ここで、無線通信／接続は、上
り／下りリンク通信１５０ａおよびサイドリンク通信１５０ｂ（または、Ｄ２Ｄ通信）、
基地局間の通信１５０ｃ（例えば、ｒｅｌａｙ、ＩＡＢ（Integrated Access Backhaul）
などの様々な無線アクセス技術により行われる（例えば、５Ｇ　ＮＲ）。無線通信／接続
１５０ａ、１５０ｂ、１５０ｃにより、無線機器と基地局／無線機器と、基地局と基地局
と、は互いに無線信号を送信／受信することができる。例えば、無線通信／接続１５０ａ
、１５０ｂ、１５０ｃは、様々な物理チャネルを介して信号を送信／受信することができ
る。このために、本発明の様々な提案に基づいて、無線信号の送信／受信のための様々な
構成情報の設定過程、様々な信号処理過程（例えば、チャネル符号化／復号、変調／復調
、リソースマッピング／デマッピングなど）、リソース割り当て過程のうちのいずれか１
つが行われる。
【０４１６】
　図２８は、本発明に適用可能な無線機器を例示する。
【０４１７】
　図２８を参照すると、第１無線機器１００と第２無線機器２００とは、様々な無線アク
セス技術（例えば、ＬＴＥ、ＮＲ）により無線信号を送受信する。ここで、｛第１無線機
器１００、第２無線機器２００｝は、図２７の｛無線機器１００ａ～１００ｆ、基地局２
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００｝および／または｛無線機器１００ａ～１００ｆ、無線機器１００ａ～１００ｆ｝に
対応する。
【０４１８】
　第１無線機器１００は、１つもしくは複数のプロセッサ１０２ならびに１つもしくは複
数のメモリ１０４を含み、さらに、１つもしくは複数の送受信器１０６ならびに／または
１つもしくは複数のアンテナ１０８を含む。プロセッサ１０２は、メモリ１０４および／
または送受信器１０６を制御し、この明細書に開示された説明、機能、手順、提案、方法
および／またはフローチャートを具現するように構成される。例えば、プロセッサ１０２
は、メモリ１０４内の情報を処理して第１情報／信号を生成した後、送受信器１０６で第
１情報／信号を含む無線信号を送信する。また、プロセッサ１０２は、送受信器１０６で
第２情報／信号を含む無線信号を受信した後、第２情報／信号の信号処理から得た情報を
メモリ１０４に記憶する。メモリ１０４は、プロセッサ１０２に接続され、プロセッサ１
０２の動作に関連する様々な情報を記憶する。例えば、メモリ１０４は、プロセッサ１０
２により制御されるプロセスのうちの一部もしくは全部を行うか、または、この明細書に
開示された説明、機能、手順、提案、方法および／もしくはフローチャートを行うための
命令を含むソフトウェアコードを記憶する。ここで、プロセッサ１０２およびメモリ１０
４は、無線通信技術（例えば、ＬＴＥ、ＮＲ）を具現するように設計された通信モデム／
回路／チップの一部である。送受信器１０６は、プロセッサ１０２に接続され、１つまた
は複数のアンテナ１０８により無線信号を送信および／または受信する。送受信器１０６
は、送信器および／または受信器を含む。送受信器１０６は、ＲＦ（Radio Frequency）
ユニットとも混用することができる。本発明において、無線機器は、通信モデム／回路／
チップを意味することもできる。
【０４１９】
　第２無線機器２００は、１つもしくは複数のプロセッサ２０２ならびに１つもしくは複
数のメモリ２０４を含み、さらに、１つもしくは複数の送受信器２０６ならびに／または
１つもしくは複数のアンテナ２０８を含む。プロセッサ２０２は、メモリ２０４および／
または送受信器２０６を制御し、この明細書に開示された説明、機能、手順、提案、方法
および／またはフローチャートを具現するように構成される。例えば、プロセッサ２０２
は、メモリ２０４内の情報を処理して第３情報／信号を生成した後、送受信器２０６で第
３情報／信号を含む無線信号を送信する。また、プロセッサ２０２は、送受信器２０６で
第４情報／信号を含む無線信号を受信した後、第４情報／信号の信号処理から得た情報を
メモリ２０４に記憶する。メモリ２０４は、プロセッサ２０２に接続され、プロセッサ２
０２の動作に関連する様々な情報を記憶する。例えば、メモリ２０４は、プロセッサ２０
２により制御されるプロセスのうちの一部もしくは全部を行うか、またはこの明細書に開
示された説明、機能、手順、提案、方法および／もしくはフローチャートを行うための命
令を含むソフトウェアコードを記憶する。ここで、プロセッサ２０２およびメモリ２０４
は、無線通信技術（例えば、ＬＴＥ、ＮＲ）を具現するように設計された通信モデム／回
路／チップの一部である。送受信器２０６は、プロセッサ２０２に接続され、１つまたは
複数のアンテナ２０８により無線信号を送信および／または受信する。送受信器２０６は
、送信器および／または受信器を含む。送受信器２０６は、ＲＦユニットとも混用するこ
とができる。本発明において、無線機器は、通信モデム／回路／チップを意味することも
できる。
【０４２０】
　以下、無線機器１００，２００のハードウェア要素についてより具体的に説明する。こ
れに限られないが、１つまたは複数のプロトコル階層が１つまたは複数のプロセッサ１０
２，２０２により具現される。例えば、１つまたは複数のプロセッサ１０２，２０２は、
１つまたは複数の層（例えば、ＰＨＹ、ＭＡＣ、ＲＬＣ、ＰＤＣＰ、ＲＲＣ、ＳＤＡＰの
ような機能的階層）を具現する。１つまたは複数のプロセッサ１０２，２０２は、この明
細書に開示された説明、機能、手順、提案、方法および／またはフローチャートによって
、１つもしくは複数のＰＤＵ（Protocol Data Unit）ならびに／または１つもしくは複数
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のＳＤＵ（Service Data Unit）を生成する。１つまたは複数のプロセッサ１０２，２０
２は、この明細書に開示された説明、機能、手順、提案、方法および／またはフローチャ
ートによって、メッセージ、制御情報、データまたは情報を生成する。１つまたは複数の
プロセッサ１０２，２０２は、この明細書に開示された機能、手順、提案および／または
方法によって、ＰＤＵ、ＳＤＵ、メッセージ、制御情報、データまたは情報を含む信号（
例えば、ベースバンド信号）を生成して、１つまたは複数の送受信器１０６，２０６に提
供する。１つまたは複数のプロセッサ１０２，２０２は、１つまたは複数の送受信器１０
６，２０６から信号（例えば、ベースバンド信号）を受信して、この明細書に開示された
説明、機能、手順、提案、方法および／またはフローチャートによって、ＰＤＵ、ＳＤＵ
、メッセージ、制御情報、データまたは情報を得ることができる。
【０４２１】
　１つまたは複数のプロセッサ１０２，２０２は、コントローラ、マイクロコントローラ
、マイクロプロセッサまたはマイクロコンピュータとも称される。１つまたは複数のプロ
セッサ１０２，２０２は、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェアまたはこれらの
組み合わせにより具現される。一例として、１つもしくは複数のＡＳＩＣ（Application 
Specific Integrated Circuit）、１つもしくは複数のＤＳＰ（Digital Signal Processo
r）、１つもしくは複数のＤＳＰＤ（Digital Signal Processing Device）、１つもしく
は複数のＰＬＤ（Programmable Logic Device）、または１つもしくは複数のＦＰＧＡ（F
ield Programmable Gate Arrays）が、１つまたは複数のプロセッサ１０２，２０２に含
まれる。この明細書に開示された説明、機能、手順、提案、方法および／またはフローチ
ャートは、ファームウェアまたはソフトウェアを使用して具現され、ファームウェアまた
はソフトウェアは、モジュール、手順、機能などを含むように具現される。この明細書に
開示された説明、機能、手順、提案、方法および／またはフローチャートを行うように設
定されたファームウェアまたはソフトウェアは、１つもしくは複数のプロセッサ１０２，
２０２に含まれるか、または１つもしくは複数のメモリ１０４，２０４に記憶されて１つ
もしくは複数のプロセッサ１０２，２０２により駆動される。この明細書に開示された説
明、機能、手順、提案、方法および／またはフローチャートは、コード、命令語（instru
ction）および／または命令語の集合の形態で、ファームウェアまたはソフトウェアを使
用して具現される。
【０４２２】
　１つまたは複数のメモリ１０４，２０４は、１つまたは複数のプロセッサ１０２，２０
２に接続され、様々な形態のデータ、信号、メッセージ、情報、プログラム、コード、指
示および／または命令を記憶することができる。１つまたは複数のメモリ１０４，２０４
は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ、ハードドライブ、レジスタ、キャ
ッシュメモリ、コンピュータ読み取り記憶媒体および／またはこれらの組み合わせにより
構成される。１つまたは複数のメモリ１０４，２０４は、１つまたは複数のプロセッサ１
０２，２０２の内部および／または外部に位置する。また、１つまたは複数のメモリ１０
４，２０４は、有線または無線接続のような様々な技術により１つまたは複数のプロセッ
サ１０２，２０２に接続される。
【０４２３】
　１つまたは複数の送受信器１０６，２０６は、１つまたは複数の他の装置に、この明細
書における方法および／またはフローチャートなどで言及されたユーザデータ、制御情報
、無線信号／チャネルなどを送信することができる。１つまたは複数の送受信器１０６，
２０６は、１つまたは複数の他の装置からこの明細書で開示された説明、機能、手順、提
案、方法および／またはフローチャートなどで言及されるユーザデータ、制御情報、無線
信号／チャネルなどを受信することができる。例えば、１つまたは複数の送受信器１０６
，２０６は、１つまたは複数のプロセッサ１０２，２０２に接続され、無線信号を送受信
することができる。例えば、１つまたは複数のプロセッサ１０２，２０２は、１つまたは
複数の送受信器１０６，２０６が、１つまたは複数の他の装置に、ユーザデータ、制御情
報または無線信号を送信するように制御することができる。また、１つまたは複数のプロ
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セッサ１０２，２０２は、１つまたは複数の送受信器１０６，２０６が、１つまたは複数
の他の装置から、ユーザデータ、制御情報または無線信号を受信するように制御すること
ができる。また、１つまたは複数の送受信器１０６，２０６は、１つまたは複数のアンテ
ナ１０８，２０８に接続され、１つまたは複数の送受信器１０６，２０６は、１つまたは
複数のアンテナ１０８，２０８により、この明細書に開示された説明、機能、手順、提案
、方法および／またはフローチャートなどで言及されるユーザデータ、制御情報、無線信
号／チャネルなどを送受信するように設定される。この明細書において、１つまたは複数
のアンテナは、複数の物理アンテナであるか、複数の論理アンテナ（例えば、アンテナポ
ート）である。１つまたは複数の送受信器１０６，２０６は、受信したユーザデータ、制
御情報、無線信号／チャネルなどを１つまたは複数のプロセッサ１０２，２０２を用いて
処理するために、受信した無線信号／チャネルなどをＲＦバンド信号からベースバンド信
号に変換する（Convert）。１つまたは複数の送受信器１０６，２０６は、１つまたは複
数のプロセッサ１０２，２０２を用いて処理されたユーザデータ、制御情報、無線信号／
チャネルなどを、ベースバンド信号からＲＦバンド信号に変換する。このために、１つま
たは複数の送受信器１０６，２０６は、（アナログ）オシレータおよび／またはフィルタ
を含む。
【０４２４】
　図２９は、本発明に適用される無線機器の他の例を示す。無線機器は、使用例／サービ
スによって様々な形態で具現される（図２７を参照）。
【０４２５】
　図２９を参照すると、無線機器１００，２００は、図２８の無線機器１００，２００に
対応し、様々な要素（element）、成分（component）、ユニット／部および／またはモジ
ュールで構成される。例えば、無線機器１００，２００は、通信部１１０、制御部１２０
、メモリ部１３０および追加要素１４０を含む。通信部は、通信回路１１２および送受信
器１１４を含む。例えば、通信回路１１２は、図２８における１つもしくは複数のプロセ
ッサ１０２，２０２ならびに／または１つもしくは複数のメモリ１０４，２０４を含む。
例えば、送受信器１１４は、図２８の１つもしくは複数の送受信器１０６，２０６ならび
に／または１つもしくは複数のアンテナ１０８，２０８を含む。制御部１２０は、通信部
１１０、メモリ部１３０および追加要素１４０に電気的に接続され、無線機器の諸般動作
を制御する。例えば、制御部１２０は、メモリ部１３０に記憶されたプログラム／コード
／命令／情報に基づいて無線機器の電気的／機械的動作を制御する。また、制御部１２０
は、メモリ部１３０に記憶された情報を通信部１１０により外部（例えば、他の通信機器
）に無線／有線インターフェースにより送信するか、または通信部１１０により外部（例
えば、他の通信機器）から無線／有線インターフェースにより受信した情報をメモリ部１
３０に記憶する。
【０４２６】
　追加要素１４０は、無線機器の種類によって様々に構成される。例えば、追加要素１４
０は、パワーユニット／バッテリ、入出力部（I/O unit）、駆動部およびコンピュータ部
のうちのいずれか１つを含む。これに限られないが、無線機器は、ロボット（図２７、１
００ａ）、車両（図２７、１００ｂ－１、１００ｂ－２）、ＸＲ機器（図２７、１００ｃ
）、携帯機器（図２７、１００ｄ）、家電（図２７、１００ｅ）、ＩｏＴ機器（図２７、
１００ｆ）、デジタル放送用端末、ホログラム装置、公共安全装置、ＭＴＣ装置、医療装
置、フィンテック装置（または金融装置）、セキュリティ（保安）装置、気候／環境装置
、ＡＩサーバ／機器（図２７、４００）、基地局（図２７、２００）およびネットワーク
ノードなどの形態で具現される。無線機器は、使用例／サービスによって移動可能である
か、または固定した場所で使用される。
【０４２７】
　図２９において、無線機器１００，２００内の様々な要素、成分、ユニット／部および
／またはモジュールは、全体が有線インターフェースにより互いに接続されるか、または
少なくとも一部が通信部１１０により無線接続される。例えば、無線機器１００，２００
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内で、制御部１２０と通信部１１０とは有線接続され、制御部１２０と第１ユニット（例
えば、１３０、１４０）とは通信部１１０により無線接続される。また、無線機器１００
，２００内の各要素、成分、ユニット／部および／またはモジュールは、１つまたは複数
の要素をさらに含む。例えば、制御部１２０は、１つまたは複数のプロセッサの集合で構
成される。例えば、制御部１２０は、通信制御プロセッサ、アプリケーションプロセッサ
（Application PROCESSOR）、ＥＣＵ（Electronic Control Unit）、グラフィック処理プ
ロセッサ、メモリ制御プロセッサなどの集合で構成される。他の例として、メモリ部１３
０は、ＲＡＭ（Random Access Memory）、ＤＲＡＭ（Dynamic RAM）、ＲＯＭ（Read Only
 Memory）、フラッシュメモリ（flash Memory）、揮発性メモリ（volatile Memory）、非
揮発生メモリおよび／またはこれらの組み合わせで構成される。
【０４２８】
　以下、図２９の具現例について図面を参照しながらより具体的に説明する。
【０４２９】
　図３０は、本発明に適用される携帯機器を例示する。携帯機器は、スマートホン、スマ
ートパッド、ウェアラブル機器（例えば、スマートウォッチ、スマートグラス）、携帯用
コンピュータ（例えば、ノートブックパソコンなど）を含む。携帯機器は、ＭＳ（Mobile
 Station）、ＵＴ（User Terminal）、ＭＳＳ（Mobile Subscriber Station）、ＳＳ（Su
bscriber Station）、ＡＭＳ（Advanced Mobile Station）またはＷＴ（Wireless Termin
al）とも称される。
【０４３０】
　図３０を参照すると、携帯機器１００は、アンテナ部１０８、通信部１１０、制御部１
２０、メモリ部１３０、電源供給部１４０ａ、インターフェース部１４０ｂおよび入出力
部１４０ｃを含む。アンテナ部１０８は、通信部１１０の一部で構成される。ブロック１
１０～１３０／１４０ａ～１４０ｃは、各々、図２９におけるブロック１１０～１３０／
１４０に対応する。
【０４３１】
　通信部１１０は、他の無線機器、基地局と信号（例えば、データ、制御信号など）を送
受信する。制御部１２０は、携帯機器１００の構成要素を制御して様々な動作を行う。制
御部１２０は、ＡＰ（Application Processor）を含む。メモリ部１３０は、携帯機器１
００の駆動に必要なデータ／パラメータ／プログラム／コード／命令を記憶する。また、
メモリ部１３０は、入／出力されるデータ／情報などを記憶する。電源供給部１４０ａは
、携帯機器１００に電源を供給し、有／無線充電回路、バッテリなどを含む。インターフ
ェース部１４０ｂは、携帯機器１００と他の外部機器との接続をサポートする。インター
フェース部１４０ｂは、外部機器との接続のための様々なポート（例えば、オーディオ入
／出力ポート、ビデオ入／出力ポート）を含む。入出力部１４０ｃは、映像情報／信号、
オーディオ情報／信号、データおよび／またはユーザから入力される情報を入力または出
力する。入出力部１４０ｃは、カメラ、マイクロホン、ユーザ入力部、ディスプレイ部１
４０ｄ、スピーカおよび／または触覚モジュールなどを含む。
【０４３２】
　一例として、データ通信の場合、入出力部１４０ｃは、ユーザから入力された情報／信
号（例えば、タッチ、文字、音声、イメージ、ビデオ）を得、この得られた情報／信号は
、メモリ部１３０に記憶される。通信部１１０は、メモリに記憶された情報／信号を無線
信号に変換し、変換された無線信号を他の無線機器に直接送信するかまたは基地局に送信
する。また、通信部１１０は、他の無線機器または基地局から無線信号を受信した後、受
信した無線信号を元来の情報／信号に復元する。復元された情報／信号は、メモリ部１３
０に記憶された後、入出力部１４０ｃにより様々な形態（例えば、文字、音声、イメージ
、ビデオ、触覚）で出力される。
【０４３３】
　図３１は、本発明に適用される車両または自律走行車両を例示する図である。車両また
は自律走行車両は、移動型ロボット、車両、汽車、有／無人飛行体（Aerial Vehicle、Ａ
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Ｖ）、船舶などで具現される。
【０４３４】
　図３１を参照すると、車両または自律走行車両１００は、アンテナ部１０８、通信部１
１０、制御部１２０、駆動部１４０ａ、電源供給部１４０ｂ、センサ部１４０ｃおよび自
律走行部１４０ｄを含む。アンテナ部１０８は、通信部１１０の一部で構成される。ブロ
ック１１０／１３０／１４０ａ～１４０ｄは、各々、図２９におけるブロック１１０／１
３０／１４０に対応する。
【０４３５】
　通信部１１０は、他の車両、基地局（例えば、基地局、路辺基地局（Road Side unit）
など）、サーバなどの外部機器と、信号（例えば、データ、制御信号など）を送受信する
。制御部１２０は、車両または自律走行車両１００の要素を制御して様々な動作を行う。
制御部１２０は、ＥＣＵ（Electronic Control Unit）を含む。駆動部１４０ａにより、
車両または自律走行車両１００が地上で走行する。駆動部１４０ａは、エンジン、モータ
、パワートレイン、輪、ブレーキ、ステアリング装置などを含む。電源供給部１４０ｂは
、車両または自律走行車両１００に電源を供給し、有／無線充電回路、バッテリなどを含
む。センサ部１４０ｃは、車両状態、周辺環境情報、ユーザ情報などを得ることができる
。センサ部１４０ｃは、ＩＭＵ（Inertial Measurement Unit）センサ、衝突センサ、ホ
イールセンサ（wheel sensor）、速度センサ、傾斜センサ、重量感知センサ、ヘディング
センサ（heading sensor）、ポジションモジュール（position module）、車両前進／後
進センサ、バッテリセンサ、燃料センサ、タイヤセンサ、ステアリングセンサ、温度セン
サ、湿度センサ、超音波センサ、照度センサ、ペダルポジションセンサなどを含む。自律
走行部１４０ｄは、走行中の車線を維持する技術、車間距離制御装置（adaptive cruise 
control）のように速度を自動的に調節する技術、所定の経路によって自動走行する技術
、目的地が設定されると自動的に経路を設定して走行する技術などを具現する。
【０４３６】
　一例として、通信部１１０は、外部サーバから地図データ、交通情報データなどを受信
する。自律走行部１４０ｄは、得られたデータに基づいて自律走行経路およびドライブプ
ランを生成する。制御部１２０は、ドライブプランに従って車両または自律走行車両１０
０が自律走行経路に移動するように駆動部１４０ａを制御する（例えば、速度／方向を調
節）。通信部１１０は、自律走行中に外部サーバから最新交通情報データを非周期的に得
、また、周りの車両から周りの交通情報データを得る。また、センサ部１４０ｃは、自律
走行中に、車両状態、周辺環境情報を得る。自律走行部１４０ｄは、新しく得たデータ／
情報に基づいて自律走行経路およびドライブプランを更新する。通信部１１０は、車両位
置、自律走行経路、ドライブプランなどに関する情報を外部サーバに伝達する。外部サー
バは、車両または自律走行車両から集められた情報に基づいて、ＡＩ技術などを用いて交
通情報データを予め予測し、予測した交通情報データを車両または自律走行車両に提供す
ることができる。
【０４３７】
　図３２は、本発明に適用される車両を例示する図である。車両は、運送手段、汽車、飛
行体、船舶などにも具現できる。
【０４３８】
　図３２を参照すると、車両１００は、通信部１１０、制御部１２０、メモリ部１３０、
入出力部１４０ａおよび位置測定部１４０ｂを含む。ここで、ブロック１１０～１３０／
１４０ａ～１４０ｂは、各々、図２９におけるブロック１１０～１３０／１４０に対応す
る。
【０４３９】
　通信部１１０は、他の車両または基地局などの外部機器と信号（例えば、データ、制御
信号など）を送受信する。制御部１２０は、車両１００の構成要素を制御して様々な動作
を行うことができる。メモリ部１３０は、車両１００の様々な機能をサポートするデータ
／パラメータ／プログラム／コード／命令を記憶する。入出力部１４０ａは、メモリ部１
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３０内の情報に基づいてＡＲ／ＶＲオブジェクトを出力する。入出力部１４０ａは、ＨＵ
Ｄを含む。位置測定部１４０ｂは、車両１００の位置情報を得ることができる。位置情報
は、車両１００の絶対位置情報、走行線内における位置情報、加速度情報、周辺車両との
位置情報などを含む。位置測定部１４０ｂは、ＧＰＳおよび様々なセンサを含む。
【０４４０】
　一例として、車両１００の通信部１１０は、外部サーバから地図情報、交通情報などを
受信してメモリ部１３０に記憶する。位置測定部１４０ｂは、ＧＰＳおよび様々なセンサ
により車両位置情報を得てメモリ部１３０に記憶する。制御部１２０は、地図情報、交通
情報および車両位置情報などに基づいて仮想オブジェクトを生成し、入出力部１４０ａは
、生成された仮想オブジェクトを車両内のウィンドウに表示する（１４０ｍ、１４０ｎ）
。また、制御部１２０は、車両位置情報に基づいて車両１００が走行線内で正しく運行し
ているか否かを判断する。車両１００が走行線から異常に逸れた場合は、制御部１２０は
、入出力部１４０ａにより車両内のウィンドウに警告を表示する。また、制御部１２０は
、通信部１１０により周りの車両に走行異常に関する警告メッセージをブロードキャスト
（放送）する。状況によっては、制御部１２０は、通信部１１０により、関係機関に、車
両の位置情報と走行／車両異常に関する情報とを送信することもできる。
【０４４１】
　以上の実施例は、本発明の構成要素および特徴を所定の形態で結合し（組合せ）たもの
である。各構成要素または特徴は、別に明示しない限り、選択的なものとして考慮され得
る。各構成要素または特徴は、他の構成要素や特徴と結合しない形態で実施されてもよく
、また、一部の構成要素および／または特徴は、結合されて本発明の実施例を構成しても
よい。本発明の実施例で説明される動作の順序は、変更されてもよい。ある実施例の一部
の構成や特徴は、他の実施例に含まれてもよく、他の実施例の対応する構成または特徴に
代えられてもよい。また、特許請求の範囲で明示的な引用関係を有しない請求項を結合し
て実施例を構成したり、出願後の補正によって新たな請求項として含むことができる。
【産業上の利用可能性】
【０４４２】
　本発明は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステム／５Ｇシステム（またはＮＲ（New 
RAT）システム）だけではなく、様々な無線通信システムで動作する端末、基地局などの
無線通信装置に適用されることができる。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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【図２５】 【図２６】

【図２７】 【図２８】



(67) JP 2021-516025 A 2021.6.24

【図２９】 【図３０】

【図３１】 【図３２】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月16日(2020.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　狭帯域モノのインターネット（NarrowBand Internet of Things；ＮＢ－ＩｏＴ）をサ
ポートする無線通信システムにおいてユーザ機器（User Equipment、ＵＥ）がページング
（paging）信号を受信する方法であって、
　前記ＵＥに関するウェークアップ信号（Wake Up Signal；ＷＵＳ）グループを指示する
インデックス情報を決定する段階であって、前記ＵＥに関するＷＵＳリソースは、前記決
定されたインデックス情報に基づいて選択される段階と、
　前記選択されたＷＵＳリソースに基づいて、前記ＵＥに関するＷＵＳをモニタリングす
る段階と、を有し、
　前記ＵＥに関するＷＵＳグループを指示するインデックス情報は、前記ＵＥの識別情報
、前記ＵＥの間欠受信（Discontinuous Reception；ＤＲＸ）サイクルに関連するパラメ
ータ、ページングキャリアに関する重みの総和および前記ＷＵＳに関するＵＥグループの
数に関する情報に基づいて決定される、方法。
【請求項２】
　前記ＵＥに関するＷＵＳグループを指示するインデックス情報は、以下の等式に基づい
て決定され、

　ｃgは、前記ＵＥに関するＷＵＳグループを指示するインデックス情報を示し、ＵＥ＿
ＩＤは、前記ＵＥの識別情報を示し、ＮおよびＮsは、前記ＵＥのＤＲＸサイクルに関連
するパラメータを示し、Ｗは、前記ページングキャリアに関する重みの総和を示し、ＮSG

は、前記ＷＵＳに関するＵＥグループの数に関する情報を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥ＿ＩＤは、前記ＵＥの国際移動体加入者識別（International Mobile Subscri
ber Identity；ＩＭＳＩ）情報に基づいて決定され、
　Ｎは、ｍｉｎ（Ｔ、ｎＢ）に基づいて決定され、Ｎsは、ｍａｘ（１、ｎＢ／Ｔ）に基
づいて決定され、Ｔは、前記ＵＥのＤＲＸサイクルを示し、ｎＢは、システム情報により
指示され、ｍｉｎ（Ａ、Ｂ）は、ＡおよびＢのうちのより小さい値を示し、ｍａｘ（Ａ、
Ｂ）は、ＡおよびＢのうちのより大きい値を示し、
　前記ページングキャリアに関する重みは、前記システム情報に基づいて決定される、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＷＵＳリソースは、時間領域、周波数領域およびコード領域のうちの少なくとも１
つにおけるリソースを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＷＵＳを検出することに基づいて、前記ＷＵＳに関連するページング機会（paging
 occasion）において前記ページング信号を受信する段階をさらに有する、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥに関するＷＵＳグループを指示するインデックス情報は、時間にわたってホッ
ピング（hopping）する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
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　前記ＵＥに関するＷＵＳグループを指示するインデックス情報に関するホッピングパタ
ーンは、システムフレーム番号（System Frame Number；ＳＦＮ）に基づいて決定される
、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　狭帯域モノのインターネット（NarrowBand Internet of Things；ＮＢ－ＩｏＴ）をサ
ポートする無線通信システムにおいてページング信号を受信するように構成されたユーザ
機器（User Equipment、ＵＥ）であって、
　無線周波数（Radio Frequency；ＲＦ）送受信器（transceiver）と、
　前記ＲＦ送受信器と動作可能に（operatively）結合されるプロセッサと、を有し、
　前記プロセッサは、
　前記ＵＥに関するウェークアップ信号（Wake Up Signal；ＷＵＳ）グループを指示する
インデックス情報を決定し、前記ＵＥに関するＷＵＳリソースは、前記決定されたインデ
ックス情報に基づいて選択され、
　前記ＲＦ送受信器が、前記選択されたＷＵＳリソースに基づいて、前記ＵＥに関するＷ
ＵＳをモニタリングするよう制御する、ように構成され、
　前記ＵＥに関するＷＵＳグループを指示するインデックス情報は、前記ＵＥの識別情報
、前記ＵＥの間欠受信（Discontinuous Reception；ＤＲＸ）サイクルに関連するパラメ
ータ、ページングキャリアに関する重みの総和および前記ＷＵＳに関するＵＥグループの
数に関する情報に基づいて決定される、ユーザ機器。
【請求項９】
　前記ＵＥに関するＷＵＳグループを指示するインデックス情報は、以下の等式に基づい
て決定され、

　ｃgは、前記ＵＥに関するＷＵＳグループを指示するインデックス情報を示し、ＵＥ＿
ＩＤは、前記ＵＥの識別情報を示し、ＮおよびＮsは、前記ＵＥのＤＲＸサイクルに関連
するパラメータを示し、Ｗは、前記ページングキャリアに関する重みの総和を示し、ＮSG

は、前記ＷＵＳに関するＵＥグループの数に関する情報を示す、請求項８に記載のユーザ
機器。
【請求項１０】
　前記ＵＥ＿ＩＤは、前記ＵＥの国際移動体加入者識別（International Mobile Subscri
ber Identity；ＩＭＳＩ）情報に基づいて決定され、
　Ｎは、ｍｉｎ（Ｔ、ｎＢ）に基づいて決定され、Ｎsは、ｍａｘ（１、ｎＢ／Ｔ）に基
づいて決定され、Ｔは、前記ＵＥのＤＲＸサイクルを示し、ｎＢは、システム情報により
指示され、ｍｉｎ（Ａ、Ｂ）は、ＡおよびＢのうちのより小さい値を示し、ｍａｘ（Ａ、
Ｂ）は、ＡおよびＢのうちのより大きい値を示し、
　前記ページングキャリアに関する重みは、前記システム情報に基づいて決定される、請
求項９に記載のユーザ機器。
【請求項１１】
　前記ＷＵＳリソースは、時間領域、周波数領域およびコード領域のうちの少なくとも１
つにおけるリソースを有する、請求項８に記載のユーザ機器。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、
　前記ＷＵＳを検出することに基づいて、前記ＲＦ送受信器が、前記ＷＵＳに関連するペ
ージング機会（paging occasion）において前記ページング信号を受信するよう制御する
ようにさらに構成される、請求項８に記載のユーザ機器。
【請求項１３】
　前記ＵＥに関するＷＵＳグループを指示するインデックス情報は、時間にわたってホッ
ピング（hopping）する、請求項８に記載のユーザ機器。
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【請求項１４】
　前記ＵＥに関するＷＵＳグループを指示するインデックス情報に関するホッピングパタ
ーンは、システムフレーム番号（System Frame Number；ＳＦＮ）に基づいて決定される
、請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項１５】
　狭帯域モノのインターネット（NarrowBand Internet of Things；ＮＢ－ＩｏＴ）をサ
ポートする無線通信システムにおいてユーザ機器（User Equipment、ＵＥ）に関する装置
であって、
　実行可能なコードを有するメモリと、
　前記メモリに動作可能に結合されるプロセッサと、を有し、
　前記プロセッサは、前記実行可能なコードを実行して特定の動作を行うように構成され
、前記特定の動作は、
　前記ＵＥに関するウェークアップ信号（Wake Up Signal；ＷＵＳ）グループを指示する
インデックス情報を決定することであって、前記ＵＥに関するＷＵＳリソースは、前記決
定されたインデックス情報に基づいて選択されることと、
　前記選択されたＷＵＳリソースに基づいて、前記ＵＥに関するＷＵＳをモニタリングす
ることと、を有し、
　前記ＵＥに関するＷＵＳグループを指示するインデックス情報は、前記ＵＥの識別情報
、前記ＵＥの間欠受信（Discontinuous Reception；ＤＲＸ）サイクルに関連するパラメ
ータ、ページングキャリアに関する重みの総和および前記ＷＵＳに関するＵＥグループの
数に関する情報に基づいて決定される、装置。
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